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(単位  千円)

競 輪 事 業 18,843,000 17,167,500 1,675,500

国 民 健 康 保 険 34,878,000 32,482,000 2,396,000

食肉センター食肉市場 680,000 636,800 43,200

土 地 区 画 整 理 事 業 437,800 517,600 △ 79,800

住宅新築資金等貸付事業 12,400 13,300 △ 900

公 共 用 地 取 得 事 業 481,464 721,263 △ 239,799

農 業 集 落 排 水 事 業 315,900 373,400 △ 57,500

介 護 保 険 21,090,000 20,477,100 612,900

後 期 高 齢 者 医 療 5,400,000 5,366,000 34,000

計 82,138,564 77,754,963 4,383,601

水 道 事 業 10,068,249 10,522,982 △ 454,733

市 立 四 日 市 病 院 事 業 22,081,140 25,362,774 △ 3,281,634

下 水 道 事 業 25,294,195 27,166,183 △ 1,871,988

計 57,443,584 63,051,939 △ 5,608,355

39,900 38,500 1,400

258,012,048 248,735,402 9,276,646
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差引増減額

(A) - (B)

一 般 会 計 118,390,000 107,890,000 109.710,500,000

会     計     名 予算額(A)

平 成 27 年 度 会 計 別 予 算

区        分 平成27年度 平成26年度

予算額(B)

(A)

× 100(%)

(B)



(単位  千円)

① 市 税 60,365,900 60,871,900 △ 506,000 51.0

２． 地 方 譲 与 税 1,110,001 1,158,001 △ 48,000 0.9

３． 利 子 割 交 付 金 130,000 150,000 △ 20,000 0.1

４． 配 当 割 交 付 金 300,000 222,000 78,000 0.3

５． 株式等譲渡所得割交付金 300,000 50,000 250,000 0.3

６． 地 方 消 費税交付金 5,231,000 3,491,000 1,740,000 4.4

７． ゴルフ場利用税交付金 90,000 90,000 0 0.1

８． 自動車取得税交付金 144,000 184,000 △ 40,000 0.1

９． 地 方 特 例 交 付 金 180,000 180,000 0 0.2

１０．地 方 交 付 税 2,170,000 1,860,000 310,000 1.8

　　うち普通交付税 1,370,000 1,160,000 210,000 1.2

１1．交通安全対策特別交付金 68,000 68,000 0 0.1

⑫ 分 担 金 及び負担金 1,295,310 1,252,768 42,542 1.1

⑬ 使 用 料 及び手数料 2,202,592 2,203,786 △ 1,194 1.9

１4．国 庫 支 出 金 19,488,261 14,451,963 5,036,298 16.5

１5．県 支 出 金 6,354,416 6,336,664 17,752 5.4

⑯ 財 産 収 入 137,790 156,678 △ 18,888 0.1

⑰ 寄 附 金 21,101 8,101 13,000 0.0

⑱ 繰 入 金 1,792,606 518,709 1,273,897 1.5

⑲ 繰 越 金 600,089 600,089 0 0.5

⑳ 諸 収 入 5,518,834 4,803,241 715,593 4.7

　　うち臨時財政対策債 2,339,000 2,860,000 △ 521,000 2.0

　　○付数字は自主財源

　　※構成比は四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。
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【款別の主な増減（歳入）】 （単位：千円）

平成26年度予算額 平成27年度予算額 増減

市税
市民税 23,853,600 ⇒ 23,717,800 ( △ 135,800 )

固定資産税 28,753,900 ⇒ 28,496,500 ( △ 257,400 )

軽自動車税 563,300 ⇒ 611,700 ( 48,400 )

都市計画税 2,511,700 ⇒ 2,380,200 ( △ 131,500 )

株式等譲渡所得割交付金
株式等譲渡所得割交付金 50,000 ⇒ 300,000 ( 250,000 )

地方消費税交付金
地方消費税交付金 3,491,000 ⇒ 5,231,000 ( 1,740,000 )

使用料及び手数料
たんぽぽ使用料 105,906 ⇒ 127,774 ( 21,868 )

霊園使用料 106,612 ⇒ 36,066 ( △ 70,546 )

博物館使用料 7,018 ⇒ 25,621 ( 18,603 )

ごみ処理手数料 490,385 ⇒ 511,869 ( 21,484 )

国庫支出金
保育所事務費事業費負担金 665,587 ⇒ 800,635 ( 135,048 )

個人番号カード交付事業費補助金 0 ⇒ 108,074 ( 108,074 )

臨時福祉給付金給付事業費・事務費補助金 0 ⇒ 342,500 ( 342,500 )

地域介護・福祉空間等整備交付金 30,000 ⇒ 304,465 ( 274,465 )

子育て世帯臨時特例給付金給付事業費・事務費補助金 0 ⇒ 141,511 ( 141,511 )

循環型社会形成推進交付金 1,057,057 ⇒ 4,518,630 ( 3,461,573 )

防災・安全社会資本整備交付金（橋梁長寿命化関係） 57,200 ⇒ 197,010 ( 139,810 )

防災・安全社会資本整備交付金（交安） 111,375 ⇒ 37,125 ( △ 74,250 )

鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金 0 ⇒ 189,719 ( 189,719 )

県支出金
国民健康保険保険基盤安定負担金 613,562 ⇒ 696,531 ( 82,969 )

介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金 393,000 ⇒ 0 ( △ 393,000 )

延長保育促進事業費補助金 86,358 ⇒ 10,361 ( △ 75,997 )

安心こども基金保育基盤整備事業補助金 91,668 ⇒ 4,034 ( △ 87,634 )

海岸保全事業費補助金 0 ⇒ 144,500 ( 144,500 )

三重県鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金 0 ⇒ 94,859 ( 94,859 )

農業土木災害復旧費補助金 0 ⇒ 186,065 ( 186,065 )

基幹統計調査費委託金 32,732 ⇒ 146,311 ( 113,579 )

繰入金
廃棄物処理施設整備基金繰入金 291,268 ⇒ 1,113,103 ( 821,835 )

内部八王子線基金繰入金 0 ⇒ 265,000 ( 265,000 )

市営住宅整備基金繰入金 76,819 ⇒ 233,870 ( 157,051 )

諸収入
中小企業振興資金融資預託金元利収入 2,441,000 ⇒ 2,110,000 ( △ 331,000 )

朝日、川越二町環境事務受託費 176,787 ⇒ 517,927 ( 341,140 )

消防指令センター共同運用準備負担金 1,115 ⇒ 668,187 ( 667,072 )

市債
まちづくり事業資金 313,500 ⇒ 0 ( △ 313,500 )

（仮称）四日市公害と環境未来館整備事業資金 439,400 ⇒ 0 ( △ 439,400 )

ごみ処理施設整備事業資金 1,977,800 ⇒ 5,566,000 ( 3,588,200 )

消防施設設備整備事業資金 0 ⇒ 654,600 ( 654,600 )

義務教育施設整備事業資金 876,800 ⇒ 364,200 ( △ 512,600 )

社会教育施設整備事業資金 1,076,400 ⇒ 36,400 ( △ 1,040,000 )

臨時財政対策資金 2,860,000 ⇒ 2,339,000 ( △ 521,000 )



(単位  千円)

１． 議 会 費 752,023 717,974 34,049 0.6 0.7

２． 総 務 費 12,088,894 11,525,838 563,056 10.2 10.7

３． 民 生 費 37,688,067 36,487,029 1,201,038 31.8 33.8

４． 衛 生 費 21,412,215 13,547,696 7,864,519 18.1 12.5

５． 労 働 費 59,507 83,391 △ 23,884 0.1 0.1

６． 農林水産業費 1,667,377 1,398,063 269,314 1.4 1.3

７． 商 工 費 3,718,416 3,627,300 91,116 3.1 3.4

８． 土 木 費 16,963,317 15,749,513 1,213,804 14.3 14.6

９． 消 防 費 5,026,048 3,497,664 1,528,384 4.3 3.2

１０．教 育 費 8,880,849 10,457,540 △ 1,576,691 7.5 9.7

１１．災 害 復 旧 費 187,000 0 187,000 0.2 0.0

１２．公 債 費 9,846,287 10,684,521 △ 838,234 8.3 9.9

１３．予 備 費 100,000 113,471 △ 13,471 0.1 0.1

　　※構成比は四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。
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【款別の主な増減（歳出）】 （単位：千円）

平成26年度予算額 平成27年度予算額 増減

総務費 563,056 506,377

楠福祉会館整備事業費（アセットマネジメント） 0 ⇒ 46,200 ( 46,200 )
非常用電源等対策事業費 60,300 ⇒ 244,130 ( 183,830 )
鈴鹿山麓研究学園都市建設事業費負担金 119,021 ⇒ 0 ( △ 119,021 )
番号制度関連事業費 0 ⇒ 206,531 ( 206,531 )
システム保守運用経費 524,681 ⇒ 705,424 ( 180,743 )
防災倉庫整備事業費 1,300 ⇒ 51,300 ( 50,000 )
防災システム整備事業費 345,900 ⇒ 231,753 ( △ 114,147 )
文化会館等施設整備事業費（アセットマネジメント） 10,500 ⇒ 77,300 ( 66,800 )
まちづくり事業基金積立金 332,314 ⇒ 2,413 ( △ 329,901 )
戸籍住民基本台帳事務費 99,951 ⇒ 222,055 ( 122,104 )
市議会議員選挙費 19,771 ⇒ 146,593 ( 126,822 )
基幹統計調査員報酬 28,399 ⇒ 114,815 ( 86,416 )

民生費 1,201,038 1,152,655

サテライト型特別養護老人ホーム建設費補助金 0 ⇒ 119,480 ( 119,480 )
臨時福祉給付金給付事業費・事務費 0 ⇒ 342,500 ( 342,500 )
後期高齢者医療特別会計繰出金 2,810,188 ⇒ 2,950,493 ( 140,305 )
障害者介護給付費・訓練等給付費 3,704,900 ⇒ 3,615,100 ( △ 89,800 )
臨時職員賃金（保育園） 655,505 ⇒ 713,094 ( 57,589 )
障害児通所事業費 212,585 ⇒ 388,813 ( 176,228 )
子育て世帯臨時特例給付金給付事業費・事務費 0 ⇒ 140,000 ( 140,000 )
施設型給付費負担金事業費（民間保育所） 2,564,790 ⇒ 2,790,385 ( 225,595 )
延長保育事業費補助金 143,047 ⇒ 36,278 ( △ 106,769 )
民間保育所整備事業費 136,797 ⇒ 5,346 ( △ 131,451 )
国民健康保険特別会計繰出金 1,445,504 ⇒ 1,568,612 ( 123,108 )
介護保険特別会計繰出金 2,920,202 ⇒ 3,076,072 ( 155,870 )

衛生費 7,864,519 7,652,536

（仮称）四日市公害と環境未来館整備事業費 609,788 ⇒ 0 ( △ 609,788 )
ごみ収集車両整備事業費 28,326 ⇒ 76,777 ( 48,451 )
新総合ごみ処理施設整備事業費 3,451,250 ⇒ 11,665,123 ( 8,213,873 )

農林水産業費 269,314 246,607

肉牛肥育預託事業費 0 ⇒ 80,000 ( 80,000 )
多面的機能支払交付金事業費 4,835 ⇒ 65,854 ( 61,019 )
三重用水事業償還金 74,355 ⇒ 13,243 ( △ 61,112 )
海岸保全事業費 3,300 ⇒ 170,000 ( 166,700 )

商工費 91,116 71,000

企業立地奨励金交付事業費 392,000 ⇒ 794,000 ( 402,000 )
中小企業振興資金融資預託金 2,441,000 ⇒ 2,110,000 ( △ 331,000 )

土木費 1,213,804 1,351,992

防災・安全社会資本整備交付金事業費（道路ストック関連） 125,000 ⇒ 44,100 ( △ 80,900 )
防災・安全社会資本整備交付金事業費（橋梁長寿命化） 104,000 ⇒ 358,200 ( 254,200 )
排水路整備促進事業費 0 ⇒ 40,000 ( 40,000 )
四日市港管理組合負担金 1,520,055 ⇒ 1,430,289 ( △ 89,766 )
内部・八王子線運行事業費 0 ⇒ 720,630 ( 720,630 )
土地区画整理事業特別会計繰出金 442,621 ⇒ 387,544 ( △ 55,077 )
近鉄四日市駅等耐震化促進事業費 119,166 ⇒ 181,366 ( 62,200 )
連続立体交差事業負担金 250,000 ⇒ 139,000 ( △ 111,000 )
垂坂公園・羽津山緑地整備事業費 30,000 ⇒ 90,000 ( 60,000 )
下水道企業会計負担金・補助金 6,838,700 ⇒ 6,884,400 ( 45,700 )
曙町市営住宅建設事業費 106,700 ⇒ 612,705 ( 506,005 )

消防費 1,528,384 1,513,696

新消防分署整備事業費 2,000 ⇒ 142,554 ( 140,554 )
庁舎整備事業費（アセットマネジメント） 23,400 ⇒ 112,100 ( 88,700 )
消防救急無線デジタル化及び新消防指令センター整備事業費 2,200 ⇒ 1,286,642 ( 1,284,442 )

教育費 △ 1,576,691 △ 1,719,500

大規模改修事業費（小学校） 350,500 ⇒ 135,900 ( △ 214,600 )
給食室改修事業費 5,900 ⇒ 54,500 ( 48,600 )
富田中学校改築事業費 521,500 ⇒ 0 ( △ 521,500 )
笹川中学校改築整備事業費 47,700 ⇒ 203,200 ( 155,500 )
大規模改修事業費（中学校） 10,600 ⇒ 183,400 ( 172,800 )
幼稚園整備事業費（アセットマネジメント） 18,700 ⇒ 99,400 ( 80,700 )
少年自然の家施設整備事業費（アセットマネジメント） 86,400 ⇒ 0 ( △ 86,400 )
博物館リニューアル事業費 1,197,900 ⇒ 0 ( △ 1,197,900 )
中央緑地運動施設整備事業費（アセットマネジメント） 156,700 ⇒ 0 ( △ 156,700 )

災害復旧費
平成26年発生農業土木災害復旧補助事業費 0 ⇒ 187,000 ( 187,000 )

公債費 △ 838,234 △ 838,234

地方債償還金 9,601,440 ⇒ 8,931,502 ( △ 669,938 )
地方債利子 1,073,081 ⇒ 904,785 ( △ 168,296 )



本　年　度

予　算　額 国 庫 支 出 金県 支 出 金地 方 債

１． 議 会 費 752,023

２． 総 務 費 12,088,894 174,745 833,555 401,200

３． 民 生 費 37,688,067 13,366,483 4,716,011

４． 衛 生 費 21,412,215 4,608,706 63,062 5,960,400

５． 労 働 費 59,507

６． 農林水産業費 1,667,377 249,803 22,900

７． 商 工 費 3,718,416 22,942

８． 土 木 費 16,963,317 1,123,144 108,155 1,110,800

９． 消 防 費 5,026,048 97,200 654,600

１０． 教 育 費 8,880,849 215,183 54,118 400,600

１１． 災 害 復 旧 費 187,000 186,065 600

１２． 公 債 費 9,846,287 23,505

１３． 予 備 費 100,000

118,390,000 19,488,261 6,354,416 8,551,100

2,339,000

118,390,000 19,488,261 6,354,416 10,890,100

※構成比については端数処理のため合計が合わない場合があります。

計

歳入振替項目

総　　　　　　計

歳      出      予      算      款      別

款　　　　　別

左            の            財   



（単位   千円)　

前　年　度

使 用 料 及 び
手 数 料

そ の 他一 般 財 源 一 般 財 源

326 751,697 717,647 1.0 1.0

189,242 210,369 10,279,783 9,523,587 14.0 13.2

179,971 1,419,123 18,006,479 17,421,387 24.6 24.2

890,495 2,634,695 7,254,857 7,303,278 9.9 10.1

337 59,170 83,091 0.1 0.1

325 179,311 1,215,038 1,211,466 1.7 1.7

208 2,237,016 1,458,250 1,064,407 2.0 1.5

648,348 620,166 13,352,704 13,203,806 18.2 18.3

79,996 1,016,746 3,177,506 2,989,879 4.3 4.2

110,935 190,385 7,909,628 7,833,450 10.8 10.9

103 232 0 0.0 0.0

84,726 20,438 9,717,618 10,545,242 13.3 14.6

100,000 113,471 0.1 0.2

2,184,583 8,528,678 73,282,962 72,010,711 100.0 100.0

18,009 837,052 △ 3,194,061 △ 3,685,810

2,202,592 9,365,730 70,088,901 68,324,901 ― ―

――

    財      源      内      訳      表

一般財源投入率  (%)源　　　　　　内　　　　　　訳

本年度 前年度



予 算 額 (A) 一般財源(B) 予 算 額 (C) 一般財源(D)

１． 16,940,299 15,161,255 16,711,588 15,077,271

（１） 697,293 694,398 595,510 593,286

（２） 7,906,990 6,281,621 7,873,083 6,401,742

（３） 4,405,875 4,316,500 4,186,286 4,098,503

（４） 1,315,351 1,310,523 1,479,319 1,462,093

（５） 3,158 3,158 3,159 3,159

（６） 2,611,632 2,555,055 2,574,231 2,518,488

２． 15,890,622 13,314,250 14,228,526 11,952,042

３． 1,863,489 1,063,265 2,086,636 1,299,826

４． 23,049,344 6,763,423 22,666,062 6,585,343

５． 15,818,927 13,743,845 15,299,592 13,917,215

６． 2,225,270 20,000 2,481,820 0

７． 135,545 100,000 659,300 116,500

８． 8,593,504 7,386,575 8,208,646 7,140,650

９． 9,846,287 9,717,618 10,684,521 10,545,242

１０． 23,926,626 5,912,731 14,749,747 5,263,151

（１） 23,570,626 5,895,599 14,486,347 5,249,251

イ、 補 助 14,031,382 642,411 6,737,842 498,159

ロ、 単 独 9,539,244 5,253,188 7,748,505 4,751,092

（２） 187,000 232

イ、 補 助 187,000 232

ロ、 単 独

（３） 0 0

イ、 補 助 0 0

ロ、 単 独 0 0

（４） 169,000 16,900 263,400 13,900

１１． 100,087 100,000 113,562 113,471

118,390,000 73,282,962 107,890,000 72,010,711

本       年       度 前       年       度

物 件 費

維 持 補 修 費

人 件 費

報 酬

基 本 給

区　　　　　分

            歳    出    予    算    性    質    別

予 備 費

繰 出 金

公 債 費

投 資 的 経 費

普 通 建 設 事 業

そ の 他 の 手 当

退 職 手 当

恩 給 退 職 年 金

そ の 他

合    　 　   計

災 害 復 旧 事 業

失 業 対 策 事 業

県営事業負担金

扶 助 費

補 助 費 等

投資・出資金・貸付金

積 立 金



  目    的    別    分    類    表   (単位   千円)

(A) - (C) (B) - (D)

228,711 101.4 83,984 100.6 14.3 20.7 15.5 20.9

101,783 117.1 101,112 117.0 0.6 0.9 0.6 0.8

33,907 100.4 △ 120,121 98.1 6.7 8.6 7.3 8.9

219,589 105.2 217,997 105.3 3.7 5.9 3.9 5.7

△ 163,968 88.9 △ 151,570 89.6 1.1 1.8 1.4 2.0

△ 1 100.0 △ 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

37,401 101.5 36,567 101.5 2.2 3.5 2.4 3.5

1,662,096 111.7 1,362,208 111.4 13.4 18.2 13.2 16.6

△ 223,147 89.3 △ 236,561 81.8 1.6 1.4 1.9 1.8

383,282 101.7 178,080 102.7 19.5 9.2 21.0 9.2

519,335 103.4 △ 173,370 98.8 13.4 18.8 14.2 19.3

△ 256,550 89.7 20,000 皆増 1.9 0.0 2.3 0.0

△ 523,755 20.6 △ 16,500 85.8 0.1 0.1 0.6 0.2

384,858 104.7 245,925 103.4 7.2 10.1 7.6 9.9

△ 838,234 92.2 △ 827,624 92.2 8.3 13.3 9.9 14.6

9,176,879 162.2 649,580 112.3 20.2 8.1 13.7 7.3

9,084,279 162.7 646,348 112.3 19.9 8.0 13.4 7.3

7,293,540 208.2 144,252 129.0 11.9 0.9 6.2 0.7

1,790,739 123.1 502,096 110.6 8.1 7.2 7.2 6.6

187,000 皆増 232 皆増 0.2 0.0

187,000 皆増 232 皆増 0.2 0.0

△ 94,400 64.2 3,000 121.6 0.1 0.0 0.2 0.0

△ 13,475 88.1 △ 13,471 88.1 0.1 0.1 0.1 0.2

10,500,000 109.7 1,272,251 101.8 100.0 100.0 100.0 100.0

※構成比については、四捨五入しておりますので合計が合わない場合があります。

   構   成   比    率    (%)

一    般    財    源予     算     額

比                        較

予 算 額 一般財源

本    年    度 前    年    度

予 算 額 一般財源(A)/(C)×100 (%) (B)/(D)×100 (%)



一 般 会 計 歳 入

市 税 市 債 繰 入 金

税収 普通 特別 発行額 市　債 ３基金

比率 依存度

平成 ％ ％  実績  実績 ％

90,900,000  △ 0.1 52,202,800 57.4 2,348,319 1,215,065 5,299,300 5.8 1,692,000

93,280,000 2.6 50,140,900 53.8 3,042,159 1,288,142 5,868,500 6.3 2,908,000

95,760,000 2.7 51,120,000 53.4 2,988,761 1,236,052 8,382,800 8.7 2,840,000

94,580,000  △ 1.2 49,616,000 52.4 4,100,304 1,183,361 8,394,200 8.9 3,175,000

90,990,000  △ 3.8 47,339,000 52.0 3,974,549 1,105,390 9,451,300 10.4 2,600,000

95,980,000 5.5 48,305,000 50.3 2,039,446 1,105,338 13,373,200 13.9 1,445,000

93,290,000 △ 2.8 50,395,300 54.0 2,769,273 1,162,118 8,782,500 9.4 180,000

95,400,000 2.3 53,605,700 56.2 786,908 1,045,152 8,468,700 8.9 1,130,000

98,138,000 2.9 58,053,600 59.2 807,954 799,504 7,947,500 8.1 300,000

99,848,000 1.7 63,244,700 63.3 385,604 783,864 6,004,900 6.0 0

97,382,000 △ 2.5 61,144,400 62.8 825,917 784,864 5,105,300 5.2 0

99,141,000 1.8 57,959,600 58.5 1,651,021 842,323 5,817,500 5.9 849,041

104,560,000 5.5 59,886,600 57.3 1,944,240 874,184 6,705,400 6.4 14,253

102,774,000 △ 1.7 60,879,200 59.2 1,856,109 896,497 6,187,800 6.0 15,169

102,697,438 △ 0.1 60,739,300 59.1 2,088,363 808,494 6,176,900 6.0 70,887

(11月補正後) (11月補正後)

107,890,000 5.1 60,871,900 56.4 1,710,897 700,000 9,233,100 8.6 18,000

118,390,000 9.7 60,365,900 51.0 1,370,000 800,000 10,890,100 9.2 47,892
27

年度

地 方 交 付 税

伸び率

12

13

19

18

17

14

15

16

11

一 般 会 計 当 初

21

22

20

26

24

25

23



歳 出

繰 入 金 公 債 費 地方債年 繰 出 金

競　輪 度末残高

補　助 単　独

実績 ％ 実績

50,000 10,322,312 11.4 106,062,498 13,739,059 5,857,512 7,827,935 10,218,412

50,000 11,402,980 12.2 105,427,282 13,757,572 4,660,986 8,470,905 11,993,916

50,000 11,635,219 12.2 105,328,737 15,957,660 5,532,111 9,865,564 12,115,049

10,000 12,484,540 13.2 104,684,936 13,142,840 1,999,812 10,322,178 5,068,066

50,000 12,343,622 13.6 104,476,960 10,305,917 1,359,639 8,529,628 5,439,030

100,000 18,557,091 19.3 105,425,611 9,605,201 2,007,201 7,521,250 5,762,733

0 12,733,510 13.6 102,599,283 11,515,480 3,504,972 7,853,883 6,397,305

0 12,836,604 13.5 100,338,490 12,976,803 2,792,118 10,084,376 6,621,011

0 12,620,315 12.9 98,296,307 12,525,578 2,371,154 9,819,624 6,710,597

0 12,959,925 13.0 98,828,006 11,519,976 1,733,390 9,430,111 7,932,841

100,000 12,659,464 13.0 96,414,973 9,026,030 1,285,914 7,687,241 8,216,381

500,000 11,614,100 11.7 92,581,596 8,259,618 1,861,904 5,993,839 7,900,832

100,000 11,406,188 10.9 87,503,991 10,059,127 3,217,941 6,437,746 8,088,790

100,000 11,719,608 11.4 80,643,109 10,121,445 2,364,877 7,382,216 8,068,206

100,000 11,623,543 11.3 75,627,184 10,191,981 3,554,440 6,366,623 8,064,360

100,000 10,684,521 9.9 74,183,905 14,749,747 6,737,842 7,748,505 8,208,646

150,000 9,846,287 8.3 76,142,503 23,926,626 14,031,382 9,539,244 8,593,504

（単位　:千円）

投  資  的  経  費

構成比

うち普通建設事業費

予 算 の 推 移



　　　　　　　（単位　千円）

科目 調定見込額
収納率
見込％

本年度当初予算
計上額（Ａ）

前年度当初予算
計上額（B）

（Ａ）　  100
 ×

（Ｂ）　　 ％

市税 62,792,400 96.1 60,365,900 60,871,900 99.2

　 １．市民税　 25,092,600 94.5 23,717,800 23,853,600 99.4

       一個人 19,866,400 93.3 18,525,500 18,433,500 100.5

     　　 イ、現年課税分 18,633,600 97.7 18,205,000 18,096,100 100.6

      所　得　割 18,102,700 97.7 17,686,300 17,575,700 100.6

      均　等　割 530,900 97.7 518,700 520,400 99.7

           ロ、滞納繰越分 1,232,800 26.0 320,500 337,400 95.0

   　　二法人 5,226,200 99.4 5,192,300 5,420,100 95.8

     　　 イ、現年課税分 5,200,800 99.7 5,185,200 5,413,100 95.8

       法 人 税 割 4,200,800 99.7 4,188,200 4,416,100 94.8

       均   等   割

1,000,000 99.7 997,000 997,000 100.0

           ロ、滞納繰越分 25,400 28.0 7,100 7,000 101.4

　 ２．固定資産税 29,421,100 96.9 28,496,500 28,753,900 99.1

　　　 一固定資産税 29,394,400 96.9 28,469,800 28,726,900 99.1

     　　 イ、現年課税分 28,537,900 98.9 28,230,000 28,489,400 99.1

       　　　　　　土　 地 8,251,600 98.2 8,103,100 8,223,800 98.5

       　　　　　　家　 屋 8,185,900 98.2 8,038,600 8,858,700 90.7

    　　　　  　　 　償却資産 12,100,400 99.9 12,088,300 11,406,900 106.0

           ロ、滞納繰越分 856,500 28.0 239,800 237,500 101.0

　　　 二国有資産等所在

　　　　　市町村交付金

26,700 100.0 26,700 27,000 98.9

     　　 イ、交付金 26,700 100.0 26,700 27,000 98.9

 　３．軽自動車税 649,200 94.2 611,700 563,300 108.6

     　　 イ、現年課税分

619,100 97.5 603,600 555,000 108.8

           ロ、滞納繰越分 30,100 26.9 8,100 8,300 97.6

　 ４．市たばこ税

2,301,100 100.0 2,301,100 2,359,000 97.5

　 ５．入湯税 日帰り            1人 80円

宿　泊     1人1泊 150円 2,200 100.0 2,200 1,900 115.8

　 ６．事業所税 2,867,400 99.6 2,856,400 2,828,500 101.0

     　　 イ、現年課税分 2,859,400 99.7 2,850,800 2,822,500 101.0

      資　 産 　割 2,422,600 99.7 2,415,300 2,392,500 101.0

      従 業 者 割 436,800 99.7 435,500 430,000 101.3

           ロ、滞納繰越分 8,000 70.0 5,600 6,000 93.3

　 ７．都市計画税 2,458,800 96.8 2,380,200 2,511,700 94.8

     　　 イ、現年課税分 2,386,100 98.9 2,359,800 2,491,900 94.7

       　　　　　　土　 地 1,334,500 98.9 1,319,800 1,345,000 98.1

       　　　　　　家　 屋 1,051,600 98.9 1,040,000 1,146,900 90.7

           ロ、滞納繰越分 72,700 28.1 20,400 19,800 103.0

　※１　平成26年10月1日以後に開始する事業年度に適用される税率

　※２　平成27年4月1日に新規登録された四輪等については新税率を適用

0.2％

0.2％

　1,000(円) ～7,200（円）※２

116,042(台)

2,495円/千本

600円/㎡

0.25%

1.4%

1.4%

5,262円/千本

1.4%

1.4%

13.5%　(10.9% ※１）

　５、１２、１３、１５、１６、４０、

3,500（円）

8,389（社）

４１、１７５、３００(万円）

 

 

151,699(人)

6%

平 成 ２ ７ 年 度 税 等 収 入 予 算 資 料

税　率　等

（旧３級品）



　　　　　　　　（単位　千円）

科目 調定見込額
収納率
見込％

本年度当初予算
計上額（Ａ）

前年度当初予算
計上額（B）

（Ａ）　  100
 ×

（Ｂ）　　 ％

地方譲与税 1,110,001 100.0 1,110,001 1,158,001 95.9

　 １．地方揮発油譲与税 240,000 100.0 240,000 240,000 100.0

　 ２．自動車重量譲与税 520,000 100.0 520,000 578,000 90.0

　 ３．地方道路譲与税 1 100.0 1 1 100.0

　 ４．特別とん譲与税 350,000 100.0 350,000 340,000 102.9

利子割交付金 130,000 100.0 130,000 150,000 86.7

　 利子割交付金 130,000 100.0 130,000 150,000 86.7

配当割交付金 300,000 100.0 300,000 222,000 135.1

　 配当割交付金 300,000 100.0 300,000 222,000 135.1

株式等譲渡所得割交付金 300,000 100.0 300,000 50,000 600.0

株式等譲渡所得割交付金 300,000 100.0 300,000 50,000 600.0

地方消費税交付金 5,231,000 100.0 5,231,000 3,491,000 149.8

地 方 消 費 税交 付金 5,231,000 100.0 5,231,000 3,491,000 149.8

ゴルフ場利用税交付金 90,000 100.0 90,000 90,000 100.0

ゴルフ場利用税交付金 90,000 100.0 90,000 90,000 100.0

自動車取得税交付金 144,000 100.0 144,000 184,000 78.3

自動車取得税交付金 144,000 100.0 144,000 184,000 78.3

地方特例交付金 180,000 100.0 180,000 180,000 100.0

地 方 特 例 交 付 金 180,000 100.0 180,000 180,000 100.0

 

 

 

 

税　率　等

 

 

 

 

（単位：千円）

平成27 年度末 平成27 年度末

残 高 見 込 残 高 見 込

土地開発公社経営健全化基金 3,684,603 中小企業振興基金 7,653

国際交流基金 75,985 広域基幹道路整備基金 998,322

文化振興基金 185,357 緑化基金 121,734

財政調整基金 10,075,616 内部・八王子線基金 536,152

都市基盤・公共施設等整備基金 3,147,549 市営住宅整備基金 21,818

減債基金 332,040 学校施設整備基金 1,487,203

まちづくり事業基金 2,867,136 小菅科学教育振興基金 28,424

社会福祉事業振興基金 445,282 土地開発基金 1,151,154

災害救助基金 104,392 競輪事業財政調整基金 2,358,441

廃棄物処理施設整備基金 284,694 国民健康保険支払準備基金 2,393,382

市立四日市病院整備基金 15,953 東橋北住環境整備基金 12,773

ふるさと・水と土保全基金 10,098 介護保険給付費支払準備基金 281,909

基　　　金　　　の　　　状　　　況

基　金　名 基　金　名



104.8% 102.5% 111.7% 105.1% 96.5%

52,724,859 54,045,765 60,367,262 63,419,685 61,227,427

106.1% 109.5% 122.9% 103.2% 100.5%

13,696,359 14,990,751 18,430,529 19,024,242 19,111,411

126.8% 99.6% 114.3% 88.1% 51.2%

7,568,809 7,537,684 8,613,826 7,587,180 3,887,930

100.1% 100.3% 107.0% 112.4% 105.0%

26,253,016 26,337,518 28,169,483 31,667,015 33,246,556

126.5% 145.2% 40.0% 98.4% 89.2%

2,506,349 3,640,316 1,457,335 1,433,430 1,278,194

58.5% 71.9% 129.2% 107.5% 81.9%

249,861 179,703 232,175 249,672 204,414

151.5% 148.9% 115.5% 44.3% 76.2%

134,296 200,027 231,081 102,432 78,091

227.1% 93.0% 89.4% 19.9% 113.7%

212,386 197,566 176,545 35,051 39,854

92.4% 104.0% 98.3% 94.2% 108.2%

2,922,551 3,040,440 2,989,911 2,815,636 3,046,168

98.8% 96.0% 102.2% 97.1% 97.8%

101,969 97,842 99,947 97,054 94,953

100.3% 99.0% 94.0% 90.4% 53.6%

770,963 762,890 717,325 648,213 347,336

101.8% 90.9% 25.3% 170.1% 102.2%

1,736,681 1,578,349 399,135 679,061 694,124

98.9% 46.6% 87.7% 72.8% 137.7%

3,931,391 1,832,060 1,607,458 1,169,468 1,610,781

100.6% 28.4% 102.7% 47.7% 214.2%

2,769,273 786,908 807,954 385,604 825,917

95.1% 89.9% 76.5% 98.4% 100.1%

1,162,118 1,045,152 799,504 783,864 784,864

※　平成１７年度については、平成１６年度の旧四日市市と旧楠町の決算額の合計から対前年度比を算出

平成21年度平成20年度平成19年度

地 方 消 費 税 交 付 金

平成18年度

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

市税等の推移

うち固定資産税

利 子 割 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

うち特別交付税

うち普通交付税

地 方 交 付 税

地 方 特 例 交 付 金

自動車取得税交付金

うち法人市民税

市 税

うち個人市民税

う ち 事 業 所 税

地 方 譲 与 税

年　　　　　度 平成17年度



(決算ベース）
（単位　千円）

平成26年度 平成27年度
（11月補正後） （当初予算）

97.0% 104.2% 100.4% 98.3% 99.7% 99.2%

59,387,874 61,867,325 62,144,224 61,059,837 60,871,900 60,365,900

90.8% 99.8% 105.3% 101.0% 100.2% 100.5%

17,343,888 17,311,030 18,220,809 18,400,686 18,433,500 18,525,500

134.7% 106.9% 98.7% 96.8% 101.3% 95.8%

5,238,580 5,598,472 5,527,455 5,350,164 5,420,100 5,192,300

94.5% 98.6% 97.7% 95.8% 99.2% 99.1%

31,411,633 30,979,306 30,280,005 28,996,817 28,753,900 28,496,500

皆増 1055.0% 111.7% 98.5% 103.2% 101.0%

236,093 2,490,765 2,782,646 2,740,777 2,828,500 2,856,400

100.5% 101.4% 93.5% 97.6% 97.5% 95.9%

1,284,144 1,302,055 1,217,171 1,187,749 1,158,001 1,110,001

94.5% 94.2% 78.1% 104.0% 101.5% 86.7%

193,213 182,091 142,180 147,849 150,000 130,000

119.8% 108.5% 110.9% 197.3% 99.9% 135.1%

93,534 101,475 112,584 222,135 222,000 300,000

76.4% 82.1% 112.1% 1327.8% 13.4% 600.0%

30,453 25,009 28,029 372,161 50,000 300,000

99.8% 101.8% 101.1% 99.1% 112.6% 149.8%

3,040,936 3,095,228 3,128,067 3,101,408 3,491,000 5,231,000

101.0% 101.9% 98.2% 100.9% 92.8% 100.0%

95,913 97,777 96,037 96,943 90,000 90,000

91.5% 84.0% 117.1% 109.6% 53.7% 78.3%

317,718 266,774 312,434 342,552 184,000 144,000

74.4% 127.5% 29.2% 98.5% 96.4% 98.4%

516,518 658,532 192,593 189,717 182,913 180,000

154.8% 113.0% 97.7% 105.2% 83.2% 90.0%

2,493,344 2,818,424 2,752,606 2,896,857 2,410,897 2,170,000

199.9% 117.8% 95.5% 112.5% 81.9% 80.1%

1,651,021 1,944,240 1,856,109 2,088,363 1,710,897 1,370,000

107.3% 103.8% 102.6% 90.2% 86.6% 114.3%

842,323 874,184 896,497 808,494 700,000 800,000

上段は対前年度比

平成25年度平成22年度 平成23年度 平成24年度



地　方　債　年　度　末 

96,585,032 92,581,596 87,503,991 80,643,109 75,627,184

うち減税補てん債
（ 借 換 債 含 む ）

8,172,276 7,117,782 6,050,036 4,967,441 3,871,182

うち臨時財政対策債 22,924,184 25,703,058 26,668,728 26,901,310 27,803,701

土地区画整理事業 2,882,654 2,500,023 2,150,188 1,796,251 1,448,777

住宅新築資金等
貸 付 事 業

39,073 33,789 28,631 21,359 18,690

公共用地取得事業 5,629,090 4,403,590 3,178,090 2,013,580 1,177,800

539,188 504,926 470,257 435,173 399,668

105,675,037 100,023,924 93,331,157 84,909,472 78,672,119

う ち 合併特例債
（基金造成含む）

11,366,435 11,726,407 12,056,877 11,632,675 11,899,043

1,632,459 1,527,106 1,416,915 1,291,685 1,179,031

1,927,891 1,936,138 1,898,403 1,909,402 2,021,365

3,560,350 3,463,244 3,315,318 3,201,087 3,200,396

17,051,448 17,364,861 17,084,036 16,656,588 16,154,032

3,053,377 2,983,779 6,179,349 8,637,759 10,206,767

95,201,618 93,003,999 90,350,269 87,549,187 86,723,487

115,306,443 113,352,639 113,613,654 112,843,534 113,084,286

539,188 504,926 470,257 435,173 399,668

224,002,642 216,334,881 209,789,872 200,518,920 194,557,133

２３決算 ２４決算
年   度

区  分
２5決算21決算 ２２決算

普

通

会

計

準

公

営

企

業

計

農業集落排水事業

食 肉 セ ン タ ー
食 肉 市 場 事 業

特
別
会
計

（都市下水路分）

一  般  会  計

計

重複分

市立四日市病院事業

下 水 道 事 業

合       計

公

営

企

業
計

水 道 事 業



 現　在　高　の　推　移

(単位   千円)

74,183,905 8,931,502 904,785 9,836,287 10,890,100 76,142,503

3,091,470 415,148 39,486 454,634 2,676,322

28,095,525 1,927,105 266,242 2,193,347 2,339,000 28,507,420

1,116,413 256,351 17,940 274,291 860,062

15,910 2,894 601 3,495 13,016

474,720 474,720 6,744 481,464

363,738 36,363 4,674 41,037 327,375

76,154,686 9,701,830 934,744 10,636,574 10,890,100 77,342,956

13,231,358 1,944,004 103,181 2,047,185 11,287,354

1,082,282 131,592 18,744 150,336 73,900 1,024,590

2,128,437 84,635 42,182 126,817 19,000 2,062,802

3,210,719 216,227 60,926 277,153 92,900 3,087,392

15,790,935 868,793 366,754 1,235,547 523,000 15,445,142

11,315,017 600,907 134,657 735,564 900,000 11,614,110

87,449,746 5,379,507 1,954,047 7,333,554 3,445,000 85,515,239

114,555,698 6,849,207 2,455,458 9,304,665 4,868,000 112,574,491

363,738 36,363 4,674 41,037 327,375

193,557,365 16,730,901 3,446,454 20,177,355 15,851,000 192,677,464

償還利子 元利合計
２６見込

２７　当　初　予　算

残高償還元金 発行額



（単位：千円、％）

部　局 Ａ Ｂ Ａ－Ｂ　　　Ｃ Ｃ／Ｂ×100

558,369 599,648 △ 41,279 △ 6.9

3,101,294 3,315,441 △ 214,147 △ 6.5

5,264,468 4,911,766 352,702 7.2

20,651,201 21,322,522 △ 671,321 △ 3.1

2,136,794 1,744,438 392,356 22.5

16,264,352 15,851,967 412,385 2.6

17,228,820 16,808,452 420,368 2.5

4,986,517 4,518,623 467,894 10.4

17,320,156 9,566,719 7,753,437 81.0

8,285,727 6,938,397 1,347,330 19.4

27,741 26,812 929 3.5

752,023 717,974 34,049 4.7

234,954 85,891 149,063 173.5

92,650 89,232 3,418 3.8

8,340,952 9,823,047 △ 1,482,095 △ 15.1

5,024,516 3,496,538 1,527,978 43.7

上 下 水 道 局 7,131,988 7,086,138 45,850 0.6

市 立 四 日 市 病 院 987,478 986,395 1,083 0.1

118,390,000 107,890,000 10,500,000 9.7

企
業
会
計
に
対
す
る

補

助

費

等

財 政 経 営 部

平成27年度当初

会 計 管 理 室

議 会 事 務 局

選 挙 管 理 委 員 会

健 康 福 祉 部

商 工 農 水 部

環 境 部

総 務 部

都 市 整 備 部

増減額 伸率区　分 平成26年度当初

こ ど も 未 来 部

危 機 管 理 監

一般会計歳出予算【部局別】

合　　　　　　計

監 査 事 務 局

教 育 委 員 会

消 防 本 部

市 民 文 化 部

政 策 推 進 部



危 機 管 理 監 
 
新年度予算における基本的な方針 

東日本大震災から約４年が経過する中、三重県の新たな被害想定を受け、本
市においても地域防災計画を見直した。これに基づき、近い将来に発生が危惧
される南海トラフ巨大地震等の災害から市民の生命と財産を守るため、防災・
減災対策を最重点課題とし、個別具体の取組の推進が急務である。 
そこで、自主防災活動の推進・人材育成のほか、防災施設の整備に着手する。
また、防災情報伝達手段の確保及び木造住宅の耐震化を推進する。 
 
防災対策の推進及び危機管理体制の整備について 

住民の自助・共助の取り組みを促進するため、地域の防災組織への支援や人
材育成・活用を継続する。また地域防災計画に基づき、総合防災拠点及び市域
の拠点となる防災倉庫の整備を推進するほか、周辺に津波避難施設がない地域
において既存施設に対する整備を実施し、減災に取り組む。また、迅速な情報
伝達や適切な避難行動が行えるよう、防災行政無線（固定系）の整備を行う。
さらに、木造住宅の無料耐震診断や耐震補強計画策定・工事費等への補助を実
施し、耐震化を推進する。さらに、危機が発生した場合、市民生活への被害や
影響を最小限に留めることができるよう、全庁的な危機管理体制の強化を図る。 
 
【主な事業】 地域防災力向上支援事業   ４０，００７千円 

総合防災拠点整備事業    １２，７００千円 
防災倉庫整備事業    ５１，３００千円 
避難施設等整備事業 
津波避難施設整備    ２５，６００千円 
防災井戸等整備     ９，２００千円 
マンホールトイレ配備    ２，０００千円 

 防災システム整備事業 
防災行政無線(固定系)整備  ２３０，７５３千円 
住宅等耐震化促進事業   １２７，９９６千円 

 

（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

・地域防災力向上支援事業 
家庭や地域等での自助・共助の取組を支援・強化するため、新たに家族防災
手帳を作成・配布する。 

部局別予算説明資料 



 

１．目的 

東日本大震災や平成２３年台風１２号災害（紀伊半島豪雨）、また平成２
６年台風１１号（県内で初めての大雨特別警報）を受け、また、今後発生が
危惧されている南海トラフ地震等の大規模災害発生に備え、被害の軽減や防
止を図るため、地区防災組織の活動や資機材導入を支援するとともに、女性
や家族層を含む防災・減災にかかる知識の向上や人材育成を推進する。 

 
２．内容 

（１）地区防災組織への支援    ２８，９００千円 
 ・地区防災組織が行う防災活動や資機材整備に対する支援（２９団体） 
 ・新たに設立される自主防災組織に対する助成（４団体分） 
（２）防災・減災人材の育成       ９０７千円 
 ・防災大学（女性向け講座を含む）や防災大学修了者向けのステップアッ
プ講座、家族向けのファミリー防災講座を開催 

（３）【新規】家族防災手帳の作成・配布   １０，２００千円 
 ・家庭や地域・学校を中心とした自助や共助の取組支援・強化を目的に、 
 家族防災手帳（大人版・小人版）を作成・配布 
  大人版：全戸配布及び市内公私立中学生全員に配布(A5 版 165,000 部） 
  小人版：市内公私立小学校４～６年生に配布（A5 版 15,000 部） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．予算額 ４０，００７千円 （財源内訳）一般財源４０，００７千円 
（前年度 ３０，２０８千円） 

 担当 危機管理監 危機管理室 
田 中・渡 邉 

   ℡ ３５４－８１１９ 

地域防災力向上支援事業 

家族防災手帳イメージ 

（参考：宮城県多賀城市 みんなの防災手帳）



民間介護施設 

人権プラザ神前 

 
 
１．目的 

大規模災害時に、災害対策本部との連携や全国からの救援物資の受入、消
防・自衛隊等の受援拠点となるほか、応急仮設住宅用地への活用可能な総合
防災拠点の整備を図る。 
 

２．内容 
（１）整備箇所 
 寺方町及び曽井町地内 約 25,000 ㎡ 
 

（２）主な役割・活用概要 
①災害対策本部との連携拠点 
 ・災害対策本部一時退避時の公用車及び非常
参集職員の駐車スペース  約 5,000 ㎡ 
②救援物資の受入れ拠点 
 ・全国からの救援物資の第１次受入れ拠点、
市内３カ所の拠点防災倉庫へ輸送する物資の
荷捌き場所等  約 10,000 ㎡ 
③消防・自衛隊等の受援拠点 
 ・支援部隊のオープンスペース、災害対応車
両の集結・野営場所、提携都市や災害ボラン
ティア等の集結場所  約 10,000 ㎡ 
④応急仮設住宅用地 
 ・県地震被害想定結果による応急仮設住宅建
設予定地  約 20,000 ㎡ 

 
（３）事業内容 
  用地測量、不動産鑑定評価 
 
（４）整備スケジュール 

 
 
 
 
 
 

３．予算額 １２，７００千円   （財源内訳）一般財源１２，７００千円 
（前年度 ０千円） 

 
 

平成 27 年度 平成 28 年度以降 
用地測量 
不動産鑑定評価 

用地取得 実施設計 造成工事 

 

（新）総合防災拠点整備事業 

担当 危機管理監 危機管理室 
石 川 

     ℡３５４－８１１９ 



 

(仮称)南部拠点防災倉庫の概要 

 ・用地面積：約 ３，４４６ ㎡ 

 ・施設概要：鉄骨造平屋建約 ６００㎡ 

 ・用途：支援物資の保管・荷捌きｽﾍﾟｰｽ、

事務室等 

 ・役割：災害時、主に南消防署管内の

指定避難所に全国からの救援物資の

荷捌き、配送を実施。 

 
 
１．目的 

災害時に、各地区の指定避難所へ迅速に救援物資を配送するため、荷捌き
機能を有する拠点防災倉庫（第２次拠点・市内３カ所）の整備に向け、実施
設計・造成工事（<仮称>南部拠点防災倉庫）及び基本調査（<仮称>北部拠点
防災倉庫）を実施する。また、安島防災倉庫を中央部の拠点防災倉庫として
の機能強化を図る。 

 
２．内容 

（１）事業概要 
 ①（仮称）南部拠点防災倉庫 
  ・整備場所  波木町 2080 番地内 
  ・事業費   実施設計、造成工事    ２２，４００千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ②(仮称)北部拠点防災倉庫 
・候補地選定及び基本調査      １，３００千円 

 ③安島防災倉庫 
・備蓄品の配備（食料、毛布等）    ２７，６００千円 

 
（２）整備スケジュール 
 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 
(仮称)南部 
拠点防災倉庫 

基本調査 
候補地選定 

造成工事 
実施設計 

建築工事 運用開始  

(仮称)北部 
拠点防災倉庫 

 
基本調査 
候補地選定 

用地取得 
造成工事 
実施設計 

建築工事 運用開始 

安島防災倉庫  
備蓄品の 
配備 

   

 
３．予算額 ５１，３００千円  （財源内訳）県支出金   １，３００千円 
 （前年度  １，３００千円）      市  債  １４，７００千円 

一般財源  ３５，３００千円 
 

 

防 災 倉 庫 整 備 事 業 

担当 危機管理監 危機管理室 
石 川・柴 田 

     ℡３５４－８１１９ 

(仮称)南部拠点防災倉庫 



 
 

１．目的 
東日本大震災の津波被害等の教訓を踏まえ、今後の発生が危惧されている南海トラ

フ巨大地震等に備えるため、周辺に津波避難施設がない塩浜地区磯津町地内におい
て、地区所有の公会所を津波避難施設として活用できるよう外付け階段や手すり等
を整備する。また、指定避難所の防災井戸や不用となる浄化槽を活用したトイレの
整備を計画的に実施する。 

 
２．内容 
（１）【新規】津波避難施設整備    ２５，６００千円 
 ・磯津公会所附帯施設等整備（屋外階段・屋上手すり等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）防災井戸等整備      ９，２００千円 
・防災井戸 港中学校、旧東橋北小学校跡地、
塩浜中学校、内部小学校、八郷小学校、 
内部中学校 計６カ所 
・指定避難所案内板  １カ所 

 
 
 
（３）マンホールトイレ配備     ２，０００千円 
 ・桜小学校（洋式便器１０個 水洗式簡易トイレ１基） 
 

３．予算額  ３６，８００千円   （財源内訳）県支出金 １，０００千円 
   （前年度 ９，８００千円）        一般財源３５，８００千円 
 
 

 

避難施設等整備事業 

担当 危機管理監 危機管理室 
石 川・柴 田 

     ℡３５４－８１１９ 

磯津公会所 



 

 
 
１． 目的 
地震や津波・風水害等の自然災害から地域住民の生命や財産を守るため、

避難情報・災害情報等の伝達手段として、６０MHz 帯デジタル防災行政無線（固
定系）のデジタル化に伴う整備等を実施する。(平成 26・27 年度継続事業) 
 
 
２．内容 

大規模災害時に避難・災害情報を音声、サイレンにより発信するため、市
役所に操作卓（親局）を設置し、地域に屋外拡声子局を設置する。平成２７
年度は、平成２６年度の既設更新（５９カ所）に続き、屋外拡声子局の増設
（５８カ所 ２カ年計１１７カ所）を行う。 
 
３．予算額 

 ２３０，７５３千円 （財源内訳）市  債 １７３，０００千円 
          一般財源  ５７，７５３千円 
※ 債務負担行為  期間：平成２６～２７年度 

限度額：２５９，１００千円 
※ 全体事業費５３９，５５７千円 
(平成２６年度３０８，８０４千円、平成２７年度２３０，７５３千円) 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

担当 危機管理監 危機管理室 
松 田・渡 邉 

   ℡ ３５４－８１１９ 

防災システム整備事業 

（防災行政無線(固定系)整備） 

操作卓（親局） 屋外拡声子局 



政 策 推 進 部 
 
新年度予算における基本的な方針 
2020 年度までの総合計画に掲げられた目指すべき都市像の実現に向けて、重
点的な施策の全庁的な展開を図る。 
また、都市の規模・能力に見合った権限及び財源を有した基礎自治体として、
市民に身近な行政サービスをより一層効率的に提供し、都市機能の充実も図る
べく、中核市移行に向けて取り組みを進める。 
広報に関し、既存の各種情報発信手法のさらなる充実・強化とともに、新た
な手法の導入も検討する。広聴に関しては、市政アンケートをはじめ、多様な
手段で市民ニーズを的確に把握するとともに、具体的な施策への反映に努める。 
また、首都圏を中心に、本市の魅力発信や地元産品の広報宣伝など、シティ
プロモーションのより一層の強化を図るとともに、経済界や中央省庁との連絡
調整を緊密に行い、効果的な取り組みを行う。 
さらに、平成 27 年度から施行される地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部改正に基づき、教育条件の整備等重点的に講ずべき施策や、緊急の場
合に講ずべき措置について協議・調整を行う場となる「総合教育会議」を設置
するとともに、教育行政の大綱を策定する。 
 
１．総合計画の推進について 
 「四日市市総合計画（2011 年度～2020 年度）」に基づく第２次推進計画（平
成 26～28 年度）の２年目として、着実な推進を図り、必要に応じてローリン
グを行うとともに、第２次推進計画の平成 26 年度事業実施分について外部の
視点からの評価・検証を行う。 
また、意欲ある職員からの政策提案など、柔軟な発想から生まれる斬新な
アイデアを具体的施策につなげていく。 
 
【主な事業】  総合計画推進事業         ４，１９０千円 
         政策評価検証事業                  ４４２千円 
 
２．中核市移行の推進について 
   産業廃棄物不適正処理事案については、国の「特定産業廃棄物に起因する
支障の除去等に関する特別措置法」（産廃特措法）に基づく支援を受け、三重
県が対策工事を実施しているが、本市が中核市に移行した場合の、県の財政
負担の担保や人的・技術的支援の具体的手法に関して、対策工事の進捗を見
極めつつ、県との協議を進めていく。 
 
  【主な事業】  中核市移行推進事業         ８００千円 
 



 
３．市制施行１２０周年の啓発推進について 
本市は、平成 29 年 8 月 1 日に市制施行 120 周年を迎える。120 周年の節目
を全市的に記念するとともに、市民の連帯感を高め、本市への愛着や誇りを
さらに深めていただく取り組みを進めるべく、その啓発に向けたシンボルマ
ークやキャッチコピーを制作・制定する。 
 
  【主な事業】  市制施行１２０周年啓発推進事業   ７００千円 
 
 
４．国際交流の推進について 
中国天津市とは、平成27年10月に友好都市提携35周年を迎えることから、
両市代表団の相互訪問や青少年によるスポーツ交流、市民による文化交流、経
済交流訪問団の受け入れ等の記念事業を行う。また、姉妹都市米国ロングビー
チ市からの交換学生・教師受け入れ等の対応を行う。 
さらに、グローバル化の中で、本市の更なる経済活力向上に向けて、四日
市・天津経済交流センターが取り組む各種事業の支援を始め、戦略的な姉妹
都市提携に向けた調査研究なども行い、企業や経済団体等の経済交流を促進
していく。 
 
【主な事業】  姉妹友好都市交流事業       ２２,４７１千円 

  国際経済交流等調査事業         ２,６００千円 
 
 
５．四日市港の整備促進について 
本市の産業を物流面から支えるため、エネルギー、バルク、コンテナのす
べてを扱う総合港湾としての機能充実をより一層図るとともに、「国際産業ハ
ブ港」の実現に向け、臨港道路霞４号幹線の整備促進による名古屋港との一
体的な物流軸の強化や、積極的なポートセールスによる航路誘致・集荷促進
対策など、国際物流機能の強化に向けた取り組みを推進する。 
また、海岸保全施設の耐震・老朽化対策など、安全・安心な市民生活の確
保に向けた港湾整備の促進を図るとともに、臨港道路霞４号幹線の整備促進
によるリダンダンシーの確保も図る。 
さらに、本市のまちづくりと一体となった港づくりに向けて、「末広橋梁」
や「潮吹き防波堤」などの産業観光資源を活かした取り組みを始め、四日市
港を訪れる人々がくつろぐことのできる空間の提供や港とふれあう機会の創
出に努める。 
 
【主な事業】  四日市港管理組合負担金  １，４３０，２８９千円 

 
 
 
 



 
６．広報施策の推進について 
広報紙や市ホームページ、市政情報等提供番組などの各種広報媒体のさらな
る充実を図り、市の施策などの情報を市民に迅速にわかりやすく伝える。また、
市の魅力発信情報誌「市勢要覧」を発行するとともに、魅力発信ポスターを作
成するなど、市の魅力を市内外に効果的に情報発信する取り組みを行う。 
 
 【主な事業】  広報刊行物発行費        ７８，４２６千円 
 
 
７．広聴施策の推進について 
20 歳以上の市民 5,000 人を対象に毎年１回実施している「市政アンケート」
や、インターネットを利用した市民アンケートである「市政ごいけんばん」
を有効活用し、行政上の課題や市民生活上の問題点などについて、市民の意
識や要望などをより幅広く的確に把握するよう取り組む。 
 
【主な事業】   広聴活動事業           １，８０８千円 

 
 
８．シティプロモーションの推進について 
  四日市市の認知度向上に向けて、首都圏における注目度の高い地区での魅
力発信イベント等を開催するとともに、地場産品の販売を通じて、首都圏の
消費者ニーズの把握を行う。 
また、首都圏において活躍されており、本市にもゆかりのある地域活性化
アドバイザーを活用して、産業の高度化や活性化、文化・芸術のまちづくり、
さらには都市イメージの向上に資する各種施策の具体化を図っていく。 
 
【主な事業】  シティプロモーション推進事業   ４，０００千円 

 



 

                       
                
 
 

１．目的 
本市は、平成 29 年 8 月 1 日に市制施行 120 周年を迎える。120 周年の節目を全市的
に記念するとともに、市民の連帯感を高め、本市への愛着や誇りをさらに深めていた
だく取り組みを進めるべく、その啓発に向けたシンボルマークやキャッチコピーを制
作・制定する。 
 
 
２．内容 
(1)市制施行 120 周年シンボルマークの制作 
・制作委託 

 
(2)市制施行 120 周年を契機としたキャッチコピーの制定 
・市民からキャッチコピーを募集 

 
 
３．予算額    ７００千円    （財源内訳）一般財源 ７００千円 

（前年度 ０千円） 
 
 
≪参考：市制施行 111 周年のシンボルマークとキャッチコピー≫ 

 
 
 
 
 

（新）市制施行１２０周年啓発推進事業 

担当 政策推進部 政策推進課 
  杉村 
 ℡ ３５４－８１１２ 



  

 
 
１．目的 

米国ロングビーチ市、中国天津市との交流事業を通じ、市民の国際理解を深めると
ともに両市との友好親善を図る。 

 

 

２．内容 
 (1)四日市・天津友好都市提携３５周年記念事業      １９，４７１千円 

四日市市と天津市とは、昭和 55 年（1980 年）10 月 28 日に友好都市提携を締結
し、平成 27 年（2015 年）に 35 周年の節目の年を迎える。この 35 周年の年に、両
市民の友好交流や相互理解をさらに深めるため下記の記念事業を実施する。 
・両市代表団の相互訪問 
・青少年によるスポーツ交流事業 
・音楽グループを招いての文化交流事業 
・経済交流訪問団の受け入れ 

   
 (2)ロングビーチ市等との交流事業             ３，０００千円 
   昭和 40 年(1965 年)から、夏休みを利用した交換学生（高校生)2 名、教師１名（通 
称トリオ）の相互派遣を行っている。平成 27 年度はロングビーチ市からトリオを受 
け入れ、市内の家庭に滞在しながら、日本の生活を体験するとともに、市内施設の 
見学や学校訪問等により市民交流を深める。また、ロングビーチ市等からの訪問団  
の受け入れや本市からの訪問団派遣等を行う。 

 
 
３．予算額   ２２，４７１千円  （財源内訳）その他特財  ９，２２５千円 
    （前年度 ６，３９１千円）       一般財源  １３，２４６千円 
 
 

担当 政策推進部 秘書課 
    大野 

℡ ３５４－８０９７ 

姉妹友好都市交流事業 



 

                       
                
 
 
１．目的 
   首都圏における四日市の魅力発信や地元産品の宣伝を行うため、継続的な情報発
信に努めるとともに、四日市市ゆかりの人材を活かして地域活性化アドバイザーを
委嘱するほか、本市出身の方々などと協働して本市の地域活性化や都市のイメージ
向上に取り組んでいく。 

 
 
２．内容 

(1) シティプロモーション事業          ２，２００千円 
四日市市の認知度向上に向けての具体的な取り組みとして、首都圏における注目
度の高いエリアで、本市が持つ多くの魅力ある資源や財産を活用するイベントを開
催するとともに、本市の地場産品の販売を通じて、販路開拓や商品開発につなげる
ための首都圏における消費者のニーズ把握を行う。 
また、従来にない新たな手法を検討し、本市の魅力発信や地元産品の販路開拓に
努め、本市のイメージアップを図っていく。 

 
 (2)地域活性化アドバイザー事業         １，８００千円 

 首都圏において活躍されており、本市にもゆかりのある方の中から委嘱している
地域活性化アドバイザーの増強も図りながら、産業の高度化や活性化、文化・芸術
のまちづくり、都市イメージの向上などに資する各種施策の展開へつなげていく。 

 
 

３．予算額   ４，０００千円   （財源内訳）一般財源 ４，０００千円 
（前年度 ４，０００千円） 

 
 
 
 
 
 
 

シティプロモーション推進事業 

担当 政策推進部 東京事務所 
     清水、児玉 

℡ 03-3263-3038 



総  務  部 
 

新年度予算における基本的な方針    

一人ひとりの人権が尊重されるまちを目指し、人権・同和行政についての各
種の答申を踏まえた施策の推進を図る。 
また、公正かつ効率的な行政運営を推進するため、法務管理、文書管理や入
札契約制度、工事検査などの各種の内部管理業務を適切に執行する。 
職員の育成については、市民から信頼される市政の実現を図るため、市民

の視点に立ち、自主・自立の精神で積極果敢に行動できるよう、時代の変化
に適応した職員の意識改革と職務遂行能力の向上に資する研修を実施する。 
情報化推進では、システム安定運用の維持に努めるとともに、社会保障・税
番号制度の導入に向けたシステム改修等を実施する。 
 
 

１．人権施策の推進について 

平成 16 年３月の四日市市同和対策委員会からの答申「今後の同和行政のあ
り方について」や平成 19 年８月の四日市市同和行政推進審議会からの答申「今
後の同和行政のあり方について（答申）の具体化を図るための仕組みについて」
及び人権施策推進プランなどを踏まえ、すべての人が自分らしい生き方のでき
る社会となるよう施策の推進を図る。 
さらに、地域における人権教育・啓発・学習の拠点である人権プラザの利便
性、安全性の向上を図るため、施設の改修を行い、市民利用を促進する。 
  【主な事業】 人権教育・啓発推進事業        １４，１４０千円 

人権相談体制強化事業                １，０４０千円 
        人権啓発リーダー養成事業           １，７２８千円 

人権プラザ就業支援事業           ４，１５６千円 
   人権活動拠点施設整備事業        ７２，８４５千円 

 

 

２．職員研修の充実について 

階層別研修では、市民に信頼される行政運営の実現を図るため、接遇・マ
ナー研修や市民協働等の行政課題に対応した研修を実施するとともに、法令
遵守及び公務員倫理研修を継続して実施することにより内部統制機能を保持
する。また、階層・年代に応じた能力の習得を図るため、きめ細かな研修を
実施する。 



  建設技術系職員研修では、高い専門性が求められる建設技術系職員の知識、 
 技術力等の向上を図るため、主に若手職員を対象とした研修を実施していく。 
特別研修では、組織として効率的な行財政運営を進め、市民とのパートナー
シップを形成するため、専門性にも配慮した研修を実施する。また、メンタル
ヘルス研修を引き続き実施し、併せて円滑な職務遂行を支援する。 
  さらに、派遣研修では、自治大学校、市町村アカデミー、技術系職員研修 
 機関等の外部研修機関へ積極的に職員を派遣する。 
  【主な事業】 階層別研修費        ８，５７０千円 

         建設技術系職員研修費      ９２８千円 

         特別研修費        ２，５０３千円 

         派遣研修費        ７，５７７千円 

 

 

３．情報化の推進について 

住民情報システムを始めとする窓口業務を支援するシステム及び行政内部
事務の効率化を図る行政内部システムの安定運用に努める。 
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に向け、平成 26 年７月
から改修に着手した住民基本台帳システムに引き続き、税関連システム等の
改修を進めるとともに、平成 29 年度に開始予定の他自治体との情報連携の構
築準備等を行う。 
【主な事業】  窓口支援システム保守運用       ２１５，６９９千円 

行政内部の IT 化事業        １７４，６４１千円 

行政内部の IT 基盤整備       ３１５，０８４千円 

行政サービスの IT 化事業       １７，９２８千円 

番号制度関連システム改修      ２０６，５３１千円 

  

 

４．国勢調査の実施 

国勢調査は、日本国内の人口、世帯、就業者からみた産業構造などの状況を
地域別に明らかにするために実施される国の最も基本的な統計調査で、５年周
期で実施されており、平成 27 年度に実施する。 
【主な事業】 国勢調査費            １４４，７４６千円 

 

 

 

 



５．入札契約制度について 

 入札契約の透明性、公正性及び競争性を高めることを基本理念として、実情
に応じた課題の改善を図り、適正な入札契約制度による執行を行う。 
また、契約にあたって、総合評価方式等も含めた適正な契約方法の採用、適
正な仕様及び納期等の契約条件の設定、過度な競争への対応等により、健全
な競争環境の確保に努める。 
 

 

６．工事検査について 

  「公共工事の品質確保の促進に関する法律」が平成 17 年４月１日に施行さ
れ９年が経過するが、発注者の責務として工事中及び完成時の履行状況の確
認及び評価を適切に実施することがより一層求められている。このため、施
工途中における監督職員の段階確認を確実に実施するよう指導に努め、適正
な履行を確認するための工事検査を行うとともに、受注者の技術能力を測る
指標のひとつとして、適切な評価を与える。 
  なお、完成検査時に検測や確認のできない不可視部分の出来形や品質につ
いては、随時検査を実施し、品質確保の観点から指導を行う等、より充実し
た内容とする。 

 

 

７．統一地方選挙の執行について 
平成 27 年４月 12 日執行予定の県知事選挙、県議会議員選挙及び４月 26

日執行予定の市議会議員選挙を適切に執行する。 
【主な事業】 県知事選挙費      ４１，４６３千円 

県議会議員選挙費    １８，７４７千円 
市議会議員選挙費   １４６，５９３千円 

 
 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

 ・公契約条例の取り組み 
契約の適正な履行体制及び従事する労働者の適正な労働条件について、発

注者として確認と必要に応じた指導を行うことをはじめ、公契約の適正化を
進め、公契約条例の着実な運用により事業の質の向上を図る。 

 
 



 

 

 

 

１．目的 
市内各地域における住民の人権啓発活動に対する支援や、全市的な人権啓発活動
である「じんけんフェスタ」の充実を図る。また、地域の人権啓発活動を効果的に
進めるため、人権教育・啓発推進プログラム事業を実施し、住民主体の人権啓発活
動の推進を図り、本市における人権意識の向上を図る。 

 
２．内容 
 （１）市民人権活動支援事業                    9,800 千円 

積極的に人権啓発活動を展開している各地区人権・同和教育推進協議会等への活
動を支援するとともに、人権に関する全国規模の研究会、研修大会への市民の参加
を支援する。 
①各地区人権・同和教育推進事業 
各地区人権・同和教育推進協議会や各ブロック協議会がそれぞれの地域、及び
複数の地域を対象として実施する教育・啓発・広報活動・交流活動等の委託 

  ②市民人権学習支援事業 
全国規模の研究会、研修大会（現在 16 種類）への参加経費（参加費、交通費、
宿泊費）の一部補助（一般：1/2、学生：4/5） 

 
 （２）人権教育・啓発推進プログラム事業              1,200 千円 

人権教育・啓発活動における指導的役割を担える人材育成や各種の人権啓発活
動に寄与するため、人権に関する教材等の作成を行う。 

 
（３）人権フェスタ事業                      3,140 千円 
   12 月の人権週間に合わせて、広く市民に対して人権を考える機会として、人権
講演会や、市内人権啓発活動団体の取り組み等を紹介する「じんけんフェスタ」
を文化会館において開催する。 

 
    
３．予算額 １４，１４０千円     （財源内訳）県支出金    １１６千円 
 （前年度 １７，１４０千円）         その他特財  ３，１４０千円 
                         一般財源 １０，８８４千円 
 
 
 

人 権 教 育 ・啓 発 推 進 事 業

担当 総務部 人権センター 
  森 

   ℡：３５４－８１５７ 



 
 
１．目的 

「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」
（マイナンバー法）の公布に伴い、社会保障（国民年金、国民健康保険、福祉関係
など）・税制度の効率性と透明性を高め、国民にとって公平で公正な社会を実現す
るため、平成26年度に引き続き、番号制度に関係するシステムの改修を行う。 

 
２．内容 

番号制度関連システムの改修については、平成26年度に住基システム、税関連シ
ステムの改修等に着手しているが、平成27年度においても改修及び連携テストを行
うとともに、新たに福祉関連システムの設計・改修に着手する。 
また、平成29年７月から国や他の自治体との情報連携を行うために地方公共団体
情報システム機構が管理する中間サーバーに係る整備費負担金を支払う。 

改修内容 担当課 予算額 補助金額 
住基・統合宛名・税関連システム・
中間サーバー等 

ＩＴ推進課 206,531 62,641 

保健福祉総合システム 健康福祉課 113,944 24,453 
介護保険システム 介護・高齢福祉課 39,100 7,976 
後期高齢者医療システム 保険年金課 11,800 3,142 

合  計 371,375 98,212 
 
【スケジュール】   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．予算額 ２０６,５３１千円   （財源内訳）国庫支出金 ６２,６４１千円 
（前年度       ０千円）        一般財源 １４３,８９０千円 

番号制度関連システム改修経費 

担当 総務部 ＩＴ推進課 

長谷川 

℡：３５４－８１０６ 

Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度

番号制度

中間サーバー
整備費負担金

既存システム
改修

番号の付番、住民への通知

情報照会/提供

情報連携

開始

個人番号カードの交付

設計・改修

機構と

の連携

テスト 団体内

ｼｽﾃﾑ

連携

テスト

情報提供

ネットワーク

システムとの

連携テスト
総合運用テスト

H28.1～

H29.1～

H27.10～

H26.7～住基

H27.1～税

H29.7～
26年度

負担金

27年度

負担金

運

用

改修

設計・改修H27.4～福祉

設

計

(単位：千円)



財 政 経 営 部 
 
新年度予算における基本的な方針 
四日市市総合計画の「第２次推進計画（平成26～28年度）」の計画期間に合わ
せて、「四日市市行財政改革プラン２０１４（平成 26～28 年度）」に掲げる改革
事項の達成に向けて着実に取り組みを進め、中期的な視野のもと、健全で持続可
能な財政運営に努める。 
歳入の根幹をなす市税については、必要な財源を確保するため、引き続き課税
対象の的確な把握に努め、市民負担の公平性の観点から適正な課税を行うととも
に、収納率の向上を図る。さらに、税制度への納税者の十分な理解が得られるよ
う周知・広報を徹底しながら、自主納付の推進と効果的かつ効率的な滞納整理に
取り組むことにより、累積滞納額の削減に努める。 
また、本市が保有するすべての公債権及び私債権についても、債権管理基本方
針に基づき、債権管理推進本部を中心にして、適正な債権管理に取り組み、各債
権の組織的かつ効果的な回収に努める。 
市が保有する財産については、適正な管理を実施するとともに、不要な資産の
売却や有効活用を図る。また、四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、
公共施設の計画的な予防保全や適正な維持管理に努め、施設の長寿命化や維持管
理コストの削減を図る。 
 
１．健全な財政運営の推進について 
総合計画の推進計画を着実に推進していくため、「四日市市行財政改革プラン
２０１４」に掲げる財政運営の指針に基づき、健全な財政運営に努める。 
また、市民ニーズや社会構造の変化に的確かつ機動的に対応し、最小の経費で
最大の効果が得られるよう、事業の見直しや経常的経費の削減に取り組み、持続
可能な財政運営を推し進める。 
 
【主な事業】  財政管理経費             ６，２５３千円 
 

２．行財政改革等の推進について 
限りある資源を最大限有効に活用し、多様化する市民ニーズに対応するととも
に、市民によりよい行政サービスを提供し、持続可能な行財政運営を図るため、
「四日市市行財政改革プラン２０１４」を着実に推進するなど、行財政改革に取
り組む。 
指定管理者制度の運用については、適正な指定管理者の公募・選定を実施する
とともに、引き続き指定管理者モニタリングを適正に実施する。 
 
【主な事業】 行財政改革推進費            ２，５７５千円 



 
３．市税の賦課徴収について 
 （１）土地評価業務 
平成 27 年度から平成 29 年度までの土地の用途性やライフラインの整備状況、
状況類似等を調査し、平成 30 年度評価替え時における標準宅地の選定のほか、
路線価への影響の算出を行い適正な評価による課税を図る。 
 

【主な事業】土地評価関係経費              ４１，６３２千円 
 
 （２）市税自主納付の推進と滞納額の削減 
市税収納については、個人住民税特別徴収や口座振替制度への加入を促進し、
引き続き自主納付、納期内納付の推進を図る。 
滞納額の削減のため、市税滞納については、滞納初期の段階で納付交渉を行い、
納付困難な場合には生活状況に応じたきめ細かい納付相談を行うとともに、所管
課から移管を受けた税外債権とあわせ引き続き効果的な滞納整理を実施する。 
 
【主な事業】自主納税推進経費                １４，６８５千円 

税外債権滞納整理事業               ５，３３５千円 
 
４．適正な債権管理について 
全庁的に適正な債権管理を推進するため、関係部局で組織する債権管理推進本
部を中心にして、毎年度の目標設定及び進捗管理を行いながら、関係課に配置す
る債権管理推進員とともに、各債権の組織的かつ効果的な回収に取り組む。 
 
５．市庁舎等の適正な管理運営と災害対策の強化 
  市庁舎等の施設について適正に管理運営するとともに、光熱水費等の維持管理
経費の節減に努める。 
また、引き続き市庁舎及び総合会館について、津波対策として非常用電源の確
保及び吊天井崩落対策など災害対策の強化に努めるとともに、市庁舎（１～５階）
について照明のＬＥＤ化を図る。 
 

【主な事業】非常用電源等対策事業            ２４４，１３０千円 
公共施設ＬＥＤ化推進事業         ３６，２００千円 

         市庁舎等管理運営費               ３８０，８６０千円 
 
 
 
 
 



６．公共施設アセットマネジメントの推進 
市アセットマネジメント基本方針等に基づき、公共施設について計画的な予防
保全工事により、施設の長寿命化と維持管理経費の低減を図る。 
市庁舎及び総合会館においては、中央監視装置更新工事及び吊天井崩落対策工
事等を実施する。 
 

【主な事業】市庁舎等整備事業（アセットマネジメント） ９５，３００千円 
 
７．ふるさと応援寄附金について 
国の「ふるさと納税の拡充」の方針に基づき、寄附者の利便性の向上を図ると
ともに、「感謝の気持ち」（お礼の品）のバリエーションを検討し、寄附金の増加
に努める。 
 
【主な事業】「感謝の気持ち」贈呈経費         ７，０００千円 

 
 
 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 
 ・補助金の適正化について 
   議会からの政策提言を受けて、新たな補助金交付基準を策定し、新交付基準
に基づいて当初予算編成を行った。また、補助金の執行に際しても、新交付基
準によるチェック・見直しを行い、補助金の適正化に努める。 

 
・適正な債権管理の推進について 

債権管理基本方針に基づき、各債権の所管課に債権管理推進員を配置し、
債権管理の適正化に向けた全庁的な取り組みを進めている。自主納付の推進
に向けては、コンビニ収納の対象拡大を図り、期限内納付率の向上に努める。 

 



 
 
 
 
 
１．目的 
次期評価替え年度における評価額を算定するため、必要な基礎資料を作成し、評
価額に反映させる。 

 
 
２．内容 
  平成 30 年度評価替え時における評価額を算定するため、平成 27 年度から３年間
の市内における土地の利用状況の変化や状況類似地域を調査し、標準宅地や路線価
の見直しを行う。 
また、毎年追加される路線価格の算定や土地の分合筆や地目変更等に伴う画地の
計測を行い、適正な評価額を算出する。 

 
 
３．予算額  ２９，１００千円 （財源内訳）一般財源 ２９，１００千円 
（前年度 １８，９５６千円） 

  
 
 ４．債務負担行為 
    限度額  ６４，４００千円 （総事業費 ９３，５００千円） 
    期間   平成 27 年度から平成 29 年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当 財政経営部 資産税課 
     坂倉 

TEL ３５４－８１３４ 

土地評価関係経費（土地評価業務） 



       
 
 
１．目的 

市庁舎及び総合会館は、南海トラフ地震等の大震災に伴う津波が発生した場合に、
浸水により電源が消失する可能性が高いことから、津波時においても行政機能を維
持できるよう、引き続き津波対策工事を実施する。 

 
 
２．内容 
・市庁舎及び総合会館津波対策工事 (平成 26～27 年度継続事業) 
市庁舎東側の発電機の嵩上げ及び総合会館地下１階のキュービクル（受変電設備） 
の市庁舎３階部分屋上設置等を実施 

           
全体事業費 ２９２,６８０千円 平成 26 年度  ５５，３５０千円 
                平成 27 年度 ２３７，３３０千円 

     
※債務負担行為 期間：平成 26 年度～27 年度 

             限度額：２６９，４００千円 
                          
 
・市庁舎及び総合会館津波対策工事監理業務委託等 平成 27 年度 ６,８００千円 
 
 
 
３．予算額  ２４４,１３０千円   （財源内訳）市債  ２１３,５００千円 
（前年度      ６０,３００千円）         一般財源 ３０,６３０千円 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

市庁舎東側発電機        総合会館地下１階キュービクル（受変電設備） 

 
 

非常用電源等対策事業 

担当 財政経営部 管財課 

     森 

℡ ３５４－８２８８ 



 
 
 
 
１．目的 

公共施設においてＬＥＤ化工事を実施し、維持管理経費（消費電力量）の抑制及
び地球温暖化の防止を図る。 

 
２．内容 

新築や改築等の工事を実施する際にＬＥＤ照明器具を設置するほか、既存施設で
「点灯時間が長い」または「照明器具が多い」など消費電力量が多く、ＬＥＤ化効
率が高い施設から順次、照明器具のＬＥＤ化を推進していく。平成 27 年度は市庁舎
の事務室及び廊下等についてＬＥＤ化工事を実施する。 

 
  ○ 市庁舎照明器具ＬＥＤ化工事 
     １～５階の事務室及び廊下等に設置している蛍光灯（約１,５００灯）につい

て、ＬＥＤ照明に交換する。 
        
 
３．予算額 ３６,２００千円   （財源内訳）一般財源 ３６，２００千円 
（前年度   ２,２００千円 ）         
 

 

 

 

 

 

既設照明器具（蛍光灯）                ＬＥＤ照明器具 

 

公共施設ＬＥＤ化推進事業 

担当 財政経営部 管財課 

     森 

℡ ３５４－８２８８ 

更新 



 
 
１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置づけた公
共施設について、計画的な予防保全工事により、施設・設備の長寿命化を図り、施設
の維持管理経費の低減と財政負担の平準化を図る。 
 

２．内容 
  ① 予防保全工事 
    ○ 市庁舎消火ポンプ更新工事      ６,７００千円 
 

○ 市庁舎中央監視装置更新工事    ５０,１００千円 
 
○ 総合会館外壁改修工事設計業務委託  ３,３００千円 

 
  ② 天井崩落対策 

建築基準法の改正に基づき、特定天井（天井高 6ｍ超の部分が面積 200 ㎡超の吊
天井）について崩落対策を実施する。 

 
○ 総合会館ピロティ天井崩落対策工事 ３１,４００千円 
 
○ 市庁舎天井崩落対策工事設計業務委託 ３,８００千円 

 
 
３．予算額  ９５,３００千円   （財源内訳）一般財源 ９５,３００千円 
（前年度  ８９,９００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

総合会館ピロティ天井崩落対策工事         市庁舎消火ポンプ更新工事 

 

市庁舎等整備事業（アセットマネジメント） 

担当 財政経営部 管財課 

     森 

℡ ３５４－８２８８ 



市 民 文 化 部 
 

新年度予算における基本的な方針 

急速な少子高齢化や生活様式の多様化など、本市を取り巻く状況が大きく
変化する中で、地域社会を支える地域コミュニティを維持・向上させていく
ため、地区市民センターを核として各種事業に取り組み、地域活動を活発化
し、地域の絆づくりを進める。 
また、本市の文化力を全国に発信するとともに、地域で大切に受け継いで
きた伝統芸能を始めとする市民の文化活動や文化交流の支援及び芸術文化活
動の場の整備などに取り組み、文化の振興を図る。 
窓口サービスについては、新たな社会保障・税番号制度導入に伴い、個人
番号の付番や市民への通知及び個人番号カード等の交付を進める。 
あさけプラザについては、引き続き計画的に改修工事を行い、安全で快適
な利用者に親しまれる場としていく。 
さらに、市民一人ひとりが地域社会の構成員として互いの個性を認め合い、
共に支えあって暮らすことができるよう、男女共同参画社会および多文化共
生社会の実現を目指す。 
 

１．地域社会づくりについて 

（１）継続的で公益性のある市民活動に対する補助などの支援により、自治会、
ＮＰＯ、ボランティアをはじめとする市民活動団体の育成や活性化を図り、
多様化する地域課題の解決につなげていく。 
平成 27 年４月１日施行の市民協働促進条例に基づき、市民協働促進委員会
を設置するとともに市民協働促進計画を策定する。また、全市的な観点から、
地域の魅力や、犯罪及び消費者被害等から市民を守るなどの情報発信につい
て、市民活動団体と市との協働により、事業を実施する。 
一方、福祉や防災、防犯などさまざまな分野における地域の特色ある活動
に対しては、迅速に事業を執行するため、地区市民センター館長の権限で使
える予算を全地区市民センターへ配分することで、地域コミュニティの維
持・拡充への支援をしていく。 
（２）住民による自主防犯活動について、地域防犯活動推進事業により支援を
行うとともに、自治会の防犯外灯の設置等、及び自治会等の地域団体や商店
街振興組合等による通学路や広場など公共的な場所に向けた防犯カメラの設
置に対して補助を行うことにより、安全・安心なまちづくりを推進する。 
なお、防犯外灯については、維持管理費の負担軽減や温室効果ガス排出の



削減を一層進めるため、引き続き、新設・取替時の補助対象を LED 灯に限定
し、LED 化を促進する。 
（３）市民が地域活動に積極的に参加できるよう地域づくりマイスター養成
講座による地域づくりを担う人材の発掘・育成を進めるとともに、地域の課
題解決に向けたニーズと地域で暮らす多様な技能を持つ人材とのマッチング
の充実を図る。 
  
【主な事業】   旧東橋北小学校整備事業（市民交流施設）  
                           １５，７００千円 

地区市民センター・なやプラザ整備事業  
７５，８００千円 

        地区市民センター・楠福祉会館・なやプラザ整備事業 
（アセットマネジメント）       ７６，８００千円 
地域活動費（館長権限予算分）     ３６，０００千円 
防犯外灯新設維持費補助金（防犯外灯 LED 化推進事業）   
                  １３１，８１２千円 
地域社会づくり総合事業費補助金    ８１，１２０千円 
地区市民センター住民運営推進事業   ６９，１５５千円 
集会所建設費補助金          ３２，０００千円 
まちづくり人材マッチング事業      １，５００千円 
地域づくりマイスター養成事業        ４７０千円 
市民活動推進事業            ５，１１８千円 
地域防犯活動推進事業          ３，３００千円 
地域の魅力等の情報発信に関する協働事業   

    ３，０００千円 
安全なまちづくり推進事業（防犯カメラ設置費分） 

１５，０２４千円 
 

２．市民相談・消費生活相談事業について 

安全・安心な市民生活が送れるよう、日常生活上の家事等の問題、多重債務
問題、また消費生活のトラブル等に関する相談に応じ、市民が自主的に解決で
きるよう支援する。そのため、相談員の資質向上に努めるとともに、弁護士な
ど専門家による特別市民相談の実施や、消費生活出前講座などを開催するほか、
県や警察など関係機関と連携し、消費者被害の未然防止に取り組む。特に高齢
者の集会等へ積極的に出向き啓発活動に努める。 
 



【主な事業】  市民相談室運営費                 ２,２３８千円 
消費生活相談事業             ７,１７１千円 

 

３．多文化共生推進事業について 

国籍や文化が異なる市民がお互いの個性を認め合い、共に支えあって暮ら
す「多文化共生社会」を目指す。そのため、外国人市民の集住地区である笹
川地区においては、多文化共生サロンを中心に住民同士の交流促進、社会に適応
するための日本語学習支援や日本文化・社会の理解促進等、外国人市民が地域

の対等な構成員となるよう多文化共生の事業を推進していく。 
また、外国人市民の日本語習得レベルに応じた学習支援のしくみづくりに取り組

む。 
 
【主な事業】  多文化共生推進事業           ９,１７０千円 

モデル地区共生推進事業         ７,１７２千円        
       多文化共生サロン管理運営費       ５,６５５千円 
 
４．文化振興について 

四日市の文化力を全国へ発信し、都市イメージの向上を図ることを目的とし
て開催する全国ファミリー音楽コンクールについて、プレイベントを開催する
など、より積極的なＰＲを行う。 
地域に伝わる文化行事や民俗芸能の保存・継承のため、新たに担い手育成、
用具類等の更新等及び保管施設の改修等について支援するとともに、富田地区
の「鳥出神社の鯨船行事」を含む全３２件の国指定重要無形民俗文化財で構成
される「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産への登録審査が平成２８
年中に行われるにあたり、登録推進の取り組みを行う。 
あわせて、市民の文化活動によって収集された有形資料について、市の魅力
発信に活用でき、市民文化の向上及び発展に資すると認められるものについて、
市が保存・継承するための調査検討に係る仕組みづくりをする。 
芸術文化活動の場づくりについては、遊休化している旧三浜小学校を有効活
用した芸術文化活動の場を整備するため、基本設計及び実施設計を行う。 
市民の文化活動の拠点である文化会館については、安全で快適に利用できる
よう計画的に更新を進めるとともに、より多くの市民が多様な芸術文化に触れ
られるよう、指定管理者である（公財）四日市市文化まちづくり財団と密接な
連携を図りながら事業を推進する。 
 
 



【主な事業】  市美術展覧会開催費 ４，１０１千円 
              市民文化祭等開催費          ６，５７０千円 

文化の駅推進事業 ６，３００千円 
四日市音楽コンクール開催事業 ６，５００千円 
文化振興事業支援補助金 ３，４４６千円 
芸術文化活動の場づくり事業（旧三浜小学校整備事業） 
 ４９，６００千円 
地域の文化遺産の保存・継承支援事業 ２，９００千円 
市民文化遺産保存検討費 １，３００千円 
文化会館等管理運営費 ２５１，８４６千円 
文化会館等施設整備事業 ２４，６００千円 
文化会館等施設整備事業（アセットマネジメント） 
 ７７，３００千円 

  

５．生涯学習活動支援について 

市民大学一般クラスについては、さまざまなテーマの講座を市民団体や大学
機関による企画運営で開催するとともに、熟年クラスについては、熟年大学と
名称変更し、高齢者が学びながら仲間づくりをし、社会参加への意欲を高め、
地域づくりへと活動を発展させられるよう内容の充実を図る。 
また、市民との協働で生涯学習情報の提供や講座を企画するなど、市民の生
涯学習活動の支援を行う。 
 

【主な事業】  市民大学一般クラス経費          ２,２１７千円 
       熟年大学経費              ２,５２０千円 
       地区市民センター生涯学習事業      ５,２８２千円 

 

６．男女共同参画の推進について 

男女共同参画審議会、男女共同参画推進庁内調整会議等との調整を図りな
がら、「男女共同参画プランよっかいち 2015～2020」（平成 26 年度末策定）に
基づき施策を推進する。 
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）については、少子化対策
という視点も含め、企業関係者のほか、広く市民の参加も得た講演会を開催
する。あわせて、企業向けの出前講座を実施し、各企業、団体でのワーク・
ライフ・バランスの取り組みの推進につなげる。 
また、女性相談やＤＶ相談については、多様化・専門化する相談に対応す
るため、女性弁護士による法律相談、女性臨床心理士による臨床心理相談を



引き続き実施する。さらに、配偶者暴力防止対策として、デートＤＶ予防教
育出前講座の学校開催を拡充し、ＤＶ防止セミナーを開催するなど、ＤＶに
ついてより認識を広め、ＤＶを許さない意識づくりを進めていく。 
 
【主な事業】 男女共同参画推進事業               ６４千円 

ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進事業           １，５９０千円 
      学習機会提供事業               ２，２３４千円 

女性相談事業                ３，５４１千円 
          配偶者暴力防止対策事業              ２，６７０千円 
 
７．窓口サービスの充実について 

戸籍や住所異動の届出受付、戸籍謄抄本や住民票の証明発行などの窓口業務
について、個人情報を正確かつ安全に管理し、市民の視点に立ったサービスを
提供する。 
また、社会保障・税番号制度導入に伴い、個人番号の付番や市民への通知及
び個人番号カード等の交付を進める。 
 
【主な事業】   戸籍住民基本台帳事務費       ２２２，０５５千円 
               （うち番号制度関連経費分      １２０，２０３千円） 

市民窓口サービスセンター運営費    ４，９４４千円 
 
８．あさけプラザ事業について  

   年間来館者約 43 万人のあさけプラザは、開館から 30 年が経過し、施設と
設備の長寿命化と維持管理の軽減を図るため、計画的な改修工事を進めてお
り、平成 27 年度は、浴室改修工事、高圧受変電設備の更新工事及び揚水ポン
プ等の更新工事を実施する。 
また、幅広い年代の人びとが交流する広域対象複合施設として、引き続き、
安全で快適な施設維持と各種講座やコンサートなど自主事業を行い、利用者
に親しまれる場にしていく。 

 
【主な事業】 施設管理運営費             ７３，６７３千円 
         施設整備事業（アセットマネジメント） ５３，８００千円 
         施設整備事業             ４１，５００千円 

図書資料整備費                １，８５０千円 
         あさけプラザ運営協議会負担金        １，３００千円 

  



 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

 ・安全なまちづくり推進事業 （市民生活課） 
   プライバシー保護のため設置届出などの義務を定めた防犯カメラの設

置・運用にかかる条例を整備し、防犯カメラ設置補助制度を設ける。 
・施設整備事業 （あさけプラザ） 
   施設と設備の長寿命化と維持管理経費の軽減を図り、浴室については、
バリアフリー化工事を併せて行う。 

 
 



 

（新）旧東橋北小学校整備事業（市民交流施設） 

１．目的 
学校統合により遊休化している旧東橋北小学校について、早期に有効活用
を図るため、子育て支援の機能を中心に、市民活動の場などの貸館・貸しスペ
ース、地元の地域活動施設、企業ＯＢによる中小企業等への相談支援の場とい
った複合施設としての改修を行う。 

２．内容 
３階の一部を貸館・貸しスペースとして、１階の一部を地元の地域活動施
設として整備するため、基本設計及び実施設計を行う。 

３．予算額 １５，７００千円  （財源内訳）一般財源 １５，７００千円 
（前年度      ０千円） 

 
≪参考：施設全体の整備計画≫ 
（１）利活用内容 

校 舎：延床面積５，７０７㎡（平成４年竣工、ＲＣ造４階） 
１階 幼稚園および保育園、地元の地域活動施設  
２階 幼稚園および保育園 
３階 貸館・貸しスペース 

企業ＯＢによる中小企業・ベンチャー企業への相談支援の場 
     ４階 児童館、子育て世代等交流の場 

（２）スケジュール 
平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 
1月  2 月 8月議会       2 月議会 

  
 

12月末 

（３）基本・実施設計に関する予算額 
整備する施設 担当課 予算額 

幼稚園および保育園  保育幼稚園課 ２９，８００千円 

地元の地域活動施設、貸館・貸しスペース 市民生活課 １５，７００千円 

企業ＯＢによる相談支援の場 工業振興課 １，４００千円 

児童館、子育て世代等交流の場 こども未来課 １５，３００千円 

合   計 ６２，２００千円 

 
担当 市民文化部市民生活課 
   岡本 
   ℡３５４－８１４６ 

基本・実施設計 

補
正
予
算 

契
約
案
件 

改修工事 

完
成 

積
算
・発
注 



 

 
 
１．目的 
地域社会づくりの拠点施設である地区市民センターにおいて、高齢者をはじめとす
る地域住民の安全かつ快適な利用を促進するため、１階和室部分のバリアフリー化や
トイレの洋式化等の施設改修を行う。 
また、楠総合支所の地区市民センター化に伴う１階フロアの改修工事を行うととも
に、津波対策としてなやプラザ屋上への外付け階段を設置する。 

 
 
２．内容 
（１）１階和室バリアフリー化工事等              23,500 千円 
    地区市民センター１階和室のバリアフリー化のための設計及び改修工事 
    平成 27 年度対象：八郷、神前、常磐、塩浜地区市民センター 
 
（２）トイレ洋式化工事                3,500 千円 
    中部地区市民センター３・４階トイレ洋式化のための改修工事 
 
（３）楠総合支所の地区市民センター化に伴う１階フロアの改修工事等   22,900 千円      
    楠総合支所の地区市民センター化に伴う１階フロアのレイアウト変更や間仕切

壁設置等のための設計及び改修工事 
 
（４）なやプラザ外付け階段設置工事等                25,900 千円 

津波対策として、なやプラザ（３階建て）屋上に上れるよう外付け階段及び屋
上フェンスを設置するための設計及び設置工事 

 
 
３．予算額  ７５，８００千円  （財源内訳）一般財源 ７５，８００千円 
  （前年度 ３２，７００千円） 
 
 

担当 市民文化部市民生活課 
   岡本・堤 
   ℡ ３５４－８１４６    

地区市民センター・なやプラザ整備事業 



 
 
 
 
１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置付けた公
共施設について、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な予防保全
による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の平準化を図
る。 
 
 
２．内容 
   長寿命化工事 
 （１）四郷地区市民センター空調機更新工事            12,100 千円 
 （２）塩浜地区市民センター空調機更新工事設計業務委託        500 千円 
 （３）小山田地区市民センター空調機更新工事設計業務委託       500 千円 
 （４）三重地区市民センター（本館）空調機更新工事         8,100 千円 
 （５）河原田地区市民センター空調機更新工事            6,500 千円 
 （６）楠福祉会館空調機更新工事                 46,200 千円 
 （７）なやプラザ外壁改修工事                   2,900 千円 
 
 
３．予算額  ７６,８００千円   （財源内訳）一般財源 ７６,８００千円 
（前年度 １１８,４００千円） 

 

 

 

 

 

地区市民センター・楠福祉会館・なやプラザ整備事業 

（アセットマネジメント） 

担当 市民文化部市民生活課 
   岡本・堤 
   ℡ ３５４－８１４６   



 

 
 
１．目的 
地域の特色ある活動に対して、地区市民センター館長の権限で使える財源を配分す

ることで、迅速に事業を執行し、地域活動の活性化を促進する。 
 
 
２．内容 
（１）対象事業 
地域おこし・地域の特色を高めるものや、福祉、環境、子育てなどの地域課題に即
応して効果的に対応する地域公益性に資するもので、地域のまちづくり委員会等で協
議がなされ、地域合意が得られているソフト事業。 
 
（２）配分額 
１地区市民センターあたり１，５００千円以内 

 
（３）実施方法 
平成 27 年度は全地区市民センターに拡充して予算を配分する。（平成 26 年度は、
８地区市民センターにおいて、試行的に実施） 
 
 
３．予算額 ３６，０００千円  （財源内訳）一般財源 ３６，０００千円 
  （前年度 ９，０００千円） 
 
 
 

担当 市民文化部市民生活課 
   田村・岡本 
   ℡３５４－８１４６ 

地域活動費 
（館長権限予算分） 



      
 
 
１．目的 

安全安心なまちづくりを進めるため、自治会が管理する防犯外灯の LED 化を促進
し、維持管理費の負担軽減や地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出低減を図
る。 
 
２．内容 
 地域が管理する防犯外灯の設置費（新設・取替時の補助対象は LED 灯限定）及び
維持管理費を補助する。 
 
【LED 化補助の拡充】 
  防犯外灯の LED 灯への新設・交換に対する補助について、消費電力量が 100W
を超える水銀灯から20Wを超えるLED灯に交換する場合の上限額を30,000円に
引き上げることにより、さらなる LED 化の推進を見込む。 

 
  ＜従来＞ 
 
 
 

 
 
  ＜拡充後＞ 
 
 
 
 
 

 
 
３．予算額 １３１，８１２千円  （財源内訳）一般財源 １３１，８１２千円 
（前年度 １２２，０９６千円） 
 
 うち防犯外灯 LED 化推進事業分 
      ４９，７３６千円 
 （前年度 ４０，０００千円） 
      

対象内容 補助率 補助上限 
LED 灯新設、 
LED 灯への交換 

60% 20,000 円 

対象内容 補助率 補助上限 
20Ｗ超型 LED 灯新設、 
100Ｗ超型水銀灯から 
20Ｗ超型 LED 灯への交換 

60% 30,000 円 

上記以外の新設、交換 60% 20,000 円 

防犯外灯新設維持費補助金 

（防犯外灯 LED 化推進事業） 

担当 市民文化部市民生活課 
    堤・伊藤 
    ℡ ３５４－８１７９ 



      
 
１．目的 
「市民協働のまちづくり」を推進するため、市民が継続的に取り組む公益活動を支
援し、地域コミュニティの充実を目指す。 
 
２．内容 
（１）地域社会づくり総合事業費補助金              81,120 千円 

地域が自主的に取り組む様々な事業と各地区の地域社会づくりの推進母体となる
団体事務局の運営に対し、総合的な支援を行う。 

 
（２）地区市民センター住民運営推進事業             69,155 千円 
地域社会づくりの活動経験や柔軟な発想を有する地域マネージャーを活用し、地
域の特色や資源を活かしつつ市民主体の魅力あるまちづくりを推進する。 

 
（３）まちづくり人材マッチング事業                1,500 千円  
退職後の団塊の世代など、地域で暮らす多様な技能を持つ人材を有効活用するた
め、それら人材と地域ニーズとのマッチングを行う。 

 
（４）地域づくりマイスター養成事業                 470 千円  
地域において市民活動・市民協働を理解し携わる人材の育成とネットワークの構   
築を目的として講座を実施する。四日市市自治会連合会が主体となって実施した海
外研修を踏まえ、地域づくりに有意義でさらなるレベルアップにつながる内容につ
いて米国ロングビーチ市の地域リーダーシッププログラムの手法を取り入れた養成
講座を開催する。 

 
 （５）市民活動推進事業                      5,118 千円 
   平成 27 年４月１日施行の市民協働促進条例に基づき、市民協働促進委員会を設置
し、市民協働促進計画の策定を行う。 

 
（６）地域防犯活動推進事業                        3,300 千円 
安全なまちづくりに向けた住民による自主防犯活動を推進するため、防犯用具の
購入や研修を支援するとともに、これから防犯活動を始めようとする地域での講座
の開催など、防犯活動の普及啓発を行う。 
 
 

３．予算額 １６０，６６３千円    （財源内訳）一般財源 １６０，６６３千円 
（前年度 １５１，９９３千円） 
 

市民活動支援事業 

担当 市民文化部市民生活課 
    堤・吉田 
    ℡ ３５４－８１７９ 



      
 
 
 
１．目的 
 

全市的な観点から、地域の魅力や、犯罪及び消費者被害等から市民を守るなどの
情報発信について、市民活動団体と市との協働により、事業を実施する。 
 
 
２．内容 

 
市民活動団体より、全市的な観点から、地域の魅力や、犯罪及び消費者被害等か

ら市民を守るなどの情報発信について、事業の提案を受ける。 
提案のあったものについて審査選考のうえ、市民活動団体と市双方の役割分担を

明確にし、市から委託する。 
 
 
対象団体：市民活動団体（地縁団体、ＮＰＯ、ボランティア団体など） 

 
 
委託金額：１事業あたり５０万円以内 

 
 
 

 
３．予算額  ３，０００千円    （財源内訳）一般財源 ３，０００千円 
（前年度     ０千円） 
 
 

 
 
 
 

（新）地域の魅力等の情報発信に関する協働事業  

担当 市民文化部市民生活課 
    堤・吉田 
    ℡ ３５４－８１７９ 



      
 
 
１．目的 

市民による防犯活動等を補完するものとして、犯罪が発生しにくい環境にする有
効な手段の一つである防犯カメラの設置を支援することなどにより、安全で安心し
て暮らせるまちづくりを推進する。 
 
２．内容 
（１）防犯カメラ設置費補助金                   14,160 千円 

自治会等の地域団体や商店街振興組合等による通学路や広場など公共的な場所に
向けた防犯カメラの設置に対して補助を行う。 
①補助の主な要件 
・犯罪の防止又は抑止を目的 

     ・道路や公園等の公共の場所に向けて設置 
     ・四日市市防犯カメラの設置及び運用に関する条例の遵守 
     ・設置予定場所所有者の許可及び地域の合意があるもの 
     ・一定期間以上継続して設置 

（購入により設置５年以上、賃貸借契約により設置６ヶ月以上） 
   ②補助割合 
 
 
 
 
 
 
（２）防犯カメラ設置事業                       864 千円 

市が人通りの多い公共的な場所に防犯カメラを設置する。 
 
 

３．予算額 １５，０２４千円    （財源内訳）一般財源 １５，０２４千円 
（前年度     ０千円） 
 
防犯カメラの設置例 

 
 

設置の状態 通学路に向けて設置 
通学路以外の公共の場所に
向けて設置 

機器購入 ３分の２（上限４０万円） ２分の１（上限３０万円） 
賃貸借契約 ３分の２（上限８万円） ２分の１（上限６万円） 

安全なまちづくり推進事業 
（防犯カメラ設置費分） 

担当 市民文化部市民生活課 
    堤・伊藤 
    ℡ ３５４－８１７９ 



市民相談・消費生活相談事業 
 
１．目的 
  安全・安心な市民生活が送れるよう、日常生活上の様々な問題や、消費生
活上のトラブルに関する相談事業や消費者啓発活動を通じて、市民が自主的
に解決できるよう支援を行うとともに、消費者被害の未然防止を図る。 

 
２．内容 
（１）市民相談室運営費                 2,238 千円 
市民相談では、行政に対する相談のほか、金銭貸借等の民事相談、相続、
離婚等の家事問題など市民が生活の中で抱える様々な問題に対処する際の
支援を行うため、相談員が十分な聞き取りをしたうえで適切な助言を行う。
また、専門的な助言を必要とする市民に対しては、弁護士・司法書士・行
政書士・社会保険労務士・公証人・行政相談員による特別相談を定期的に
実施する。 

 
   （参考）平成 25 年度相談実績 ３，７７３件 
        

 
（２）消費生活相談事業                 7,171 千円 
消費生活相談では、消費生活のトラブル等に関する相談に対して、専門の
消費生活相談員が問題解決のため適切に対応するほか、専門的な助言を必要
とする市民に対しては、弁護士相談を実施する。また、専門相談員を派遣す
る出前講座や職員によるワンポイント講座を各地区で開催し、積極的に啓発
活動を行い消費者被害の発生及び拡大の防止に取り組む。特に高齢者の集会
等へ積極的に出向き啓発活動に努める。 

 
   （参考）平成 25 年度相談実績 １，５７１件 

  
 
３．予算額 ９，４０９千円  （財源内訳） 県支出金  ２，７９７千円 
（前年度 ９，１６９千円）        一般財源  ６，６１２千円 
                               
 

 
                                        

担当 市民文化部市民生活課 
    市民・消費生活相談室 
    萩・松永・服部 

℡ ３５４－８１４７ 



 

 
 
１．目的 

日系南米人が多く居住する外国人集住都市として、国籍や文化が異なる市民が互
いの個性を認め合い、共に支えあって暮らす「多文化共生社会」を目指す。 

 
２．内容 
（１）多文化共生推進事業                    9,170 千円 
  外国人市民に行政やその他生活上必要なサービスの情報を提供するため、窓
口でのポルトガル語・スペイン語による通訳対応や、行政からの通知・案内文
書の多言語による翻訳、生活に必要な情報についてポルトガル語で説明する生
活オリエンテーション等を実施する。 
また、各日本語教室において、学習者の日本語習得レベルを把握し、外国人

市民の日本語習得レベルに応じた学習支援のしくみづくりに取り組む。 
さらに、外国人市民の核となるグループ（外国人市民コミュニティ）との連

携により、情報提供などネットワークづくりに取り組むとともに、災害時に情
報弱者となる可能性の高い外国人市民に対する多言語等情報支援体制につい
て、具体的な課題や今後の方向性を検討していく。 

 
（２）モデル地区共生推進事業                      7,172 千円       

笹川地区において、外国人市民の定住化が進む中、外国人市民と日本人市民
がともに防災、防犯、環境などの地域活動を担えるよう、外国人市民の人材育
成や、大規模災害発生時に地域住民同士の「共助」の必要性を学ぶ防災セミナ
ー等を実施するとともに、日常的なふれあいの場として、定期的に文化講座等
を開催する。 

  
 （３）多文化共生サロン管理運営費               5,655 千円 

多文化共生サロンを中心にして、モデル地区共生推進事業をより効果的に実
施するとともに、サロンに配置した多文化共生モデル地区担当コーディネータ
ー等が、地元自治会や関係団体等と調整を図りながら、外国人市民の実態やニ
ーズを把握し、外国人市民の地域活動への参画の促進を図る。 
            

３．予算額 ２１，９９７千円   （財源内訳）県支出金       ５２千円 
（前年度 ２０，４６５千円）        その他特財  １６，３４２千円 

        一般財源    ５，６０３千円 
                    

 

多文化共生推進事業 

担当 市民文化部市民生活課 
多文化共生推進室 

    廣田・浅野 
℡ ３５４－８１１４ 



 

 
１．目的 
遊休化している旧三浜小学校を活用し、文化会館などの既存施設を補完する、芸術
文化活動における練習・発表の場や、生涯学習の場および地元の地域活動施設をあわ
せ持った施設の整備を行う。 
 
２．内容 
遊休化している旧三浜小学校を有効活用した芸術文化活動の場を整備するため、基
本設計及び実施設計を行う。 

（１）施設の概要 
建物敷地：１２，９４５㎡ 
運 動 場： ９，４４５㎡ 
校  舎：延床面積５，６５４㎡（ＲＣ造３階） 
（特別教室棟：昭和 56 年竣工 管理・教室棟：平成２年竣工） 
体 育 館：延床面積７４８㎡（昭和 63 年竣工、ＲＣ造１階） 

（２）施設の利活用内容 
校舎１～３階 芸術文化活動施設 

          生涯学習の場 
       １階 地元の地域活動施設 

（３）スケジュール 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

1 月  2 月 8 月議会     2 月議会 
 
 

10 月末 

 
３．予算額 ４９，６００千円      （財源内訳）一般財源 ４９，６００千円 
（前年度 ５，０００千円） 

担当 市民文化部文化振興課 
   中島 
   ℡３５４－８２３９ 

芸術文化活動の場づくり事業 
（旧三浜小学校整備事業） 

基本・実施設計 

補
正
予
算

契
約
案
件 

改修工事 

完
成 

積
算
・
発
注



 

 
 
１．目的 
本市には、文化財指定の有無に関わらず、獅子舞や鯨船といった伝統的な文化行事
や民俗芸能（以下、「文化行事等」という）が数多く大切に継承されており、これらは、
本市の文化力を支える大きな魅力となっている。 
地域の文化行事等の保存・継承のため、新たに担い手育成や、用具類等の更新等及
び保管施設の改修等について支援を行い、文化行事等の継続を図ることで、市民の郷
土に対する理解と愛着を深めるとともに市民文化の向上及び発展に資する。 
また、富田地区の「鳥出神社の鯨船行事」を含む全 32 件の国指定重要無形民俗文化
財で構成される「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産への登録審査が平成 28
年中に行われるにあたり、登録推進を図る取り組みを行う。 
 
２．内容 
(１)伝統的な文化行事等の担い手育成等に関する事業支援補助金      400 千円 
笛の吹き方や踊りなどの実技習得教室等の担い手育成、及び担い手育成につながる
発表会等の普及啓発活動などに必要となる経費の一部を補助 
・補助金額：補助対象経費の１／２、上限 200 千円 

 
(２)伝統的な文化行事等の保存継承に関する事業支援補助金       1,000 千円 
地域の文化行事等に係る用具類等の新調や更新、修繕、及び有形の文化遺産を保管
する倉庫や資料庫などの収蔵施設の改修や修理等にかかる費用の一部を補助 
・補助金額：補助対象経費の１／４、上限 250 千円 

 
(３)ユネスコ無形文化遺産登録推進に向けた取り組み          1,500 千円 
・パンフレット、のぼりなどの製作及びセミナー等の開催等 

 
 
３．予算額 ２，９００千円       （財源内訳）その他特財 １，４００千円 
（前年度     ０千円）            一般財源  １，５００千円 

担当 市民文化部文化振興課 
   中野 
   ℡３５４－８２３９ 

（新）地域の文化遺産の保存・継承支援事業 



 

 
 
 
 
 
１．目的 

市民の文化活動によって収集された有形資料について、市の魅力発信に活用でき、
市民文化の向上及び発展に資すると認められるものについて、市が保存・継承を行う
ための調査検討に係る仕組みづくりをする。 

 
 
 
２．内容 
市民等から文化活動によって収集された有形資料を市へ譲渡等の申し入れがあった
場合、博物館での収集が困難なものについて、市の魅力発信となる文化的価値や意義
が認められると考えられる場合は、市民の文化遺産として保存・継承することを検討
する委員会を設け、調査検討する新たな仕組みづくりをする。 
 
 
 
３．予算額 １，３００千円       （財源内訳）一般財源 １，３００千円 
（前年度     ０千円） 

担当 市民文化部文化振興課 
   中野 
   ℡３５４－８２３９ 

（新）市民文化遺産保存検討費 



文化会館等施設整備事業 

（アセットマネジメント） 
  

１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置付けた文

化会館について、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な予防保全
による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の平準化を図
る。 
 

２．内容 
（１）天井崩落・音響設備工事基本設計               17,600 千円  

複雑な吊り天井である第 1 ホール及び第 2 ホール等について、建築基準法改正
に伴う天井崩落対策工事及びそれに伴う音響設備改修工事を実施するための調査
及び基本設計を実施する。 

 

 
（２）管理棟・展示棟昇降機更新工事                59,700 千円 

文化会館管理棟と展示棟（搬入口）に設置してある計 2 機の昇降機更新工事を 
実施する。 

 
 
３．予算額 ７７，３００千円      （財源内訳）一般財源 ７７，３００千円 
（前年度 １０，５００千円）  
  

 

第１ホール客席天井裏状況 
 

管理棟昇降機 1階外観 

 

担当  市民文化部文化振興課 
    中島 
    ℡ ３５４－８２３９ 

 



 
 
１．目的 

  男女がお互いを尊重しつつ責任も分かち合い、一人ひとりが、その個性と能力
を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざす。また、配偶者等からの暴
力の防止や被害者の保護及び自立支援を図る。 
 

２．内容 
 (１）相談事業                            3,541 千円 
    女性が抱える悩みや問題を解決するため、女性の相談員による女性相談や多様

化・専門化する相談に対応する女性弁護士による法律相談、女性臨床心理士によ
る臨床心理相談を実施する。加えて、男性の相談員による男性向けの電話相談を
実施する。 

  また、ＤＶ防止セミナーを開催するなど、ＤＶについてより認識を広め、ＤＶ
を許さない意識づくりを進める。 

 
（２）配偶者暴力防止対策事業                    2,670 千円 

相談員の資質向上とメンタルケアのため、「相談員のための相談・指導(スーパ
ービジョン)」を行うとともに、ＤＶ相談の充実を図るため、弁護士、臨床心理士
による相談支援を行う。 
また、若年層を対象としたデートＤＶ予防教育を教育委員会、人権擁護委員等
と連携して学校での開催を拡充するとともに、デートＤＶ予防教育を広く継続的
に実施するため、指導者を養成する。 

  
３．予算額   ６，２１１千円     （財源内訳）国庫支出金     ７３千円 
  （前年度  ３，８００千円）         一般財源     ６，１３８千円 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

男女共同参画にかかる相談・配偶者暴力防止対策事業 

担当 市民文化部男女共同参画課 
岩波 
℡３５４－８３３１ 

ＤＶ防止セミナー 



 

 
 
１．目的 
    社会保障・税番号制度は、行政を効率化し、住民の利便性を高め、公平かつ公正

な社会の実現を目的とした制度である。 
本制度の導入により、各種行政事務の効率化が図られるとともに、添付書類が不
要となることで手続きが簡素化される。また、正確な所得の把握が可能となるため、
社会保障や税の給付と負担の公平化が図られるものである。 

 
 
２．内容 
  （１）個人番号（マイナンバー）の付番、住民への通知 

平成27年10月に、住民票を有するすべての住民に12桁の個人番号を付番 し、
氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバーが記載された通知カードの配布を行
う。      

  （２）個人番号カードの交付 
     個人番号カードは住民基本台帳カードを改良したＩＣカードであり、氏名、住

所、生年月日、性別、マイナンバーなどが記載され、本人の顔写真が表示され
ている。平成 28 年１月から希望者に対して交付を行う。 

 
  
 
          
                      

                    
 
 
                   

 

３．予算額  １２０，２０３千円  （財源内訳）国庫支出金 １０８，０７４千円  
（前年度       ０千円）       一般財源   １２，１２９千円 

 

担当 市民文化部 市民課 
   坂倉    
   ℡３５４－８１５２ 

戸籍住民基本台帳事務費 
（番号制度関連経費分） 

通知カード 個人番号カード（表面） 

個人番号     ○○○・・・・○○○○ 

 

生年月日     △年□月○日 

性別        女 

氏   名     番号 花子 

住   所     ○県□市△町 1-2 

 



あさけプラザ施設整備事業 
（アセットマネジメント） 

担当 市民文化部 あさけプラザ 
   岡本 
   ℡ ３６３－０１２３ 

 

 

 
 
１．目的  
  四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置付けた
あさけプラザについて、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な
予防保全による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の
平準化を図る。 
 
 
２．内容  
  長寿命化工事 
（１）電気設備更新工事（高圧受変電設備）            36,600 千円 

 
（２）受水槽、高架水槽及び揚水ポンプ更新工事           17,200 千円 
 
 
３．予算額   ５３，８００千円   （財源内訳）一般財源 ５３，８００千円 
  （前年度 １０，４００千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高圧受変電設備（キュービクル） 揚水ポンプ 



担当 市民文化部 あさけプラザ 
   岡本 
   ℡ ３６３－０１２３ 

 

 

 
１．目的  
  あさけプラザの浴室は、老朽化による設備の故障や給水・給湯配管等の劣化が生
じており、利用者への不便だけでなく修繕費、光熱水費の増加にもつながっている。 
  より多くの高齢者が利用しやすい浴室サービスの安定継続を維持するとともに、
経費の軽減を図るため、浴室の改修工事を行う。 
  また、給排水設備について、平成 26 年度の基本調査に基づき、改修のための実
施設計を行う。 
 
 
２．内容  
（１）浴室改修工事                       36,700 千円 
 
（２）給排水設備更新工事設計業務委託                4,800 千円 
 
 
３．予算額   ４１，５００千円   （財源内訳）一般財源 ４１，５００千円 
  （前年度      ０千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あさけプラザ施設整備事業 

浴室 給排水管 



 

 

健 康 福 祉 部 
 
 
新年度予算における基本的な方針 
少子高齢化の進展による人口構造の変化や非正規労働者の増大など雇用基盤
の変化、家族形態や地域基盤の大きな変化を背景に、国においては「社会保障
と税の一体改革」による様々な制度変更が進められている。 
こうした中、本市にあっては、ますます多様化する市民ニーズに対応するた
め、保健・福祉・医療にかかる施策を一体的に展開する。特に、様々な分野が
一体となって支え合うしくみ（地域包括ケアシステム）の構築が急務となって
おり、医療と介護、福祉の連携強化による在宅医療の体制の充実を図るととも
に、在宅及び施設サービスの整備並びに認知症高齢者の支援体制の充実や生活
支援サービスの推進により、地域での高齢者の包括的な支援を行う。障害者福
祉においては、障害のある人が、住み慣れた地域で生活するための環境づくり
や支援体制の強化に取り組む。生活保護受給者や生活困窮者に対しては、ハロ
ーワークと連携しての就労支援など、自立に向けての支援を行う。 
 また、社会保障・税番号制度に対応するため、国の補助を受けて、既存の保
健福祉関連各システム改修を行う。 
一方、健康づくりにおいては、がん検診の受診率向上に向けて、胃がん検
診・大腸がん検診・子宮頸がん検診・乳がん検診に加え、肺がん検診を医療機
関で実施し、市民が検診を受けやすい体制づくりに努める。 
さらに、保健所においては、総合的な保健衛生行政を効果的に推進し、市民
へのきめ細かなサービスの提供に努める。 
 
 
１．地域福祉について 
高齢者、障害者、児童等の各分野における施策を推進していく上での共通
する考え方や基本的な方向を定めた「第３次四日市市地域福祉計画（平成26
年度～30年度）」に基づき、相談体制の充実や福祉人材の育成に努め、地域
福祉の推進を図っていく。 
平成27年度において、高齢化が進む中、各分野の住民サービスが切れ目な
く提供されるよう地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域団体を中心と
した高齢者が住み慣れた地域で生活し続けることができるしくみづくりを行
っていく。 
 

  【主な事業】地域福祉計画推進事業               ４７９千円 

 

 



 

 

２．高齢者福祉について 
本市の65歳以上人口は、平成26年10月１日現在、74,774人であり、高齢化
率も23.91％となるなど、年々高齢化が進行している。加えて、一人暮らし
や認知症の高齢者が増えており、核家族化、少子化の影響等もあって、地域
の高齢者を巡る環境はますます厳しくなりつつある。 
そのような状況を踏まえ、平成27年度からの３年間を計画期間とする「第
６次介護保険事業計画・第７次高齢者福祉計画」に基づき、高齢者施策を推
進する。 
地域包括ケア推進体制の確立、在宅・施設サービスの充実と住まいの確保、
介護予防・生活支援サービスの推進、在宅医療・介護連携の推進、認知症施
策の推進に取り組むことにより、高齢者が住みなれた地域で暮らし続けられ
るよう、医療・介護・予防・生活支援などのサービスが切れ目なく一体的に
提供される地域包括ケアシステムの構築を進める。 
また、要支援者に対する予防給付に代わり、介護予防・日常生活支援総合
事業（市町村が取り組む地域支援事業）を平成29年度から実施するため、そ
の基準づくり・体制整備に取り組む。 

 

  【主な事業】サテライト型特別養護老人ホーム建設費補助金 

                             １１９，４８０千円 

        訪問看護ステーション整備費補助金       ４，０００千円 

        小規模多機能型サービス事業所建設費補助金  ３０，９００千円 

        認知症高齢者グループホーム建設費補助金   ９２，７００千円 

        定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所建設費等補助金 

                              １５，７６０千円 

        看護小規模多機能型居宅介護事業所建設費補助金 

２１，９００千円 

        介護予防・生活支援体制づくり事業       ６，０００千円 

        在宅介護支援センター事業         １９０，３５９千円 

        保険給付費（介護保険サービス）   ２０，１８４，１０１千円 

        認知症総合支援事業             ２６，３５７千円 

        地域ケア会議推進事業               ６６９千円 

        生活支援コーディネーター事業        １４，１４４千円 

 
３．障害者福祉について 
「第３次障害者計画」「第４期障害福祉計画」に基づき、障害のある人が
地域で安心して自立生活・社会生活を営めるよう、障害者施策を推進する。 
住み慣れた地域で生活していくため、必要な障害福祉サービスの利用に向
けた計画相談支援の充実を図り、居宅介護事業、生活介護事業、就労継続支
援事業や、保護者など介護者亡き後も、安心して生活する場としての共同生



 

 

活援助事業などの自立支援給付事業について、利用状況や施設整備の状況を
把握し、安定した障害福祉サービス提供体制の整備に努める。 
また、障害のある人に対して就労に向けた訓練を行い、就労意識の醸成と
職業能力の開発を図っており、平成27年度より実習等職場での訓練体制をさ
らに強化し、就労支援を促進する。 
移動支援事業を充実させ、障害のある人の社会参加促進と余暇支援の充実
を図るとともに、家族の介護負担を軽減する。 
平成28年４月から障害者差別解消法が施行されることに伴い、市民、事業
者、行政職員への啓発、研修に取り組む。 

 

  【主な事業】障害者医療費助成事業           ７４８，２００千円 

        居宅介護等事業              ２４２，８００千円 

        生活介護事業             １，６５４，０００千円 

        就労継続支援事業             ８１９，１００千円 

        共同生活援助事業             ３２１，１００千円 

        相談支援事業                ４８，７８３千円 

        移動支援事業                ２０，８００千円 

        医療的ケア推進事業              ２，５２０千円 

        障害者就労支援事業             １０，６７８千円 

 

４．生活保護、生活困窮者自立支援について 
保護の状況は、平成７年（保護率4.6‰、受給世帯940世帯）から毎年増加
傾向にあったが、平成20年のリーマンショック後急激に増加し、平成26年12
月末現在で、保護率は12.9‰、受給世帯は2,910世帯に達している。 
最近の経済状況は緩やかな回復基調にあるものの、保護率は高い水準にあ
り今後もこの状況が続くものと見込まれる。引き続き、きめ細かい相談と保
護の適正実施を行うとともに、就労支援等による自立を図っていく。 
生活保護に至る前の段階にある生活困窮者については、「生活困窮者自立
支援法」の平成27年４月施行に伴い、生活困窮者への自立相談支援事業、住
居確保給付金事業を実施する。また、貧困の連鎖を断つため、生活保護世帯
の中学生を対象とした子ども学習支援事業を実施する。 

 

  【主な事業】自立相談支援事業（嘱託職給含む）      １５，０６８千円 

        住居確保給付金事業              ５，０００千円 

        子ども学習支援事業              １，９４０千円 

        セーフティネット支援対策等事業        ８，０３６千円 

        扶助費                ６，３２６，０００千円 

 

 



 

 

５．国民健康保険について 
国民健康保険事業については、被保険者が必要なときに必要な医療を安心
して受け、健やかに暮らせる環境を維持していくため、安定的に収入を確保
する財政基盤の確立を目指すとともに、医療費の適正化を図ることにより、
国保財政の健全化を推進する。 
平成27年度においては、特定健康診査・特定保健指導の実施に加え、ジェ
ネリック医薬品利用促進通知回数増や糖尿病性腎症重症化予防事業をはじめ
とする新たな保健事業に取り組み、医療費の適正化を一層進める。 
収納対策については、引き続ききめ細やかで丁寧な納付相談を粘り強く行
う一方、支払い能力がありながら納付しない滞納世帯に対しては、財産調査
を徹底し滞納処分を行う。また、口座振替の勧奨、保険料共同収納コールセ
ンターによる電話催告を拡充し初期未納対策に取り組む。 
平成30年度に予定される国保運営の都道府県単位化を前に、医療費に対す
る共同事業拠出金のうち、保険財政共同安定化事業が拡大される。 
 

  【主な事業】賦課徴収経費                   ３１９千円 

        保険財政共同安定化事業        ７，００８，６８８千円 

        医療費通知事業                ６，８４８千円 

        ヘルスアップ事業              １２，５３３千円 
 

６．地域医療推進事業について 
在宅医療の更なる推進に向けて、引き続き四日市看護医療大学の協力のも
と、地域の訪問看護力アップに向けた取り組みを進めるとともに、市民が安
心して療養生活を送ることができるよう、必要な時は病院での入院治療が受
けられ、またスムーズに在宅に戻れる環境整備の推進に努めるなど、市民が
希望する場所での療養や看取りが選択できるよう在宅医療の体制の充実に努
める。 
また、平成25年度に市内基幹３病院に導入された医療情報ネットワーク
「ＩＤ‐Ｌｉｎｋ」を活用し、在宅患者を支える地域の医療関係者（医師・
歯科医師・薬剤師・訪問看護師・理学療法士等）と介護・福祉関係者（ケア
マネジャー・ホームヘルパー等）が、その互いの専門性を活かしたスムーズ
な連携・役割分担を行うため、日常的にかつ容易に情報を共有することが可
能となる情報ネットワークを構築する。 

 

  【主な事業】地域医療推進事業              ２５，７５９千円 

         （訪問看護支援事業            ５，２９８千円） 

         （在宅医療支援病床確保事業        ８，０００千円） 

         （ICTを活用した情報共有システムの推進  １０，６８９千円） 

 



 

 

７．成人保健事業について 
本市における死亡原因の第１位は悪性新生物(がん)であり、がんを早期発
見し治療に繋げるために、胃がん検診・大腸がん検診・乳がん検診・子宮頸
がん検診・肺がん検診を実施する。また、受診率の向上に向け、新たに肺が
ん検診を医療機関で実施するとともに、一定の年齢の方に無料ク－ポン券を
配布し、市民が検診を受けやすい体制づくりに努める。 
インフルエンザや高齢者肺炎球菌の予防接種を実施し、病気の発症予防や
重症化予防に努める。 
健康づくり事業については、市民が自主的に健康づくりに取り組めるよう、
健康ボランティアや地域包括支援センター等関係機関と協働し、認知症予防
を含む介護予防や健康づくりの普及啓発、実践の場の拡大を行うとともに、
地域での自主的な集まりの場へ、健康情報を発信し、継続的な活動を支援す
る。 
また、ヘルスプラザにおいて、障害者や虚弱高齢者等の健康づくり教室を
実施し、より多くの市民が健康づくりを実践するきっかけづくりを行う。 
 

  【主な事業】健康づくり啓発事業              ７，８９８千円 

        検診事業・がん検診推進事業        ４５８，４２２千円 

        予防接種事業(インフルエンザ・高齢者肺炎球菌) 

                             ２２９，７６３千円 

 
８．保健予防事業について 
医務については、全ての医療機関に対し、計画的に立入検査等を実施し、
適正な医療提供体制の維持に努めるとともに、医療機関の自律的な取組みを
支援する。また、四日市地域（三重郡を含む）における救急や災害時の医療
体制の構築に向け、関係機関や三重県、三重郡三町と連携を強化する。 
感染症対策については、インフルエンザや腸管出血性大腸菌感染症(Ｏ157
等)をはじめとする感染症の予防に関し、特に集団感染リスクの高い福祉施
設等に対して衛生教育等を重点的に実施するとともに、結核など感染症患者
の療養を支援し、そのまん延防止に努める。また、平成25年度に策定した
「四日市市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、新型インフルエ
ンザ等対策のため、関係機関と連携して体制整備を行う。 
精神保健については、こころの病気や精神障害のある要支援者に対し、精

神科医師や保健師、精神保健福祉士等によるこころの相談を実施するととも
に、自傷他害のおそれがある精神障害者に対し、必要な医療受診を措置する。
また、統合失調症やアルコール依存症等精神障害に関する正しい知識やここ
ろの健康づくりの普及啓発などに取り組む。 

 

 



 

 

  【主な事業】感染症対策事業(防疫対策等)          １，００７千円 

        こころの健康づくり支援事業          ３，２０１千円 

         

 

９．衛生指導事業について 
食の安全安心に関する事業については、「食品衛生法」の規定に基づき、
計画的かつ効果的な食品関連施設等に対する監視指導及び市内で製造、販売
等される食品の検査などを実施するとともに、食品事業者による自主衛生管
理を促進し、市民の食の安全を確保する。 
薬事関係については、関係法令の規定に基づく、医薬品・医薬部外品の有
効性・安全性の確保と毒物劇物による事故等の防止のため薬局・医薬品販売
業及び毒物劇物取扱業者への監視指導を行う。また、薬物乱用防止対策につ
いては、薬物乱用防止対策協議会や地域の自治会等と協働でキャンペーンを
実施し、危険ドラッグなどの薬物乱用を許さないまちづくりを推進する。 
動物愛護管理関係事業については、「狂犬病予防法」「動物の愛護及び管
理に関する法律」等に基づき、係留されていない犬の捕獲・抑留、負傷犬猫
の保護・治療、県や動物愛護団体との共同による犬・猫の譲渡事業等を実施
するほか、飼い主に対して、「適正飼養」や最期まで飼う「終生飼養」につ
いての助言・指導を行い、人と動物との共生について啓発を実施する。また、
動物販売業などの動物取扱業者に対して、施設の監視指導を行う。 
生活衛生関係については、理容所、美容所、公衆浴場、旅館等の施設につ
いて、関係法令に基づき監視指導を行い、生活衛生の安全を確保する。 

 

  【主な事業】食の安全安心対策事業（監視部門）      １０，７７５千円 

        薬事関係対策事業               ２，１８１千円 

        動物愛護関係事業              ３５，４７０千円 

        環境衛生対策事業                 ２０３千円 

 

１０．食品衛生検査事業について 
感染症対策については、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に
関する法律」により規定されている感染症に対し、感染疑いのある人の微生
物検査や感染者の家族・接触者等の微生物検査を実施し、感染症発生の予防
及びまん延防止に努める。また、ＨＩＶや肝炎などの検査を実施し、感染の
早期発見に努める。 
食の安全安心対策については、安全な食肉・食品を提供するため、「と畜
場法」や「食品衛生法」に基づき、四日市市食肉センターに搬入された獣畜
全頭に対し適切なと畜検査を行う。また、流通している食品の収去検査を行
うとともに、食中毒発生時には正確で迅速な検査を実施し被害の拡大を防止
する。 



 

 

  【主な事業】感染症対策事業（検査部門）          ４，２５９千円 

        食の安全安心対策事業（検査部門）      １９，６５５千円 

 
 
 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 
・賦課徴収経費、滞納処分経費 

口座振替については、保険料納付指導員による加入勧奨を推進し、初
期未納者対策については、国民健康保険料共同収納コールセンターを活
用した電話催告を拡充し、一層の強化を図る。支払い能力がありながら
納付しない滞納世帯に対しては、財産調査を徹底し滞納処分を行う。 

 
・地域医療推進事業 

在宅患者を支える地域の医療関係者と介護・福祉関係者が、互いの専
門性を活かしたスムーズな連携、役割分担を行えるよう、日常的かつ容
易に情報を共有することができる情報ネットワークを構築する。 

 
・がん検診事業 

肺がん検診を新たに医療機関でも実施する。 
 
 



 

 

 

１．目的 

常時介護を必要とし、在宅での介護が困難な人を対象とする特別養護老人ホーム

の整備を推進する。 

地域における介護拠点の充実を図るための地域密着型特養養護老人ホームの整

備計画に対し、施設整備に要する経費の一部を補助する。 

 

 

２．内容 

国の地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進

交付金を活用し、施設整備に要する経費の一部を補助する。 

 

対象施設  １施設 

補助基準  ４，１２０千円／床 

補 助 額  １１９，４８０千円（２９床×４，１２０千円） 

 

 

３．予算額 １１９，４８０千円 （財源内訳） 国庫支出金 １１９，４８０千円 

      （前年度  ０千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

サテライト型特別養護老人ホーム建設費補助金 

担当 健康福祉部 介護・高齢福祉課 

   寺村 

   ℡ ３５４－８４２５ 



 

 

 

 

 

１．目的 
地域包括ケアシステム構築の一環として、今後必要となる地域住民、ボランティ
ア、ＮＰＯ法人など多様な主体による支え合い活動の立ち上げを支援することで、
地域における介護予防・生活支援体制の整備を推進する。 

 
 
２．内容 
  地域住民、ボランティア、ＮＰＯ法人など多様な主体が地域での支え合い活動を
実施するにあたり、これらの主体は財政基盤が弱く、事業開始時の初期費用の捻出
が困難な場合も多いことから、立上げ時に必要な経費の一部を助成することで、事
業開始を促進する。 
 
   補助対象団体  住民組織、ボランティア団体、ＮＰＯ法人 
   補助対象経費  備品の購入、建物の改修にかかる経費等 
   補助基準額   １カ所につき１，２００千円（上限） 
   補助率     ９／１０ 
 
 
３．予算額  ６，０００千円  （財源内訳）一般財源 ６，０００千円 

（前年度 ０千円） 
 

（新）介護予防・生活支援体制づくり事業 

担当 健康福祉部 介護・高齢福祉課 

    小西 

TEL ３５４－８１７０ 



 

 

 

 

 

１．目的 
地域に身近な相談窓口として設置した在宅介護支援センターが、介護・福祉・医

療等に関する総合相談支援を行うことで、高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮
らせる環境をつくる。 
 
 

２．内容 
市内２６カ所に設置した在宅介護支援センターが、３６５日２４時間体制で高齢

者の介護・福祉・医療等に関する相談に応じるとともに、見守りや各種サービスの
調整・利用支援を行い、地域における高齢者の生活を支える。 
高齢化の進行とともに、医療を必要とする高齢者が増加することから、医療に関

する相談機能を高めるとともに、医療・介護の連携強化を図るため、在宅介護支援
センターへの医療（看護）職配置を更に推進する。 
 

配 置 済 ９カ所（富田、四郷、三重、常磐、共同・浜田、下野、桜、日永、内部） 
新規配置 ４カ所（大矢知、羽津、中央･同和･港、楠） 

 
 
３．予算額  １９０，３５９千円 （財源内訳）一般財源 １９０，３５９千円 
（前年度 １７０，８１９千円） 

在宅介護支援センター事業 

担当 健康福祉部 介護・高齢福祉課 

    小西 

TEL ３５４－８１７０ 



 

 

 

 

１．目的 
高齢化の進行とともに認知症高齢者が増加する中、早期発見・早期対応体制の整
備や、地域における見守り・支援体制の構築など総合的な支援を進めることで、認
知症高齢者やその家族が、できるだけ住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
まちづくりをめざす。 

  
２．内容 
（１）認知症初期集中支援チームの設置 

福祉職（社会福祉士、介護福祉士等）、医療職（保健師、看護師、作業療
法士等）及び医師（嘱託）からなる「認知症初期集中支援チーム」を設置し、
認知症の早期発見・早期対応を図る。平成２７年度は、１カ所の地域包括支
援センター（北地域包括支援センター）に設置する。 

（２）認知症地域支援推進員の配置 
「認知症地域支援推進員（統括）」を介護・高齢福祉課に、「認知症地域

支援推進員（圏域担当）」を３カ所の地域包括支援センターに配置し、これ
らが連携しながら、認知症高齢者や家族からの相談に応じるとともに、地域
における見守り・支援体制づくりを推進する。 

（３）認知症ケアパスの作成 
認知症高齢者が、安心して必要なサービスを利用できるよう、認知症の

状態に応じた適切な医療・介護サービス提供の流れを示した「認知症ケアパ
ス」を作成し、市民に情報提供する。 

（４）多職種研修の実施 
認知症に関わる医療・介護職向けに、多職種協働の重要性を習得するた

めの研修を実施する。 
 
３．予算額  ２６，３５７千円  （財源内訳） 国庫支出金 １０，１８４千円 

（前年度   ０千円）       県支出金   ５，１２１千円 
                       その他特財  ５，９３１千円 

一般財源   ５，１２１千円 
 

 

（新）認知症総合支援事業 

 

担当 健康福祉部 介護・高齢福祉課 

     森下 

TEL ３５４－８１７０ 



 

 

 

 

 

１．目的 
介護保険制度改正に伴う「介護予防・日常生活支援総合事業」導入に当たり、「生

活支援コーディネーター」が、地域組織、ボランティア、ＮＰＯ法人など多様なサ
ービスの担い手を発掘・育成することで、地域における介護予防・生活支援体制の
整備を推進する。 
 
 

２．内容 
  （１）生活支援コーディネーターの主な業務内容 
     ①地域での支え合い体制づくりに向けた地域住民・各種団体への啓発、働

きかけ 
     ②担い手の発掘・育成のための講座の開催、助言等の支援 
     ③サービスの担い手間のネットワーク化 
 
  （２）実施方法 
      地域福祉の推進を担う四日市市社会福祉協議会に事業を委託し、市内 

２カ所の拠点に配置 
 
   
 
３．予算額  １４，１４４千円 （財源内訳） 国庫支出金   ５，４５９千円 
      （前年度 ０千円）        県支出金   ２，７２９千円 

その他特財  ３，２２７千円 
                       一般財源   ２，７２９千円 
 

(新)生活支援コーディネーター事業 

担当 健康福祉部 介護・高齢福祉課 

    小西 

TEL ３５４－８１７０ 



 

 
 
１．目的 
就労を希望する障害者を対象に、庁内において、就労に向けた職場訓練を行う。このこと

により、障害者の就労に対する意識の醸成と職業能力の開発を図り、もって企業等での障害

者の就労訓練及び就労の促進に寄与する。 

 
２．内容                                    
平成 24 年度から配置している就労支援コーディネーターが、就労を希望する障害者
の適性等を考慮して、各所属から抽出した業務を行えるよう調整・支援する。 
事業の実施にあたっては、「四日市障害者就業・生活支援センター（プラウ）」との

連携が密に取れ、就労支援コーディネーターのバックアップ体制が整っている四日市
市社会福祉協議会へ業務を委託する。 
平成 27 年度より、市内企業等に対する障害者の就労の啓発と障害者就労訓練の機会
の増加を図るため、就労支援コーディネーターを１名増員する。 
 
（実績） 
 平成２４年度 実習者実人数 １８人（実習者延べ人数 ３４６人） 
 平成２５年度 実習者実人数 １２人（実習者延べ人数 ３５０人） 
 平成２６年度（１２月末時点）  
        実習者実人数 １１人（実習者延べ人数 ３０９人） 
※実習後に一般就労へ至った者は、平成２４年度、平成２５年度ともに１名。 
 

 
３．予算額  １０，６７８千円    （財源内訳）一般財源  １０，６７８千円 

（前年度 ６,４２８千円）          
 

担当 健康福祉部 障害福祉課 
   山口 
   ℡ ３５４－８１７１ 

障害者就労支援事業 



 

 

 

 

 

１．目的 

平成２７年４月より施行される生活困窮者自立支援法の任意事業のひとつとして

位置付けられている学習支援事業を実施することで、生活保護受給世帯の生徒が将来

生活困窮に陥らないよう貧困の連鎖の防止に取り組む。 

 

 

２．内容 

貧困の連鎖を防止する観点から、子どもの学力をつけることで高校進学を促進し、

将来の就職に結びつけ、自立した生活が送れるよう学習支援を実施する。 

具体的には、学習塾などの法人に委託し、生活保護世帯の中学生のうち３年生を中

心に希望者を募り、学習の場の提供、学習支援及び教育相談を行う。 

 

 

３．予算額  １，９４０千円    （財源内訳）国庫支出金 ９７０千円 

      （前年度 ０千円）         一般財源  ９７０千円 

 

（新）子ども学習支援事業 

担当 健康福祉部 保護課 

   佐藤 

   ℡ ３５４－８１６５ 



 

 

 

 

 

１．目的  

生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対する支援

を行うことを目的として成立した生活困窮者自立支援法が平成２７年４月より施行

される。法により福祉事務所設置自治体の必須事業とされている自立相談支援事業と

して、生活困窮者に対する相談支援等を行い、自立を促進する。 

 

 

２．内容 

専任の相談支援員４名を配置し、失業者、住居喪失者、多重債務者などの生活困窮

者に対し就労その他の自立に関する包括的な相談支援、課題解決のためのプラン作成

等を行い、自立を支援する。 

経済的自立が可能と考えられる相談者には、短期的・集中的な就労支援を実施し、

早期に困窮状態からの脱却を図る。 

 

 

３．予算額 １５，０６８千円  （財源内訳）国庫支出金 １１，３０１千円 

（前年度 ０千円）        一般財源   ３，７６７千円 

  

  

自立相談支援事業 

担当 健康福祉部 保護課 

   西村 

   ℡ ３５４－８１６５ 



 

 

 
 
１．目的 

生活習慣に起因する疾病の発生を未然に防止し、あるいは早期に発見し、適切な
指導を行うことで重症化・長期化を防ぐことにより、健康寿命の延伸、ひいては医
療費の適正化を図る。 

 
２．内容 

レセプトや健康診査結果から導き出される健康課題を明確化し、被保険者の健康
の保持増進、疾病予防、生活の質の向上等を目的とした保健事業を実施する。 

 
  ○糖尿病性腎症重症化予防 

レセプト情報や健康診査結果から抽出された糖尿病性腎症に該当する被保険
者に対し、人工透析への移行を防止するため、保健師による対象者の状態にあ
わせた食事療法や運動療法、服薬管理の見直し等の保健指導を 6 ヶ月間実施す
る。   
（予定人員） ５０人 

 
 ○重複・頻回受診者訪問指導 

同じ疾患で複数の医療機関を受診する重複受診者及び同じ医療機関に月１５
日以上受診する頻回受診者をレセプト情報から抽出し、保健師や看護師による
療養上の日常生活や、受診及び服薬に関する訪問指導を行う。 
（予定人員）１２５人 

 
３．予算額  １２，５３３千円 （財源内訳） 国庫支出金 １２，０００千円 

（前年度      ０千円）       その他特財    ５３３千円 
 

ヘルスアップ事業 

担当 健康福祉部 保険年金課 
小松 

    ℡ ３５４－８１５８ 



 

 
１．目的 
急速な高齢化が進展する中、安心して療養し、最期を住み慣れた地域の中で迎え
ることができるよう、在宅医療の体制整備を推進する。 
 
２．内容 
  今後、在宅医療をより推進していくため、これまでの取り組みに加え、在宅患者
を支える地域の医療関係者（医師・歯科医師・薬剤師・訪問看護師・理学療法士等）
と介護・福祉関係者（ケアマネジャー・ホームヘルパー等）が、その互いの専門性
を活かしたスムーズな連携・役割分担を行うため、日常的かつ容易に情報を共有す
ることが可能となる情報ネットワークの構築を図る。 

 
１）訪問看護支援事業 （５，２９８千円） 

訪問看護ステーションが、安定的にサービス提供できるようその基盤強化
のため、下記事業を実施する。 

  ・訪問看護師養成研修会、訪問看護師スキルアップ研修会の実施 
・訪問看護に関する相談窓口の開設 
・訪問看護ステーション間の連携への支援 
・訪問看護についての啓発 

 
  ２）在宅医療支援病床確保事業 （８，０００千円） 

在宅医が、患者に入院が必要と判断したときに、円滑な受け入れができる
よう、協力医療機関を募り、協力医療機関が、在宅医からの紹介による入院を受
け入れ、必要な医療の提供を行った場合、受け入れた医療機関に対して定額の

補助を行う。 
 
   ３）ICT を活用した情報共有システムの構築 （１０，６８９千円） 
      平成 25 年度に市内基幹 3病院に導入された医療情報ネットワーク「ＩＤ‐

Ｌink」を活用し、地域の在宅医療に携わる関係者向け情報保存用のサーバー
を設置し、ICT を活用した情報共有を開始する。 

 
３．予算額 ２５，７５９千円  （財源内訳）  県支出金  ５，３４４千円  
（前年度 ２２，０００千円）         一般財源 ２０，４１５千円 
         

 

地域医療推進事業 

担当 健康福祉部 健康福祉課 
岡本 

    ℡ ３５４－８２８１ 



 

 
 
 
１．目的 
食や運動に関する知識や実践方法を普及・啓発し、市民一人ひとりが自主的に健康
づくりに取り組み、いきいきと生活できるよう支援する。 
 
２．内容 
（１）啓発 

健康づくりについて、広報やＣＴＹ，ＦＭよっかいちのほか、市や健康ボラ
ンティアが開催する各種教室や、地域での自主活動グループへ啓発を行う。 

 
（２）健康づくり教室の開催 

ヘルスプラザにおいて、障害者や虚弱高齢者等を対象に、運動を中心とした
健康づくりや介護予防教室を実施する。 
また地域においても、生活習慣病予防の健康づくり教室を実施する。 

 
【主な事業】 
○障害者の健康づくり教室「いきいきライフ教室」 
○虚弱高齢者の健康づくり教室「転ばぬ先の健康教室」 
○認知症予防教室「脳力リフレッシュ教室」 
○歩行機能維持のための健康づくり教室「足腰パワーアップ教室」 
○メタボ予防教室「おなかすっきり運動教室」 
○若い世代向けのメタボ予防教室「本気でシェイプアップ講座」 

 
３．予算額   ７，８９８千円  （財源内訳）県支出金      ７９千円 

（前年度  ８６０千円）       その他特財    ２００千円 
一般財源   ７，６１９千円 

健康づくり啓発事業 

担当 健康福祉部 健康づくり課 
上原 

   ℡ ３５４－８２９１ 



 
 
 
１．目的 
がんは、本市における死因の第１位であり、平成２５年においては死因の約３割を
占めている。がんを早期発見し適切な治療を行うため、がん検診を実施し、がんの死
亡を減少させる。 
 
２．内容 
 がんを早期発見し治療に繋げるために、胃がん検診・大腸がん検診・乳がん検診・
子宮頸がん検診・肺がん検診を実施する。 
また、受診率の向上に向け、新たに肺がん検診を医療機関でも実施するとともに、
一定の年齢の方に無料ク－ポン券を配布し、市民が検診を受けやすい体制づくりに努
める。 
  
３．予算額 ４５８，４２２千円  （財源内訳）国庫支出金   １４，８９０千円  

（前年度 ４１９，１３６千円）       県支出金     ６，１１５千円 
                       その他特財   ９９，４１９千円 
                        一般財源    ３３７，９９８千円 
平成 25・26 年度がん検診受診者数  

受診者数 受診率 受診者数 受診率

（人） （％） (人) （％）

78,620 15,274 19.4 16,061 20.4

15,616 15,753
クーポン
(再掲) 3,293 3,807

8,478 10,314
クーポン
(再掲) 3,138 4,022

18,365 20,001
クーポン
(再掲) 3,159 3,306

78,620 6,559 8.3 7,111 8.9

大腸がん検診　※

78,620 23.4 25.4

肺がん検診

子宮頸がん検診

64,492 36.0 38.6

乳がん検診  　※

50,236 25.5 26.9

対象者数
(人)

平成25年度実績 平成26年度見込

胃がん検診

 

 

検診事業・がん検診推進事業  

担当 健康福祉部 健康づくり課 
勝田 

   ℡ ３５４－８２８２ 



 

 
 
１．目的 
こころの病気や精神障害等について、広く市民に啓発を行うとともに、こころの病気
や精神障害のある人が安定した療養生活を送ることができるよう、より適切な医療受診
や療養等の支援を行い、こころの健康づくりを推進する。 
 
２．内容 
 ・こころの相談 

精神科医師、保健師及び精神保健福祉士等による相談や思春期相談を実施し、
早期又は継続して必要な支援を行う。 

・こころの健康づくりに関する普及啓発 
こころの健康づくり講演会やこころの健康講座、出前講座を実施するととも
に、各種広報を通じて啓発に取り組む。 

・自殺予防の連携体制づくり 
相談機関や医療機関、消防署、薬剤師会等関係機関と情報共有や連携を図る
とともに、自殺についての正しい知識の普及啓発や自殺予防等に関して理解
を広めるメンタルパートナー研修を実施する。 

 
 
３．予算額  ３, ２０１千円  （財源内訳）  一般財源  ３，２０１千円 
（前年度   ３，２４０千円）          
                                    

 
（自殺対策連絡会議の様子） 
 

こころの健康づくり支援事業 

担当 健康福祉部 保健予防課 
松浦 

   ℡ ３５２－０５９６ 



こ ど も 未 来 部 
 

新年度予算における基本的な方針 

少子化の進行や核家族化の進展など、子どもや子育てをめぐる環境が依然と

して厳しい状況の中、子ども・子育て関連３法の成立により、平成２７年４月

からはじまる子ども・子育て支援新制度に向けた準備が国と各地方自治体で進

められている。 

こうした中、本市にあっては、引き続き、妊娠から出産、乳幼児、青少年に

至るまで、途切れのない施策の展開を図るとともに、子ども・子育て支援新制

度のもと、「四日市市子ども・子育て支援事業計画（平成２７年度～３１年度）」

に基づき、就学前の教育・保育や地域の子ども・子育て支援事業の計画的な拡

充を行うなど、子どもの健やかな成長と子育て家庭への支援のより一層の充実

を図る。 

 

１．児童福祉について 

就学前児童の保育については、低年齢児を中心に利用児童数が増加し、保

護者の働き方に応じた多様な保育が求められているため、認可保育園の定員

拡充などを図るとともに、延長保育の実施園数を公私立１園ずつ増やし、休

日保育の実施園に対しては、職員を確保するための市独自の補助を実施する

など、各種の特別保育サービスの拡充に努めていく。 

また、育児の不安や負担、孤立感を和らげ、保護者が安心して子育てがで

きるよう、すべての子育て家庭を対象とした支援の充実を図る。 

そのため、子育て支援センターにおいて育児相談や子育ての情報提供、保

護者同士の交流の場の提供を行うとともに、子育てに関する必要な情報が必

要な人に的確に伝わるよう、情報提供の充実を図る。また、育児の疲れや疾

病などで一時的に子どもを養育することが困難になったとき、子どもの預か

りや施設における養育を行うことにより、保護者の心身の負担の軽減に努め

る。 

加えて、子ども医療費の助成においては、新たに中学生通院分までを助成

範囲とし、子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。 

一方、心豊かでたくましく子どもが成長できるよう、放課後等に留守家庭

となる小学生を対象に、遊びや生活の場を提供する地域の学童保育所につい

て、有資格指導員の確保や適正規模など条例で定めた基準に適合するよう、

一層の支援の充実を図るとともに、児童館においては、創作活動や戸外遊び

を通して、子どもの社会性や創造性の育成を図る。 



また、すべての家庭で一人ひとりの子どもが健やかに育つよう、子ども虐

待防止については、虐待の予防及び早期発見、早期対応を目指し、地域や関

係機関との連携を図りながら、養育の支援が必要な家庭の増加に対応するた

め訪問支援員を増員する。一方、ひとり親家庭及び寡婦が、疾病や勤務の都

合により一時的に日常生活に支障が生じた場合、生活援助や保育を行う家庭

生活支援員派遣事業を新たに実施する。 

子どもの発達支援については、保健師、保育士、教員等が子どもの発達に

関する保護者の相談に早期対応するとともに、保健・福祉・教育の関係機関

と連携し、早期発見・早期療育に努め、途切れのない支援を行う。また、児

童発達支援センターあけぼの学園においては、保育園や幼稚園等との連携を

図りながら、専門的な療育が必要な子どもや保護者への支援を行う。 

 
【主な事業】子ども医療費助成事業           ７３５，２００千円 

      不妊治療費助成事業             ４４，２５０千円 

      ひとり親家庭等日常生活支援事業        １，８５４千円 

母子家庭等自立支援給付金事業        ２０，３２４千円 

      児童虐待防止対策事業             ８，８７４千円 

プロジェクトＵ－８事業            ２，７３６千円 

ファミリー・サポート・センター事業     １１，５０２千円 

子ども・子育て支援事業計画推進事業        ４７９千円 

父親の子育てマイスター事業          ２，１９９千円 

学童保育事業               ２８５，７６７千円 

障害児通所事業              ３８８，８１３千円 

児童手当               ５，４２３，７００千円 

児童扶養手当             １，０４３，７００千円 

子育て世帯臨時特例給付金給付事業     １２３，９００千円 

児童発達支援ｾﾝﾀｰあけぼの学園移転整備事業   ７，７００千円 

旧東橋北小学校整備事業           ４５，１００千円 

（橋北幼稚園・橋北保育園          ２９，８００千円） 

（橋北児童館                            １５，３００千円） 

地域型保育事業               ８０，８９６千円 

特別保育事業                ９９，３０２千円 

（民間保育所乳児保育促進事業       ２０，３００千円） 

（民間保育所延長保育事業         ３６，２７８千円） 

（民間保育所一時保育事業         １８，３００千円） 

（民間保育所休日保育事業          ６，０００千円） 

（病児・病後児保育事業          １８，４２４千円） 

民間保育所整備事業              ５，３４６千円 



地域子育て支援拠点事業費補助金       ４８，４１３千円 

子育て支援ショートステイ事業           ９８４千円 

民間児童養護施設等整備事業         １２，１４９千円 

児童館自主事業                １，８１９千円 

 

 

２．母子保健事業について   

母子保健事業については、妊娠期から出産・育児に至るまで、妊婦および子

育て家庭の孤立感や育児不安の解消を図るための継続した支援を行う。 

さらに、産前・産後における一層の支援充実を図るため、新たに国の補助事

業を活用し、産前・産後サポート事業として、専門の保健師による継続的な訪

問相談事業を開始する。 

また、健診の実施方法や虐待のおそれのある子どもについての情報共有を目

的とした四日市市乳幼児指導委員会を新設し、医療機関との連携を深めること

で、乳幼児家庭の見守り強化を進める。 

予防接種事業については、おたふくかぜワクチンの接種費用について一部補

助を継続するとともに、定期予防接種とあわせて適切な接種の推進と啓発に努

める。 

 
【主な事業】妊産婦乳幼児健康診査事業         ３３３，８９０千円 

        妊産婦乳幼児保健指導事業           ３，９８５千円 

こんにちは赤ちゃん訪問事業          ９，０６８千円 

        乳幼児等予防接種事業           ６７６，１７２千円 

        おたふくかぜワクチン接種助成事業       ９，７１２千円 

 

 

３．就学前教育の充実について 

人格形成の基礎を培う重要な就学前教育について、子どもたちの健やかな発

達を促し、遊びを通して総合的な指導を行っていく一方、園児減少が続く公立

幼稚園での一定集団の確保方策などの検討を進めていく。 

また、子ども・子育て支援新制度により新たに創設された施設型給付を受け

る私立幼稚園に対して、良質な就学前教育を保証するために財政支援を行って

いく。 

幼稚園の保育料については、所得に応じた補助を実施し、多子世帯について

は、小学校３年生までの児童が２人いる世帯については半額、小学校６年生ま



での児童が３人以上いる世帯については無料とし、幼稚園就園家庭の保護者負

担の軽減を図る。 

なお、国の制度の見直しに伴い、低所得者に対して補助を拡充する。 

 
【主な事業】幼稚園事務費事業費             ２１，７７６千円 

私立幼稚園保育料補助金          ３７４，０００千円 

 

 

４．青少年の健全育成について 

子どもの生活リズムや規範意識の向上、有害情報対策や非行防止活動等に

取り組むとともに、子どもの安全安心の確保に向けて、保護者や地域住民、

学校、関係機関との連携強化を図る。 

  少年自然の家については、施設の老朽化に対応し、必要な施設修繕等を行

う。 

 
【主な事業】親と子どもの豊かな育ち事業          ３，０７３千円 

        子どもと若者の居場所づくり事業        ３，６３５千円 

少年自然の家施設管理運営費         ７２，４２８千円 

少年自然の家施設整備事業          ２４，５００千円 

 

（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

 ○適正な集団規模に基づいた幼稚園教育について 

   本市における公立幼稚園の園児数減少に伴い、今後の本市の幼稚園・保

育園のあり方を検討する組織を平成２６年１１月に設置。今後の適正な規

模・配置等について、学識経験者や公私立の園運営関係者や保護者等によ

る議論を重ね、平成２７年度中に報告書としてまとめる。 

 

 



 

 
   

 
１．目的 
  子育て世代の家庭に対して医療費を助成することによって、保護者の経済的負担の
軽減を図り、子どもの疾病の早期発見と早期療養を促進する。 
 
 
２．内容 
 (１)助成対象 

小学生以下の入・通院分及び中学生入院分に加え、新たに中学生通院分を追加
する。（平成２７年９月受診分より） 

  
 (２)助成見込み 
 

 【継続分】 【新規分】 
 ・小学生以下(入・通院) 

・中学生(入院) 
中学生(通院) 

計 

助成件数 412,205 件 25,415 件 437,620 件 

助成額 686,072 千円 49,128 千円  735,200 千円 

 
 
３．予算額 ７３５，２００千円   （財源内訳）県支出金  ３４０，３２５千円 
 （前年度 ７０２，５００千円）        一般財源  ３９４，８７５千円 
 
 
 
 
  

子ども医療費助成事業 

担当 こども未来部 こども保健福祉課 
市川 

       ℡ ３５４－８０８３ 



 
 
 

 
１．目的  
保護者の就労等により放課後等に留守家庭となる児童の健全育成と、その保護者の
就労支援を目的として､遊びや生活の場として学童保育を行う地域の運営委員会に対
して、条例で定めた設備及び運営に関する基準に適合するよう、支援を拡充する｡ 
 
 
２．内容（主なもの）   
○国・県の補助制度に基づくもの 
・運営費（45 箇所）・障害児受入推進費等の補助       ２２６，１３６千円 

44 か所→45 か所             
・学童保育所の備品整備にかかる備品整備費補助        ６，０００千円 

 
○市独自で行うもの 

・建築費補助[拡充]                    ２７，０００千円 

     補助率の引上げ（2/3→3/4）、上限額の引上げ（9,000 千円→12,000 千円）  

・有資格常勤指導員配置推進に関する補助[拡充]        １１，３３９千円 

     社会保険料補助、資格取得支援補助の創設 

・就学援助家庭等利用補助[拡充]               ９，０００千円 

     上限額の引き上げ （4,000 円/月 → 5,000 円/月） 

・学童保育所環境改善事業費補助[新規]            ２，８００千円 

     小規模修繕等補助の創設 

・ＡＥＤ整備費補助                     ３，２１８千円 

 

 
３．予算額  ２８５，７６７千円   （財源内訳）県支出金 １４３，４７７千円 
（前年度  ２７２，４１６千円）         その他特財    １，４９８千円 

        一般財源 １４０，７９２千円 
                

 
 担当 こども未来部 こども未来課 

鎌田 
   ℡ 354－8069 

学童保育事業 



 

 
 
１．目的 
  児童発達支援センターあけぼの学園の移転と誘致する民間医療機関における県地区
社会福祉事業用地の有効活用に向けて、平成２７年度は都市計画法上の手続きを進め
ると同時に、当該用地東側の外周道路拡幅の整備を進める。 
 
２．内容 
  開発行為にあたり、県地区社会福祉事業用地と接続する東側の外周道路を幅員９ｍ
に拡幅し、通行の安全を確保する必要があるため、平成２７年度は外周道路拡幅の整
備に必要な道路の測量及び設計を行う。 
 
３．予算額   ７，７００千円     （財源内訳）一般財源 ７，７００千円 
  （前年度 １９，７４８千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考：移転整備スケジュール（予定）＞ 

平成２７年度 平成２８年度以降 

○ 外周道路拡幅の整備に必要な道路の測量及
び設計 

○ 開発行為に必要な都市計画法上の手続き 

○ 外周道路の ○ 土地の設計及び造成工事 
拡幅工事  ○ 建物の基本・実施設計 

        ○ 建物の建築工事 

 
 担当 こども未来部 こども未来課 

三井 
   ℡ 354－8038 

児童発達支援センターあけぼの学園移転整備事業 

用地東側の外周道路拡幅の整備にあたる部分 



（新）旧東橋北小学校整備事業 
（橋北児童館・橋北幼稚園・橋北保育園） 

 

１．目的 
学校統合により遊休化している旧東橋北小学校について、早期に有効活用を図
るため、子育て支援の機能を中心とした複合施設としての改修を行う。 

２．内容 
橋北児童館について、老朽化・スペース不足に対応するため、４階部分を活用
し、また、子育て世代等交流の場を併設することで、子どもの居場所づくり、健
全育成の推進、子育て家庭等の相談及び地域交流の場づくりを行う。 
また、現在、橋北中学校を間借りしている橋北幼稚園、及び施設の老朽化が進
む橋北保育園を旧東橋北小学校の１階・２階に移転させ、就学前の教育・保育を
一貫して提供していく。そのため、その整備に向けた基本・実施設計を行う。 

３．予算額 ４５，１００千円  （財源内訳）一般財源 ４５，１００千円 
（前年度      ０千円） 
≪参考：施設全体の整備計画≫ 
（１）利活用内容 

校 舎：延床面積５，７０７㎡（平成４年竣工、ＲＣ造４階） 
１階 幼稚園および保育園、地元の地域活動施設  
２階 幼稚園および保育園 
３階 貸館・貸しスペース 

企業ＯＢによる中小企業・ベンチャー企業への相談支援の場 
     ４階 児童館、子育て世代等交流の場 

（２）スケジュール 
平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 
1月  2 月 8月議会       2 月議会 

  
 

12月末 

（３）基本・実施設計に関する予算額 
整備する施設 担当課 予算額 

幼稚園および保育園 保育幼稚園課 ２９，８００千円 
地元の地域活動施設、貸館・貸しスペース 市民生活課 １５，７００千円 
企業ＯＢによる相談支援の場 工業振興課 １，４００千円 
児童館、子育て世代等交流の場 こども未来課 １５，３００千円 

合   計 ６２，２００千円 

 
担当 こども未来部 こども未来課 
   柴田  ℡354－8069 

 保育幼稚園課 
   大西  ℡354－8173 

基本・実施設計 

補
正
予
算 

契
約
案
件 

改修工事 

完
成 

積
算
・発
注 



 

 

 

 

 

 １．目的 

    子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、従来の認可保育所（定員２０人以上）の
枠組みに加え、新たに市の認可事業として少人数の単位で預かる事業類型（地域型保
育事業）を設け、低年齢児（０～２歳児）の受入の拡充を図る。 

 

２．内容 

地域型保育事業のうち、下記の事業を実施する事業者に対して、園児が保育を受け
るために必要な費用を支給していく。 
 
１）小規模保育事業について 
対象事業  小規模保育事業 Ｂ型 

    対象施設  ６箇所 
 
  ２）事業所内保育事業について 

対象事業  事業所内保育事業  
    対象施設  １箇所 
   
 
３．予算額   ８０，８９６千円  （財源内訳）国庫支出金 ３４，８０８千円 
（前年度       ０千円）       県支出金  １７，４０３千円 

一般財源  ２８，６８５千円  

（新）地域型保育事業 

担当 こども未来部 保育幼稚園課 
   大西 
   ℡354－8173 



 

１．目的 
   妊産婦の家庭や地域での孤立感や育児不安の解消を図り、安心して赤ちゃんとの生
活を送ることができるように、保健師等が重点的に家庭訪問等による相談支援を行う。 

 
２．内容 

市内在住の妊婦および、概ね生後４か月未満の乳児と母親で、産前・産後の育児や 
体調に不安があるが、家族からの援助を受けることが困難な人に対して、継続した訪 
問や相談を行うことで、母親が育児に自信を持てるように支援する。国の補助事業を 
活用して訪問支援専門の保健師を配置し、これまで以上にきめ細やかな対応を行うこ
とにより、産前・産後支援の拡充を図る。 

【産前・産後サポート事業の位置づけ】

　

継続支援

（保健師・助産師等）
妊娠届出

母子健康手帳交付

妊 娠 子 育 て

保健師・助産師による妊婦訪問・相談

出 産

医療機関 ４か月児

健康診査

１０か月児

健康診査

妊婦健康診査１４回 予 防 接 種

乳児全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん訪問） ○養育支援訪問事業

（専門的相談支援）

○乳幼児訪問指導

新生児・未熟児訪問

★産前・産後の体調や育児に不安があり、家族等

からの支援を受けることが困難な人に対し、保健

師等が継続して家庭訪問等を行い、家庭や地域

での孤立感と育児不安の解消を図る。

 
３．予算額  ２，１１８千円  （財源内訳）  国庫支出金  １，０５９千円 
     （前年度     ０千円）         一般財源   １，０５９千円 
   
 担当 こども未来部こども保健福祉課 

    瀬古 
    ℡３５４－８１８７ 

産前・産後サポート事業 
（妊産婦乳幼児保健指導事業） 



商 工 農 水 部 
 

新年度予算における基本的な方針 
市内の景気の動向については、ハローワーク四日市管内の有効求人倍率は1.00
を超える水準で推移する等、明るい兆しはあるものの、個人消費が消費増税前の
水準に戻っていないとの声も聞かれるなど、中小企業をはじめとする市内企業の
経営環境は依然として厳しい状況にある。 
このような中、工業振興については、企業立地奨励制度等の見直しにより、臨
海部工業用地の有効活用の促進、企業の高付加価値型産業への転換や研究開発機
能の強化を促進するとともに、中小企業の新製品・新技術の開発や海外展開の支
援、ミラノ国際博覧会三重県ウィーク（仮称）等における地元企業の出展・海外
販路開拓支援などにより、本市産業の持続的な発展を図る。 
商業振興については、買い物拠点の維持・再生や中心市街地の活性化に取り組
むため、従来の支援を継続しつつ、中心市街地に総合的な市政情報を発信する設
備を整備するなど、賑わいの創出に資する新たな事業に取り組む。 
観光推進については、観光施策を総合的に推進するため、観光施策に関する条
例の策定作業を進める。また、四日市市観光大使やマスコットキャラクターの「こ
にゅうどうくん」を活用し、東京のアンテナショップなどにおいて四日市の魅力
を発信することで、本市のイメージアップを図る。 
雇用対策については、上記の産業活性化策を通じた雇用の場の維持・創出に加
え、障害者雇用奨励金や地域若者サポートステーションへの支援等により、障害
者や就労困難な若年者等への就労支援を継続する。特に障害者雇用については、
特例子会社の設立に関する支援制度を新設するとともに、事業所を対象としたセ
ミナー等を開催し、障害者雇用のより一層の促進を図る。 
農水畜産施策については、新規就農者の育成・確保、担い手農家の規模拡大や
機械・施設整備等への支援を行い、安定した農業経営体を育成する。また、農地
中間管理機構等を通じ、担い手農家への農地集積を図るとともに、荒廃農地の復
元支援など、農地の保全・活用への取り組みを進めていく。 
また、サル、イノシシなどの鳥獣被害対策については、捕獲ワナの効果的な設
置を図り、捕獲実績の向上を図るとともに、電気柵の設置補助、追い払い体制の
強化等を通じ、被害軽減に向けて取り組んでいく。 
 農業基盤の整備については、緊急性や重要性を考慮しながら、水利施設等農業
用施設の改修を進めていく。 
 水産基盤の整備については、防災機能の回復・向上を図り、背後地の生命・財
産を守るため、磯津漁港海岸保全施設の整備を進めていく。 
 
１．高付加価値型産業構造への転換について 
 企業立地奨励金交付事業や民間研究所立地奨励金交付事業により、既存事業者



や新規立地企業の設備投資の誘発、並びに既存工場のマザー工場化の促進や研究
開発機能の集積による新規事業分野への展開等の推進を図るとともに、産業の高
度化を担う人材育成支援を行う。 
 
【主な事業】 ものづくりエキスパート育成事業      １０，０００千円 

企業立地奨励金交付事業         ７９４，０００千円 
民間研究所立地奨励金交付事業       ８６，０００千円 

 
２．中小企業支援について 
中小企業による新製品・新技術開発、海外を含めた販路拡大及び企業の人材確
保等を支援し、中小企業の活力を高めるとともに、国際競争力強化を図るため、
中小企業海外展開セミナー等による海外展開支援を行う。さらに、ミラノ国際博
覧会三重県ウィーク（平成 27 年 7 月 1 日（水）～4日（土））等において、地元
企業のヨーロッパ等海外販路開拓支援を行うとともに、本市のシティープロモー
ションを実施し、市内産業の活性化及び本市のイメージアップを図る。 
また、中小企業に対する融資制度による経営支援や、国の認定を受けた創業支
援事業計画に基づき、商工会議所等との連携による創業支援に努める。 
 
【主な事業】 中小企業新規産業創出事業          ８，０７７千円 

産業高度化推進調査費（ミラノ万博出展分）  ５，４８４千円 
ものづくりエキスパート育成事業（再掲）  １０，０００千円 
産学連携推進事業              ３，３００千円 
中小企業ものづくり活力創造事業       ７，３５３千円 
中小企業海外販路開拓支援事業        ４，３００千円 
中小企業向け制度融資預託金     ２，１３９，７００千円 
中小企業向け制度融資保証料補給金     １４，６９２千円 

 
３．買い物拠点の維持・再生、中心市街地等の活性化について 
 商店街等におけるイベントの実施や空き店舗への新規出店に対する補助など、従来

の支援を継続しつつ、新たに、中心市街地にデジタルサイネージを設置し、市政・観

光・防災・地域情報等の総合的な情報発信を行う。 

 

【主な事業】 近鉄四日市駅西開発整備事業        ４５，７１０千円 
中心市街地活性化促進事業         ２１,７００千円 
すわ公園交流館管理運営事業        １８，６７３千円 
定期市活性化促進事業            ３，０００千円 
買い物拠点再生事業            １５，９００千円 

 
 



４．雇用対策について 
    就労コーディネーターを中心に、ハローワーク、教育機関、健康福祉部など

と連携し、就労困難者の早期就労を支援するとともに、地域若者サポートステ
ーションへの支援や、資格取得を目指す求職者に対する助成を継続する。 

    また、障害者雇用のより一層の促進を図るため、企業訪問による啓発を継続
する一方、市内に特例子会社を設立しようとする事業者への支援制度を新設す
るほか、事業所を対象に、先進企業の現場見学も含めたセミナーを開催する。 
 
【主な事業】 就労コーディネーター事業          ３，３９７千円 

雇用安定関係啓発事業（若年者就労支援他）  ３，３２１千円 
障害者雇用促進事業（特例子会社設立支援他） ３，１２０千円 
障害者雇用奨励事業             ３，０００千円 

 
５．観光推進について 
本市の観光施策を推進していくためには、施策の方向性を示し、行政、市民、事
業者など、それぞれの担う役割の明確化及びおもてなし意識の醸成が必要であるこ
とから、関連する条例を策定するなど、観光施策の推進を図る。 
観光大使やマスコットキャラクターの「こにゅうどうくん」を活用するととも
に、三重テラス等を利用したイベントを開催するなど、本市の魅力発信に取り組
む。また既存の観光施設についても、魅力アップや利便性、安全性の向上を図る。 
本市の代表的な行事である「大四日市まつり」、「四日市花火大会」、「四日市サ

イクル・スポーツ・フェスティバル」を開催し、市民に楽しみを提供するととも
に、本市への誘客のきっかけとしていく。 
 
【主な事業】 観光対策推進事業             １１，９９７千円 

大四日市まつり事業            ２１，５００千円 
四日市花火大会事業            ２２，５００千円 
四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル事業 

１８，５００千円 
観光施設整備事業             ２１，２００千円 

 
６．地産地消・優良農地の保全と担い手の育成について 
地産地消推進事業では、ホームページやパンフレットを活用した消費者への情
報発信や食育活動を通じた農業者と消費者との交流を支援するとともに、学校給
食での地元食材の利用割合、使用量の増加に取り組む。さらに、農産物のブラン
ド化や６次産業化など、農産物の高付加価値化への取り組みも推進していく。 
優良農地保全事業では、荒廃農地の復元支援や市民菜園の開設経費を助成する
とともに、農地中間管理事業や農地バンク制度を定着させるなど農地集積を促進
し、農地の保全・有効活用を図る。 



担い手農家育成支援事業では、新規就農者に対する技術習得支援や初期投資補
助、給付金制度を通じて、経営の早期安定化を図るとともに、人・農地プランに
位置づけられた中心経営体等が取り組む機械・施設整備の支援を引き続き行う。
加えて、農業に参入する企業の初期投資補助を行い、多様な担い手の育成を支援
する。 
 
【主な事業】 地産地消推進事業              ４，４６０千円 

優良農地保全事業              ２，８００千円 
担い手農家育成支援事業          ３４，３９３千円 

 
７．鳥獣被害防止対策について 
サル、イノシシ、シカなどの有害鳥獣による農作物への被害が深刻化している
ことから、地元自治会や猟友会等と連携した捕獲を推進するとともに、防護柵設
置などへの経費助成と併せた総合的な被害防止対策を行う。特に被害発生区域の
拡大が著しいサルについては、捕獲体制を強化し被害防止を図る。 
 

【主な事業】 鳥獣被害防止対策事業           ２１，４３５千円 
 
８．農業生産基盤の整備について 
水利施設等老朽化した農業用施設の更新・補修を行い、機能保全、長寿命化を
図るとともに、災害を未然に防止し、農産物の安定生産を図る。 
 
【主な事業】 市単土地改良事業             ４６，５００千円 

多面的機能支払交付金事業         ６５，８５４千円 
南・北排水機場維持管理事業        １３，６５１千円 

 
９．漁業生産基盤の整備について 
老朽化や浸食等により機能が低下している磯津漁港海岸保全施設の整備を行
い、防災機能の回復・向上を図り、背後地の生命・財産を守る。また、漁港施設
の適切な機能保全のための計画を策定する。 
 
【主な事業】 海岸保全事業              １７０，０００千円 

漁港施設保全整備事業            ９，０００千円 
 
１０．食肉センター食肉市場について 
消費者へ、より安全で高品質な食肉を安定供給するため、施設・設備の計画的
な更新整備を実施するとともに、的確な施設維持・衛生管理を実施することによ
り、施設の安定稼働に努める。 
また、市場流通の円滑化を図るため、卸売業者が実施する集荷・販売対策事業



を支援する。 
 
【主な事業】 食肉センター食肉市場施設維持管理事業  １４８，９４２千円 

食肉センター食肉市場施設整備事業    １１２，５００千円 
（うちアセットマネジメント ２６,２００千円） 

市場機能強化対策事業           ７９，３０２千円 
１１．競輪事業について 
本場開催は、記念競輪を除いて、今年度も通年ナイターを実施するとともに、
西日本カップ（昼）を初めて開催する。 
包括民間業務委託の実施などによりファンサービスの充実と収益向上に努め
るとともに、競輪事業特別会計から一般会計への繰出金を予定する。 
施設整備については、メインスタンドの耐震補強を進めるとともに、管理棟空
調設備の更新を行う。 
事業継続については、四日市競輪の今後のあり方検討委員会が定める存続条件
について、四日市競輪検証委員会が引き続きチェックする。 
 

【主な内容】 施設整備事業（耐震化推進）        ５３，６９５千円 
施設整備事業（アセットマネジメント）     ２１，３００千円 
一般会計繰出金             １５０，０００千円 

 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 
・観光対策推進事業 
  観光施策を総合的に推進するため、条例制定に向けた取組み等を行う。 



 

 

 

１．目的 

新規産業の誘致、既存企業の新規設備投資の誘発を図るため、企業の新たな設備

投資に対して奨励措置を講じる。 

本制度は平成２６年度末をもって期限切れとなることから、見直しを図り、今後

も本市産業が競争力を確保し持続的な発展を促していく。 

 

２．内容 

事業所などの新設・増設事業について、新たに投下された固定資産（土地、家屋、

償却資産）に対する固定資産税・都市計画税等相当額の一定割合を奨励金として交

付する。 

（1件あたり交付総額上限１０億円） 

 

※平成２７年４月以降指定の事業については改正後の制度に基づき奨励金の交付

を行う。 

 

【主な改正内容】 

①交付期間の短縮 

奨励金交付期間について、企業の設備投資の回収期間が短くなってきている実

態に合わせて５年から３年に短縮するとともに、交付２年目及び３年目の補助率

を２分の１から３分の２にかさ上げする。 

②重点分野を創設して奨励金拡充 

今後成長が見込まれる事業や高シェアを誇る製品を生産する事業、臨海部コン

ビナート地区における企業内空地を活用する事業等を「重点分野」として指定し、

交付１年目の補助率を３分の２とする。  

 

（参考）奨励金交付率の推移について 

交付年度 

区分 
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

改正前 １／２ １／２ １／２ １／２ １／２ 

改
正
後 

一般分 １／２ ２／３ ２／３ － － 

重点分野 ２／３ ２／３ ２／３ － － 

 

３．予算額 ７９４，０００千円   （財源内訳）一般財源 ７９４，０００千円 

（前年度 ３９２，０００千円） 

 

 

企業立地奨励金交付事業 

 

 

 

担当 商工農水部 工業振興課 

服部、渡瀬 

℡ ３５４－８１７８ 



 

 

 

１．目的 

国際競争力の高い先端技術産業の集積や次世代産業への展開を促進するため、市

内における企業の新たな研究施設の整備を支援する。 

本制度は平成２６年度末で失効するが、一部見直しを行い、引き続き奨励を行う

ことにより、本市における研究開発機能の集積を図る。 

 

２．内容 

（１）研究施設奨励金 

市内の既存事業所や新規立地企業が、先進的な研究開発を進めるために、新

たな研究施設の新増設を行う際に奨励金を交付する。 

・対象となる研究施設の取得価格の１％から１０％を奨励金として交付 

（上限３億円） 

（２）研究者集積奨励金 

研究施設奨励金の交付対象事業への従事を目的として、新規雇用または市外

からの異動により新たに研究者を増員する際に、奨励金を交付する。 

・奨励金交付額:研究者１人につき５０万円～１００万円を交付（上限１億円） 

※研究者集積奨励金は平成２６年度までに認定された事業に限る 

 ※平成２７年４月以降認定の事業については改正後の制度に基づき奨励金の交付

を行う。 

【主な改正内容】 

○拡充分の創設 

研究施設奨励金について、事業継続力の高い国内拠点化等を促進するため、マ

ザー機能の集積等につながる研究開発施設の新設・増設については、奨励割合を

１．５～２倍に拡充する。 

（参考）奨励割合について 

取得価格 

区分 
～２億円 ２億円～２０億円 ２０億円～ 

一般分 １０％ ５％ １％ 

拡充分 １５％ ８％ ２％ 

 

３．予算額  ８６，０００千円   （財源内訳）一般財源  ８６，０００千円 

（前年度 １１５，５００千円） 

 

民間研究所立地奨励金交付事業 

 

 

 

担当 商工農水部 工業振興課 

服部、渡瀬 

℡ ３５４－８１７８ 



 

 

 

１．目的 

本市のものづくりを支える中小製造事業者の活力を創造するため、ものづくり技術

を支える人材の確保や、産学又は産業間の連携による研究開発を促進するセミナー開

催を支援することにより、地域産業の競争力強化及び活性化を図る。併せて、海外需

要の獲得による市内製造事業者の成長を促進するため、海外展開に向けた支援を行う。 

 

２．内容 

（１）企業人材確保支援事業                    ４８０千円 

①留学生企業訪問事業                    ３８０千円 

グローバルな人材の確保を支援するため、近隣大学の留学生を対象として、市

内のオンリーワン、ナンバーワン技術等を有する中小製造事業者の技術力や魅力

を伝える企業訪問バスツアーを実施する。 

②工業高校生徒の企業訪問支援事業補助金           １００千円 

四日市商工会議所が市内の工業高校等の生徒を対象として実施する中小製造

事業者訪問バスツアーに対して、その経費の一部を補助する。 

（２）研究開発マッチングセミナー支援事業補助金          １００千円 

大学等研究機関、各種商工団体又は産学連携の推進を目的とする組織がその機能

を活かして実施する、企業のニーズと大学等研究機関が有するシーズとのマッチン

グを目的としたセミナーについて、その経費の一部を補助する。 

（３）ビジネスインキュベータ関係事業補助金          ４，００８千円 

本市産業の集積を活用し創業を目指す事業者を、じばさん三重３階に整備したベ

ンチャー支援施設である「ビジネスインキュベータ」において支援する。 

（入居状況 Ｈ２６末見込４社） 

（４）（新）海外展開支援事業                 ２，７６５千円 

海外展開における課題や支援制度などをテーマにした中小企業海外展開セミナ

ーを開催する。また、参加者の投資意欲の高い国やテーマを選定の上、海外視察ミ

ッションの派遣を行う。 

 

３．予算額 ７，３５３千円      (財源内訳) その他特財 ２，７６５千円 

（前年度 ４，８２０千円）           一般財源  ４，５８８千円 

担当 商工農水部 工業振興課  

服部、山下、久徳 

℡ ３５４－８１７８ 

中小企業ものづくり活力創造事業 



 

 
 
 
１．目的 
学校統合により遊休化している旧東橋北小学校について、早期に有効活用を図
るため、子育て支援の機能を中心に、市民活動の場などの貸館・貸しスペース、
地元の地域活動施設、企業ＯＢによる中小企業等への相談支援を行う場といった
複合施設としての改修を行う。 
 
２．内容 
３階の一部を企業ＯＢによる中小企業・ベンチャー企業への相談支援の場とし
て整備するため、基本設計及び実施設計を行う。 
 
３．予算額 １，４００千円      （財源内訳）一般財源 １，４００千円 
（前年度     ０千円） 
 
≪参考：施設全体の整備計画≫ 
（１）利活用内容 

校 舎：延床面積５，７０７㎡（平成４年竣工、ＲＣ造４階） 
１階 幼稚園および保育園、地元の地域活動施設  
２階 幼稚園および保育園 
３階 貸館・貸しスペース 

企業ＯＢによる中小企業・ベンチャー企業への相談支援の場 
     ４階 児童館、子育て世代等交流の場 

（２）スケジュール 
平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 
1月  2 月 8月議会       2 月議会 

  
 

12月末 

（３）基本・実施設計に関する予算額 
整備する施設 担当課 予算額 

幼稚園および保育園  保育幼稚園課 ２９，８００千円 

地元の地域活動施設、貸館・貸しスペース 市民生活課 １５，７００千円 

企業ＯＢによる相談支援の場 工業振興課 １，４００千円 

児童館、子育て世代等交流の場 こども未来課 １５，３００千円 

合   計 ６２，２００千円 

 

担当 商工農水部 工業振興課 
    服部 
    ℡ ３５４－８１７８ 

基本・実施設計 

補
正
予
算 

契
約
案
件 

改修工事 

完
成 

積
算
・発
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（新）旧東橋北小学校整備事業 

（地域産業支援） 



 
 
 
１．目的 
中心市街地の活性化を図るため、市道西町線の一部を歩行者天国とし、来街者の駅東
地区への誘導を図るとともに、回遊性の創出、にぎわいの再生を目指す。また、イルミ
ネーション事業に支援を行うことによって、冬期来街者の増加を図る。 
さらに、中心市街地において、災害発生等の緊急時に広く市民及び来街者に対して迅
速に情報を伝えるとともに、平常時においては市政・観光・防災・地域情報等の総合的
な情報発信を行うことにより、本市の情報発信機能を強化し、中心市街地の活性化を図
る。 
 
２．内容 
○市道西町線歩行者天国事業      ３，６００千円 
市道西町線および平成２５年度に改装したふれあいモール一帯を歩行者天国とし
て、大道芸人によるパフォーマンスや、物販スペース、オープンカフェ等の設置を行
うことで、市民に憩いの場を提供するとともに、中心市街地の賑わいを創出する。 

○イルミネーション事業                     ２，０００千円 
冬期において、近鉄四日市駅東口周辺で行われるイルミネーション事業に対し補助
金を交付する。 

 ○（新）デジタルサイネージ設置・運営事業           １６，１００千円 
多くの人への情報発信に関して最も効果の高い場所に、民間の広告手法を活かした
効果的かつ効率的な情報発信設備（デジタルサイネージ）を設置する。なお、設置場
所、設置機器の仕様、設置後の維持管理、運用方法などについては、民間事業者から
提案を公募し、一括して委託する。（平成２８年度以降は、設備の維持管理及び情報発
信業務を委託する。） 

 
３．予算額 ２１，７００千円     （財源内訳）その他特財   ６，１３１千円 
（前年度  ５，６００千円）          一般財源   １５，５６９千円 
 
４．債務負担行為 

デジタルサイネージ設置・運営事業 
限度額  ２４，４００千円 （総事業費）４０，５００千円 
期間   平成２７年度から平成３１年度 

担当 商工農水部 商業勤労課 

   上野、坂口 

℡ ３５４－８１７５ 

中心市街地活性化促進事業 



 

 

 

１．目的 
障害者の雇用に効果の高い特例子会社を市内に設立する事業所に対し、設立経費
の一部を支援することで、雇用の一層の推進を図る。 
また、障害者雇用に不安を抱える事業所等に対し、雇用に関する研修や先進企業
の取り組みを見学する機会を提供することで、事業所における障害者雇用の理解を
深める。 
 
２．内容 
○四日市市特例子会社設立補助金               ３，０００千円 
市内に特例子会社を設立する事業所に対し、設立にかかる経費の一部を補助す
ることで、障害者雇用の一層の推進を図る。 

【補助金額】補助対象経費の１/４以内 上限額１，５００千円 

【補助対象経費】施設整備に係る工事請負費、委託料、事務機器等リース料、 
広報費 等 

   ＜参考＞三重県の補助制度 補助対象経費の１/２以内（上限額３，０００千円） 
 
  ※特例子会社について 

事業主が障害者の雇用に特別の配慮をした子会社を設立し、一定の要件を満たす場合
には、特例としてその子会社の労働者を親会社に雇用されているものとみなして、障害
者の実雇用率を算定できることとしている。 
〈特例子会社認定要件〉  
・親会社が子会社の意思決定権限を有する 
・子会社が雇用する障害者が５人以上で従業員数の２０％以上  など           

 

〇障害者定着企業支援事業                   １２０千円 
障害者雇用の意向はあるものの受入体制等に不安を抱える事業所や、既に雇用

している障害者の早期離職の防止を図るため、雇用に際して配慮すべき点や、各
種支援制度等を体系的に学ぶ研修、及び先進企業の取り組みを現場見学する機会
を提供し、事業所における障害者雇用への理解を深める。 

  【対象者】 市内事業所の経営者層や人事担当、現場の責任者等 

  【研修概要】３日程度の研修を実施 
障害者雇用の現状と課題分析、障害特性に関する理解の促進、障害 
福祉施策に関する説明、各種助成制度の説明、先進事業所見学 等 

 
３．予算額 ３，１２０千円       (財源内訳) 一般財源 ３，１２０千円 
（前年度     ０千円） 

（新）障害者雇用促進事業 

担当 商工農水部 商業勤労課 
坂口、東内 
℡ ３５４－８１７５ 



 
 
 
１．目的 
いきいきと働ける集いと交流のある街づくりに向けて、本市の魅力的な観光素材
を観光資源として磨き上げるとともに、積極的な情報発信・ＰＲ活動を行うことに
より、観光を通じた本市のイメージアップと交流人口の増大を図っていく。 
 
２．内容 
・（新）観光施策の推進に関する条例等策定事業        ５，３９１千円 
本市の観光施策を推進していくために、施策の方向性を示し、行政、市民、事

業者等のそれぞれの担う役割の明確化及びおもてなし意識の醸成等が必要である
ことから、関連する条例の策定などを行う。 

・東海道観光魅力アップ事業                 ３，０００千円 
旧東海道の通る本市として、その街道の魅力を再発見し、観光資源として活用
していくため、沿線の各地区と協議・連携しながら、情報発信やイベント実施な
ど東海道の魅力アップに取り組む。 

・四日市市観光大使等活用事業                ２，３７０千円 
観光大使として、市等が主催するイベントに参加いただくなど、観光大使の知
名度を本市のＰＲに活用していく。 
また本市の公式マスコットキャラクターである「こにゅうどうくん」を活用し、
イベントを盛り上げるとともに本市の魅力発信に取り組む。 

・観光ＰＲ事業                       ２，４３６千円 
三重県のアンテナショップ「三重テラス」や「三重の観光営業拠点運営協議会」
が運営する名古屋の「桜通りカフェ」を利用したイベント開催などを通じて、本
市の魅力発信に取り組む。  

 

３．予算額 １３，１９７千円     （財源内訳）一般財源 １３，１９７千円 
（前年度  ７，１００千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当 商工農水部 商業勤労課 
観光推進室   牧野 
℡ ３５４－８１７６ 

観光推進事業 

（桜通りカフェイベント） 



 

 

 

 

１．目的 

本市の魅力的な観光資源について、今後も継続的に活用し、集客力アップに結び付

けていくために、利便性の向上、魅力の増進、安全性の向上を図っていく。 

 

 

２．内容 

・水沢もみじ谷周辺整備事業               １４，９００千円 

もみじまつりや星の広場でのイベントに対応できるよう、もみじ谷周辺の迂回

路等の道路整備を行う。 

 

・伊坂ダムサイクルパーク休憩施設整備事業         ６，３００千円 

休憩施設においてシャワー等を整備し、伊坂ダムサイクルパークへの来訪者へ

の利便性向上を図る。 

 

 

３．予算額 ２１，２００千円    （財源内訳）一般財源 ２１，２００千円 

（前年度  ３，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（もみじ谷周辺迂回路整備）       （伊坂ダム休憩施設） 

担当 商工農水部 商業勤労課 

観光推進室   牧野 

℡ ３５４－８１７６ 

観光施設整備事業 

整備個所 



   
 
 
１．目的 

ＴＰＰ交渉の行方が不透明なことに加え、農業者の高齢化による担い手不足や
遊休農地の増加、さらに農産物価格の低迷など、農業を取り巻く状況が非常に厳
しい中、農業経営の安定化を図り、持続可能な経営体を育成するため、地産地消
のほか農産物のブランド化、６次産業化などを推進し、販路の開拓・確保を支援
する。また、農業生産基盤の維持・確保のため、荒廃農地の復元や担い手への農
地集積を促進し、農地の保全・活用を図る。一方、新規就農者に対しては、技術
指導から経営指導、農地斡旋、初期投資への支援のほか、経営が軌道に乗るまで
助成を行い、担い手となるまで一貫した就農支援を行っていく。 

 
２．内容 
(1)地産地消推進事業                     ４，４６０千円 
地産地消を推進し、本市で生産される魅力的な産品を紹介する場を設けること
で、生産者の顔の見える安全・安心な食材を求める市民のニーズに応えていくと
ともに、農産物のブランド化や６次産業化を進め、農産物の高付加価値化に取り
組んでいく。 
また、学校給食への地元食材の利用割合を拡大し、新たな販路の確保を図ると
ともに、生産者と児童の交流を通じた食育を推進する。 
●地産地消ふるさとの食推進事業 ●学校給食等地産地消推進事業 

   ●アグリビジネス推進事業 

      
調理・農産加工実習指導の出前講座     給食を通じた生産者と児童との交流会         

 
(2)優良農地保全事業                     ２，８００千円 
農地の保全・活用を進め、食料生産の場としての機能だけでなく、防災、環境
保全、景観形成、憩いの場などの多面的機能の発揮を図る。 
そのため、荒廃農地の復元支援や、農地中間管理事業、農地バンク制度などを
活用して担い手農家への農地の集積を進めるとともに、市民、ＮＰＯ等による市
民菜園の開設など、多様な担い手による農地の有効活用を図る。 

   ●優良農地復元化事業 ●市民菜園整備事業 ●農地集積支援事業 

地産地消の推進、優良農地の保全、担い手農家の育成



 
 
 
 

→ 
 
 
 
 

地域の担い手が荒廃農地（水田）を再生 
 
 
(3)担い手農家育成支援事業                 ３４，３９３千円 
 新規就農者や農業参入する企業の初期投資を支援し、新たな担い手を育成する
とともに、人・農地プランに位置づけられた中心経営体が行う機械・施設整備等
を支援し、経営の強化・安定化を図る。これらの対策を通じて農地・農業の担い
手を育成・確保し、農地の保全を図る。 
●経営体育成支援事業 ●青年就農給付金事業 
●新規就農技術支援事業 ●新規就農者支援事業 ●企業等農業参入支援事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．予算額 ４１，６５３千円   （財源内訳）県支出金   ３１，６８０千円 
（前年度 ４０，８８０千円）        その他特財   １，８０３千円 
                      一般財源    ８，１７０千円 
 

担当 商工農水部 農水振興課  

渋谷、堀田、北川  

℡ ３５４－８１８０ 

経営体育成支援事業で整備された機械 
（左：色彩選別機 右：計量機） 

新規就農者支援事業で整備された施設 
（パセリのビニールハウス） 



 
 
 
１．目的  

サル、イノシシ、シカ等の野生鳥獣の出没域がより拡大し、農作物等への被害が
深刻な状況となっていることから、捕獲活動の実施、電気柵等の進入防御柵の設置
補助、農業者、住民、猟友会が連携した追い払いの支援を行うことにより、被害防
止対策を推進する。 

 
２．内容 
（１）サル、イノシシ、シカ等の有害鳥獣の銃器、捕獲オリやサル大量捕獲囲いワ
ナによる捕獲を推進する。 
○有害鳥獣捕獲事業業務委託              ６，７６０千円 

  （２）有害鳥獣による農作物等の被害を軽減するため、地域が一体となって被害を
軽減するための取り組みを推進する。 
○防除施設等整備補助金                 ５，０００千円 
○追い払い物品支給等                  ４，８８０千円 

  （３）サルに取り付けられた発信機からの電波を受信し、サルの群れの位置を調査
するとともに周辺住民等へ情報を伝え、追い払いや捕獲活動に活用し、被害防
止に努める。 

     ○野生ザル行動調査・監視業務委託           ２，５００千円 

  （４）サル大量捕獲囲いワナやシカ・イノシシの捕獲オリの導入など、四日市市鳥
獣被害防止総合対策事業推進協議会が行う鳥獣被害防止総合対策事業に対して
負担金を支出し、捕獲を推進する。 

     ○鳥獣被害防止総合対策事業推進協議会         ２，２９５千円 

           

 
３．予算額   ２１，４３５千円  （財源内訳）一般財源  ２１，４３５千円 
（前年度  １３，９５２千円） 

鳥獣被害防止対策事業 

担当 商工農水部 農水振興課  

宮本、日置 

℡ ３５４－８１８１ 

サル大量捕獲囲いワナ（桜町） 

寸法：10ｍ×20ｍ×2.7ｍ 



 
 
 
 
１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置づけた
食肉センター食肉市場施設について、老朽化が進んでいる屋根及び外壁について計
画的な整備や修繕を行い、施設の機能や安全性の保持、長寿命化を図ることにより、
長期的な経費の削減及び財政負担の平準化を実施する。 
 
 
２．内容 
市場棟屋根外壁改修工事 
老朽化が進んでいる市場棟の屋根及び外壁を改修する。 

 
 
３．予算額 ２６,２００千円      （財源内訳）一般財源 ２６,２００千円 
（前年度  １３,７００千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市場棟屋根               市場棟外壁 

 

 

 

 

食肉センター食肉市場施設整備事業（アセットマネジメント） 

担当 商工農水部 食肉センター 
北上、奥山 
℡ ３５３－０２０９ 



 
 
 
１．目的 
四日市競輪場メインスタンドの耐震診断調査を受けて、耐震補強実施設計を進め
るとともに、メインスタンド改修工事に向けて車券発売機移設等を行う。 
 
 
２．内容  
（１）メインスタンド耐震補強実施設計業務委託、第三者判定  １５，８９５千円 

・メインスタンドの耐震補強計画及び実施設計の作成 
・委託期間 平成２７年１月から７月まで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）車券発売機移設等業務委託               ３７，８００千円 
   メインスタンド改修工事の前に、同建物内の車券発売機や払戻機を北投票所等
に移設し、車券の発売・払戻業務を継続できる体制を整える。 

 
 
３．予算額 ５３，６９５千円    （財源内訳）その他特財 ５３，６９５千円 
（前年度      ０千円） 

担当 商工農水部 けいりん事業課 

大倉、松井、山中  

℡ ３３１－３４８０ 

競輪場施設整備事業（耐震化推進） 

メインスタンド改修工事スケジュール案

６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ～ ２月 ３月

・第三者判定 ・第三者判定

・６月議会補正予算（耐震診断） 　・８月議会補正予算（改修工事）

・１１月議会補正予算（耐震補強実施設計） ・１１月議会契約議案（改修工事）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

耐震診断業務 耐震補強実施設計

メインスタンド特別観覧席改修工事

（耐震補強工事、

吊天井崩落対策工事含む）

緊急耐震

補強工事



 
 
 
１．目的 
 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置づけた
競輪場施設について、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な予
防保全による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の平
準化を実施する。 
 
 
２．内容 
 
（１）管理棟空調設備更新に係る設計業務委託及び工事    １９,５００千円 

     選手管理棟のチラーユニット、ファンコイルユニットの更新 
 
（２）メインスタンド空調設備更新に係る設計業務委託     １,８００千円 

 メインスタンドの冷温水機、冷却塔等空調設備全般の更新 
 
 
３．予算額   ２１,３００千円   （財源内訳）その他特財 ２１,３００千円 
（前年度 １６８，３００千円） 
 
 

  
（１）管理棟 （２）メインスタンド 

 

 

 

 

 

競輪場施設整備事業（アセットマネジメント） 

担当 商工農水部 けいりん事業課 
大倉、松井、山中  
℡ ３３１－３４８０ 



環  境  部 

 
新年度予算における基本的な方針 
市民や市民活動団体・事業者などあらゆる主体が協働して、「低炭素社会」
「循環型社会」「自然共生社会」「快適生活環境社会」の実現に向けた環境先進
都市を目指す。 
温室効果ガスの排出を抑制するため、省エネルギー設備への更新や新エネル
ギー設備等の導入を促進するよう支援する。 
また、ごみ処理基本計画に基づき、廃棄物の減量化及び資源化のさらなる
推進を図るとともに、新総合ごみ処理施設の整備と南部埋立処分場の施設整
備を進め、安定的にごみを処理するための施設の整備を進める。 
３月 21 日に開館する「四日市公害と環境未来館」では、環境学習等を実施
するとともに本市の環境改善の成果について、国内外に適切に発信するよう
努める。 

 

 

１．環境計画及び地球温暖化対策の推進について 
環境先進都市を実現するため、市民や市民活動団体・事業者などあらゆる

主体と協働し、環境計画に基づく施策を実施する。 
また、温室効果ガス排出量の削減を促進するため、従来の制度を見直した
うえで、引き続き中小企業等が行う省エネルギー設備への更新等に対する支
援を行うとともに、家庭や中小企業向けに新エネルギー設備等の導入の促進
を図る。 
 
 【主な事業】 環境計画推進事業                 ６９９千円 

新エネルギー等導入奨励金          １１，１００千円 

中小企業省エネルギー設備更新等事業費補助金 ４３，０００千円 

 
 
２．環境人材育成及び自然環境保全について 
市民の環境保全意識の高揚と環境保全活動の促進を図るため、各種環境啓

発事業を展開するとともに、本市と中国天津市並びに米国ロングビーチ市の
次代を担う高校生を対象に環境学習・交流を行う。また、市民との協働によ
る自然海岸の環境保全活動や外来生物の分布調査、特定外来生物の捕獲事業



を実施する。 
 【主な事業】 次世代環境人材育成事業           ３，４８２千円 

自然環境保全推進事業            ３，１００千円 

環境計画推進事業（再掲）            ６９９千円 

 

 

３．四日市公害と環境未来館事業について 
来館者を対象とした公害・環境に関するワークショップやイベント、講座等を実施

するとともに、環境啓発の一環として自然をテーマとした特別展を博物館４階特別

展示室で開催する。 

また、市民等との協働による環境学習、環境活動の充実を図るため、エコパート

ナーシップ推進事業を実施する。 
【主な事業】 環境学習推進事業             ３７，４５２千円 

エコパートナーシップ推進事業        ８，０６７千円 

展示管理運営費              １５，０２７千円 

四日市公害と環境未来館一般管理費     ２５，２８３千円 

  

 
４．公害防止対策の推進について 
大気、水質、騒音･振動及び悪臭等の監視･測定を行うとともに、ホームペー
ジ等により情報提供を行う。また、公害関係諸法令及び公害防止協定等に基づ
き、事業所に対する立入調査を実施することにより、規制基準適合状況を把握
し、必要に応じて指導を行う。 
さらに、本市の公害防止や環境保全に関する経験及び技術を他の国に移転

するなどの国際環境協力を推進していく。 
 
【主な事業】 大気汚染対策事業             ５９，５６９千円 

騒音・振動対策事業              １，７０３千円 

水質汚濁対策事業              ４，６９０千円 

       悪臭監視測定事業              １，２０９千円 

         国際環境協力推進事業            ８，４００千円 

 

 

５．公害健康被害者対策について 
  公害健康被害者に対して、障害補償費、医療費等の給付を行うとともに、
転地療養、家庭療養指導等の公害保健福祉事業を実施する。 



  【主な事業】 公害健康被害補償等事業         ６３９，４６３千円 

         公害保健福祉事業              ２，０９０千円 

 

 

６．環境保健対策について 
  健康被害予防事業として、１歳６カ月児、３歳児を対象としたアレルギー
健診及び３歳児、６歳児を対象とした呼吸器系疾患の調査を実施するととも
に、ぜん息を持つ児童を対象としたぜん息児デイキャンプ事業を実施する。 
 
  【主な事業】 環境保健予防事業              ２，５８４千円 

         環境保健健康診査事業            １，４７５千円 

         環境保健調査事業              １，８３４千円 

 

 

７．ごみの減量化・資源化の推進について 
  リサイクルを推進するため、紙、布、金属、びん、飲料缶、ペットボトル等
の資源物の収集及び資源化を行うとともに、出前講座等の啓発及び生ごみ処理
機購入費の補助を通じて、３Ｒ（排出抑制、再使用、再生利用）を推進する。  
また、資源集団回収及びエコステーションを実施する団体の活動を奨励する
など、市民、事業者、行政が協働で資源循環型のまちづくりを進める。 
 

【主な事業】 資源物処理事業             ３７９，５５３千円 

集団回収活動奨励費交付事業        １８，０００千円 

エコステーション設置促進事業費交付事業   １，６００千円 

 生ごみ処理機購入費補助事業           ７５０千円 

 

 

８．ごみ収集及び適正処理について 
  円滑なごみ収集を行うため、もやさないごみ収集業務の一部を外部委託す
るとともに、ごみ収集車両（小型 11 台）の更新を行う。集積場で回収できな
い粗大ごみを対象とする戸別有料収集を行う。また、新総合ごみ処理施設稼
働に伴う分別区分変更を見据えたごみ集積場改修の支援を行う。 
【主な事業】 ごみ処理一般管理経費          ２２３，５７９千円 

       ごみ収集車両整備事業           ７６，７７７千円 

粗大ごみ戸別収集事業           ２１，４９５千円 

 



９．廃棄物等適正処理対策について 
  廃棄物の不法投棄を防止するため、関係機関と連携して不法投棄パトロー
ルの実施、カメラによる監視、行為者に対する指導を行う。また、三重県と
連携して、産業廃棄物の不適正処理事案の早期解決に取り組むとともに、一
般廃棄物収集運搬事業者、自動車リサイクル法関連事業者の許認可、指導を
行い、事業者の育成に努める。 
 

【主な事業】 廃棄物対策事業              ２７，００２千円 

 

 

10．し尿処理について 
  衛生環境に資するため、し尿の収集を行うとともに、中継貯留槽等の施設
管理及びし尿の衛生処理を行う。 
 

【主な事業】 し尿処理施設管理運営事業         ３９，４４４千円 

         し尿収集運搬事業            ２３７，８７５千円 

         し尿処理事業               ２７，１００千円 

         朝明広域衛生組合負担金         ２６９，７１０千円 

 

 

11．清掃工場について 
（1）北部清掃工場の管理運営について 
北部清掃工場におけるもやすごみの焼却処理が行えるよう計画的な修繕を

行い、安定的な管理運営を行う。 
また、焼却灰の資源化委託を行い、埋立物の減量及び資源化率の向上を図
る。 
【主な事業】 清掃工場管理運営費            ７０８，０４４千円 

           管理運営             ２７３，０２８千円 

           焼却灰資源化委託         ３６２，０１６千円 

           施設修繕              ７３，０００千円    

 

（2）新総合ごみ処理施設の建設について 
  北部清掃工場に替わる新たな焼却施設を平成２８年度の稼動を目標に整備
する。平成２７年度は、施設の建設工事を完了する。また、周辺環境整備事
業として、道路・水路整備等を実施する。 
 



  【主な事業】 新総合ごみ処理施設整備事業    １１，６６５，１２３千円 

         ごみ処理施設環境整備事業        １３５，０００千円 

 

 

12．埋立処分場について 
（1）南部埋立処分場の管理運営について 
  南部埋立処分場の安定的な運営及び延命を図るため、新総合ごみ処理施設
が稼動するまでの間、もやさないごみに含まれるプラスチック類の選別、資
源化委託を行い、引き続き埋立処分量の削減と資源化率の向上に取り組む。 
 
  【主な事業】 埋立処分場管理運営費          １５２，６２１千円 

        埋立処分場延命化事業          ２０５，０００千円 

 

（2）南部埋立処分場の整備について 
  南部埋立処分場の安定的な維持管理を行うため、老朽化した汚水処理施設
の改修及び機能向上を行うとともに、埋立が終了した第１区画の覆土排水工
事を行う。また、周辺環境整備事業として、道路整備を実施する。 
 
  【主な事業】 埋立処分場整備事業           ５３２，３３４千円 

環境整備事業               ３８，０００千円 

 
 
13．斎場・墓地の管理運営について 
  北大谷斎場の適正な運営に努めるとともに、機能を維持するため計画的に
修繕を行う。また、市営墓地の適正な管理運営に努める。 
 

【主な事業】 北大谷斎場管理運営費          １８４，７１１千円  

      墓地管理運営費              １９，３９７千円 

 

 

（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 
 

○自然環境保全推進事業 

市内で増えつつある特定外来生物のアライグマに関し対応が必要であるとの指

摘を受け、防除実施計画を策定しアライグマ等を計画的に駆除するための経費を計

上した。 



 

 
 
１．目的 
 地球温暖化の原因となっている二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を抑制するた
め、中小企業等が行う省エネルギー設備への更新等を促進するとともに、個人や中小
企業等が行う新エネルギー設備等の導入を促進する。 
 
２．内容 
 （１）新エネルギー等導入奨励金              １１，１００千円 
 市内で新エネルギー設備等を導入する場合に奨励金を交付する。 
①対 象 者：個人又は中小企業 
②対象設備：太陽光発電設備（出力１０ｋＷ未満）、燃料電池設備 
③補 助 額：１件３万円 

 
 （２）中小企業省エネルギー設備更新等事業費補助金     ４３，０００千円 
 市内で事業を営む中小企業等が、省エネルギー設備への更新等を実施する場合に
補助を行う。 
①補助対象：省エネルギー診断等 
     ：省エネルギー設備への更新（照明・給湯・空調・ボイラー） 
     ：省エネルギー等設備の導入（ＬＥＤ照明・ガスエンジン給湯器） 
②補 助 額：経費の３分の１以内、上限３００万円 

 

３．予算額  ５４，１００千円  （財源内訳） 一般財源 ５４，１００千円 
（前年度 １０９，０００千円） 
 
 
 
 

地球温暖化対策事業 

担当 環境部環境保全課 

     渥美 

    ℡ ３５４－８１８８ 



 

 

 
 
 
 
１．目的 
本市で発生したような公害が二度と繰り返されることがないよう、当時の被害や裁
判の記録並びに、改善に向けた市民、企業、行政の取り組みを紹介するとともに、後
世に確実に継承する。 
また、環境改善のまちづくりの中で得た知識や経験、技術を広く内外に情報発信す
ることにより、都市イメージの向上や公害防止・環境学習につなげ、環境先進都市を
目指す本市のシンボル的な施設としていく。 

 
 
２．内容 
（１）環境学習推進事業                    ３７，４５２千円 

 来館者を対象とした公害・環境に関するワークショップやイベント、講座等を実施す
る。 

 
（２）エコパートナーシップ推進事業               ８，０６７千円 

 市民等との協働による環境学習、環境活動の充実を図るため、エコパートナー
シップ推進事業を実施する。 

 
（３）展示管理運営費                     １５，０２７千円 

 常設展示、特別展示の維持管理、運営に要する経費。 
 平成２７年度は夏休みにあわせ、環境啓発の一環として自然をテーマとした特別展を

博物館４階特別展示室で実施する。 
 
（４）四日市公害と環境未来館一般管理費            ２５，２８３千円 

 「四日市公害と環境未来館」に関する常設展示、環境学習、活動室の運営に伴う維持
管理、保守点検などを実施する。 

 
 
３．予算額  ８５，８２９千円   （財源内訳）  その他特財  ６，４８６千円 
（前年度       ０千円）         一般財源  ７９，３４３千円 

（新）四日市公害と環境未来館事業 

担当 環境部環境保全課 

     樋口  

℡ ３５４－８０６５  



環境監視推進事業 

 
１．目的 

  大気汚染防止法に基づく大気環境監視に必要な機器の更新を行う。 
 
２．内容 
（１）更新 

 窒素酸化物・浮遊粒子状物質測定機  １局（西朝明中学校局） 
炭化水素測定機           ２局（磯津局、四日市商業高校局） 
風向風速測定機           ３局（三浜局、楠局、北消防署局） 

（２）リース機器の買取 
微小粒子状物質（PM2.5）測定機   ２局（納屋局、北消防署局） 
※ 平成 27 年 3 月 31 日で環境省の PM2.5 モニタリング試行事業の終了に伴い、現
在測定中の機器をリース会社より買い取る。 

 
３．予算額  １２，９００千円 （財源内訳） 県支出金  ６，０００千円 
（前年度 １３，２００千円）       一般財源   ６，９００千円 
 

 
 
 担当 環境部環境保全課 

     赤堀、中山 

℡ ３５４－８１８９ 



 

 

 

 

１．目的 

北部清掃工場に替わる新たな焼却施設や、不燃ごみ・粗大ごみの破砕・選別処理を
行う破砕処理施設等を備えた「新総合ごみ処理施設」を平成 28 年４月の稼動を目標に
整備する。 
「新総合ごみ処理施設」の整備により、安定したごみ処理を行うとともに、ごみの

焼却により発生する熱エネルギーを発電へ有効利用する等により資源循環型システム
の構築に資する。 

 

２．内容 

平成 27 年度は、昨年度に引き続き焼却施設棟及び破砕施設棟の建築地上躯体工事・

プラント工事を進め、試運転を行った後に竣工する予定。また、案内看板設置等の附帯

工事を実施する。 

 

３．予算額 １１，６６５，１２３千円  (財源内訳) 国庫支出金 ４，５１８，６３０千円 

(前年度 ３，４５１，２５０千円)  市 債 ５，５２５，０００千円 

   その他特財 １，６２１，４９３千円 

     

 

【施設完成イメージ】            【新総合ごみ処理施設建設工事年度割】 

年 度 金  額 

平成２４年度 ０千円 

平成２５年度 １０８，１５０千円 

平成２６年度 ３，３８４，１５０千円 

平成２７年度 １１，４３２，７４３千円 

合 計 １４，９２５，０４３千円 

 

 

 

新総合ごみ処理施設整備事業 

担当 環境部新ごみ処理施設整備課 

    大澤、出口 

    ℡ ３５４－８３３３ 



 

 

 

１ 目的 

南部埋立処分場の安定的な運営を図るため、引き続き老朽化した浸出水処理施
設の改修を行うとともに、埋立が終了した区画の覆土排水整備を行う。 
 

 

２ 内容 

 （１）浸出水処理施設整備工事 

   浸出水処理施設の老朽化に対応するとともに、新たな放流水質の管理目標値

に対応するために施設の更新及び機能強化を行う。 

 （２）覆土排水施設整備工事 

   浸出水処理施設の負荷を軽減するために必要となる埋立区画内の雨水浸透

抑制のため、埋立が終了した区画（第１区画）の最終覆土・排水施設整備を行

う。 

また、埋立中の区画（第２区画）の土堰堤部における排水施設整備工事を実

施する。 

 

 

３ 予算額    ５３２，３３４千円 （財源内訳）市  債 ３４３，２００千円 

（前年度  ５０１，７００千円）      一般財源 １８９，１３４千円 

 

 南部埋立処分場 エリア図  

【南部埋立処分場整備事業工程表】 

事業内訳

浸出水処理施設
整備工事

覆土排水施設
整備工事

平成25年度 平成26年度 平成27年度

156,737千円

168,388千円 168,554千円

363,780千円

 

埋立処分場整備事業 

担当 環境部生活環境課 

    川合、伊藤（直） 

    ℡ ３５４－８３３３ 

第３区画 

第１区画 

第２区画 

汚水処理施設 



                           

都 市 整 備 部 

 
新年度予算における基本的な方針 
総合計画の基本目標「都市と環境が調和するまち」「誰もが自由に移動しや
すい安全に暮らせるまち」の実現に向けた事業の実施を図る。 
市域の公共交通に関しては、社会実験を取り入れるなど積極的に検討を進め、

特に内部・八王子線に関しては、公有民営方式による第三種鉄道事業者として
の初年度であることから、車両の更新、施設修繕や維持管理を確実に行うとと
もに、利用促進策を地域や利用者等との協働により推進する。 
また、継続的に快適な市民生活、安心安全のまちづくりを実現する観点から、
長寿命化計画に基づく橋梁をはじめとする施設の更新や維持管理を進めると
ともに、その他の道路施設についても道路施設修繕計画を策定し、計画的な維
持管理を推進する。 
さらに、施設管理の実施にあたっては、例えば、地域の高齢化を踏まえて公
園に健康遊具を設置するなど、施設の利用実態やニーズの変化への対応に努め
る。 
また、住み替えの促進など空き家対策を行うとともに、老朽化した危険家屋
に対しての取り組みを行うなど、地域の活性化や安心安全なまちづくりを進め
る。 
 

１．均衡のとれた土地利用について 
住宅施策や都市農地のあり方、地域防災計画と整合を図り、都市機能と自然
環境が調和した適正な土地利用を誘導する「都市計画マスタープラン」の見直
しに着手する。 
また、市民主体のまちづくり活動を促進するため、地区まちづくり構想等の
策定を支援するとともに、提案された構想を基に都市計画マスタープラン地
域・地区別構想の策定を進める。 
 
【主な事業】 都市計画マスタープラン策定事業        ６,３００千円 

       都市計画策定費               １２，５８４千円 

       まちづくり活動支援事業            ５,３６０千円 

        

２．持続可能な交通体系の構築について 
四日市市都市総合交通戦略や四日市市地域公共交通網形成計画において目

標とする人口減少・高齢社会に対応した持続可能な総合交通体系の構築に向け、
まちづくりと連携するなかで、市民や公共交通事業者等と協働して様々な施策



                           

を推進していく。 
特に、内部・八王子線については、公有民営方式への転換により、市は第三

種鉄道事業者として、鉄道事業再構築実施計画に基づき、鉄道施設及び車両の
計画的な整備を行い安全かつ安定した運行の維持に努めるとともに、利用促進
策を推進する。 
また、引き続き、鉄道事業者に対し、駅の耐震化など鉄道施設の更新に対す

る支援を行うことで、鉄道を安心・安全に利用しやすい環境整備を推進するほ
か、中心市街地における鉄道やバスなどの乗り継ぎ環境の改善を図るため、近
鉄四日市駅西口広場等整備に関する基本設計を実施する。 
コミュニティバス支援事業については、支援制度の拡充を図るとともに、公

共交通の不便地域や空白地域において地域が主体となった新たな交通手段の
導入を促進するために、対象地域において社会実験を実施し、実現可能性につ
いて検証を行う。 
 
【主な事業】 近鉄四日市駅西口広場等整備事業       １１,０００千円 

バス利用環境改善整備事業          ４６,５００千円 

コミュニティバス支援事業            ９,９８０千円 

         都市鉄道維持・活性化事業          １７,０００千円 

         内部・八王子線運行事業          ７２０,６３０千円 

         近鉄四日市駅等耐震化促進事業       １８１,３６６千円 

近鉄川原町駅付近連続立体交差事業負担金   １３９,０００千円 

 

３．建築基準法、都市計画法等に基づく業務について 
建築基準法等に基づき確認申請の審査及び検査等を適正に実施し、違反建築

物の防止に努め、建築物の安全性向上に努める。 
また、都市計画法等に基づき、開発許可申請及び建築許可申請等において適
正な許可処分を行い、良好な住環境を確保する。 
 
【主な事業】  建築指導関係事務費                 ６,７１３千円  

          開発審査関係事務費                    ２,５５７千円 

 

４．道路整備について 
快適な暮らしと産業活動を支える道路整備については、次の 6事業を柱とし

て実施する。 
（1）幹線道路の整備 
市民が快適に暮らせ、円滑に移動できるよう幹線道路を整備し、国県道と
ともに道路ネットワークを形成することで、市内の渋滞緩和を図る。 



                           

 
【主な事業】 社会資本整備総合交付金事業（道路）   ２２１，６００千円 

        ＜小杉新町２号線、下野保々線、泊小古曽線 他＞ 

防災・安全社会資本整備交付金事業（道路）  ６，０００千円 

        ＜曽井尾平線＞ 

      道路改良単独事業             ４１，６００千円 

        ＜富田富田一色線、石原南五味塚線＞ 

      街路整備事業               ２３，０００千円 

        ＜四日市中央線、西浦安島１号線外２線＞ 

 

（2）橋梁の整備 
大規模地震に対する備えとして、橋梁の耐震対策を実施するとともに、橋
梁長寿命化修繕を行っていく。 
 

【主な事業】 防災・安全社会資本整備交付金事業（橋梁長寿命化関係） 

   ３５８，２００千円 

＜塩浜跨線橋、三郎橋跨線橋、新大正橋 他＞ 

 

（3）安心して通れる歩行空間づくり 
 歩行者・自転車利用者の視点に立った道路の改良を行うとともに、高齢
者や障害者にも配慮した段差の解消や、防護柵・カーブミラーなどの交通安
全施設の整備・維持を行うほか、通学路について合同点検に基づき交通安全
の確保に向けた着実かつ効果的な取組を推進する。 
また、交通安全教育指導員により幼稚園・小中学校等で交通安全教育を実
施する。 

 
【主な事業】 防災・安全社会資本整備交付金事業（交安）  

  ６７，５００千円 

       ＜霞ヶ浦羽津山線、金場新正線、富田 21 号線＞ 

      防災・安全社会資本整備交付金事業（通学路交通安全対策） 

  ２２，５００千円 

        ＜山分広永線、羽津２７号線、東阿倉川１３号線 他＞ 

自転車道整備事業               ８，０００千円 

交通安全施設整備単独事業        １０３，２００千円 

交通安全教育事業補助金            ４，８００千円 

（4）生活に身近な道路整備 
地域ニーズの高い生活道路を整備するため、地域が主体となって事業個所



                           

を選定することにより、地域との協働によるまちづくりの推進を図る。 
 

【主な事業】 生活に身近な道路整備事業           ４９２,０００千円 

 

（5）狭あい道路対策 
良好な市街地形成、生活環境の改善を図るため、狭あい道路に面している
建物の建替え等に合わせて道路後退用地の整備を行う。 

 
【主な事業】 狭あい道路対策事業                    １４１,７６９千円 
 

（6）道路の維持・再生 
    道路が安全・円滑・快適に通行できるよう適切な維持補修を図る。 
    また、道路ストックの点検結果により、計画的かつ効果的な修繕を実施
するための修繕計画を策定するとともに、特に交通量が多く舗装面の損傷
等が頻発している路線については、現状の交通利用に合わせた舗装に見直
し、大規模な再舗装を行うことで、耐用年数の延伸化と機能維持を図る。 

 
【主な事業】   道路維持修繕事業             ３０２，０２０千円 

防災・安全社会資本整備交付金事業（道路ストック関連） 

       ４４，１００千円 

産業支援・生活拠点道路再生事業        １０５，６００千円 

＜午起末永線 他＞ 

 

５．土地区画整理事業について  
   施行中の事業の早期完了に努める。 

   （1）末永・本郷地区（公共施行） 

平成２７年夏頃に換地処分を行い、清算金の徴収・交付に着手する。 

 

【主な事業】    末永・本郷土地区画整理事業           １３５，６１３千円 

     

（2）午起地区（組合施行） 
      係争中の境界確定の早期解決に努めるとともに、換地計画の策定に着手す

る。 

【主な事業】    午起土地区画整理事業                    ５，５００千円  

 

６．公園・緑化事業について 
 都市の貴重な緑の空間の保全・創出を図るため、適正な維持管理と必要な整備を



                           

進める。 

（１）公園・緑地の維持管理 

公園・緑地・街路樹の管理委託等により、安全で快適な施設管理に努めるとともに、

公園施設長寿命化計画に基づく、公園施設の更新を進める。 

また、市民ボランティア団体が行う公園・緑地の美化活動や里山保全等を支援し、

市民と協働で緑の保全・創出に取り組む。 

 

 【主な事業】  公園施設管理費             ３８５，９９４千円 

公園施設長寿命化整備事業             ５０，０００千円 

市民に親しまれる公園ボランティア支援事業   ４，０００千円 

里山保全事業                     ４, １００千円 

花と緑いっぱい事業               ９, ４１９千円 

 

（２）公園・緑地の整備 

  垂坂公園・羽津山緑地の整備を引き続き進めるとともに、平成３３年のみえ国体開

催に向けて中央緑地の施設整備に必要な測量・設計を行う。 

 

   【主な事業】  垂坂公園・羽津山緑地整備事業           ９０，０００千円 

          公園緑地整備単独事業           １９，８００千円 

 

７．河川事業について 
集中豪雨等による浸水被害を防ぐため、準用河川等の改修を引き続き実施す

ること、河川・調整池・水路の適切な維持管理を行うことと合わせて、雨水流
出抑制のための雨水貯留タンクの設置を促進するなど、総合的な治水対策事業
を進める。 
 
【主な事業】 準用河川改修事業                    ２９５,０００千円 

       ＜米洗川中流、朝明新川、源の堀川＞ 

      平津川河川改良事業              ３０，０００千円

普通河川三鈴川河川改良事業       ２０，０００千円 

治水度ジャンプアップ事業                ５,０００千円 

雨水貯留タンク設置補助金           ２,０００千円 

 
８．道路等の管理業務について 
市民生活に直結した道路等（法定外公共物（里道、水路）を含む）行政財産
の適正な管理を行う。 
 



                           

【主な事業】 道路等の財産管理事業費          １１１，８５０千円 

              境界査定業務費                １０，９３９千円 

 

９．公共建築物等の整備について 
  公共建築物等の整備にあたり、維持経費を含む総費用の縮減、ユニバーサ
ルデザインへの配慮、環境負荷の低減、施設の長寿命化の実現などを図り、
整備を行う。 
 

【主な事業】 営繕事務費                  ２，９１７千円 

 

１０．市営住宅整備事業について 
長寿命化計画に基づき、老朽化している市営住宅の計画的な改修、高齢者・
障害者向けの改良など適切な維持管理を行い、既存施設の有効活用を図る。ま
た、住宅使用料の滞納整理を含め適切な入居管理を行う。 
施設の整備では、前年度に引き続き曙町市営住宅第２期建設工事を行う。 
 

    【主な事業】  高齢者・障害者向け改良事業        ２０, ０００千円 

曙町市営住宅建設事業           ６１２，７０５千円 

市営住宅整備事業             １９８，６００千円 

 

１１．住宅施策推進事業について 
 四日市市住生活基本計画に基づき、郊外住宅団地の再生や、空き家等の適正
管理の促進など、誰もが暮らし続けられる環境づくりを進め、定住促進を図る。 
   
 【主な事業】 郊外住宅団地（モデル団地）子育て世帯住み替え支援事業 

１０，１２０千円 

 子育て世帯住み替え支援ＰＲ事業          ７００千円 

空き家等適正管理関連事務費                 ４８４千円 

 

  （決算議会等の指摘に対する主な見直し・反映事業） 
  ・道路維持修繕事業 
  道路側溝の損傷や舗装の剥離等により、重大事故を招くおそれのある突
発的事象に対して、維持管理経費を確保し、迅速な対応ができるよう配慮
した。 

  
     



 

 
 
１．目的 
  既存の都市機能を活用しつつ、商工業などの経済活動の活性化や円滑な都市機
能の強化を促進するため、国、県道の広域道路ネットワークと連携した市内の道
路整備を行う。 
 
２．内容 
  市民の移動を安全で円滑にするため、東西道路の強化として小杉新町２号線、
曽井尾平線、南北道路の強化として泊小古曽線、渋滞緩和として下野保々線の整
備を推進する。 
 
  ・小杉新町２号線   道路改良工      Ｌ＝１１０ｍ 
  ・曽井尾平線     道路改良工      Ｌ＝ ７０ｍ 
  ・泊小古曽線     用地補償           １式 
  ・下野保々線     橋梁下部工          １基 
   
３．予算額 １８２，０００千円 （財源内訳）国庫支出金 １００，１００千円 
（前年度 ２３０，６００千円）      市   債  ７３，７００千円 

一 般 財 源   ８，２００千円 
 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 

道路新設改良事業 

担当 都市整備部 道路整備課 
   山口、北川 

℡ ３５４－８２１２ 

小杉新町２号線（函渠工） 下野保々線（左岸側橋台) 



 

 
 
１．目的 
  安全で快適な市民生活ならびに円滑な産業活動を支えるには、道路施設の健全
な機能保持が重要であり、計画的な施設の更新や修繕が必要である。このため、
道路ストック総点検により得られた点検結果をもとに、道路施設修繕計画を策定
し、緊急性や地域特性を踏まえた計画的かつ効率的な修繕を実施するとともに、
現状の交通利用に合わせた舗装構成に見直すことで、耐用年数の延伸を図る。 
 
２．内容 
  道路ストック点検を実施した主要道路の舗装や道路構造物のほか、市内全域の
歩道橋・道路照明灯・大型標識等を対象に修繕計画を策定する。また、点検の結
果、路面の損傷が著しい箇所について再舗装工事を実施する。 
 
  ・市内一円        道路施設修繕計画      １式 
  ・中村垂坂線外１路線   再舗装工      Ｌ＝ ５０ｍ 
  ・あさけが丘中央通り線  再舗装工      Ｌ＝１６０ｍ 
  ・阿倉川西富田線     再舗装工      Ｌ＝ ９０ｍ 
  ・下野保々線       再舗装工      Ｌ＝１４０ｍ 
 
３．予算額  ４４，１００千円 （財源内訳）国庫支出金  ２４，２５５千円 
（前年度 １２５，０００千円）      一 般 財 源  １９，８４５千円 
 
 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 

担当 都市整備部 道路整備課 
   山口、北川 

℡ ３５４－８２１２ 

道路照明灯（共架柱） 

防災・安全社会資本整備交付金事業（道路ストック関連） 

舗装（あさけが丘中央通り線） 



 

１．目的 
  近い将来発生が危惧される東海地震、東南海・南海地震等の災害で橋梁が落下し
た場合、利用者に多大な影響を及ぼし甚大な被害が想定されるため、耐震対策とし
て橋脚補強及び落橋防止の整備を推進する。 

  また、橋梁長寿命化修繕計画に基づいて、予防的保全を行うなど、適切な修繕を
図り、安全で安心な道路環境を確保する。 
 
２．内容 
  耐震対策として、鉄道を跨ぐ塩浜跨線橋・小生跨線橋・三郎橋跨線橋、河川を跨
ぐ新大正橋の整備を行うとともに、慈善橋の設計に着手する。 
  また、長寿命化として、鉄道を跨ぐ日永跨線橋、河川を跨ぐ生桑橋ほかの修繕を
行う。 
 
   ・塩浜跨線橋   橋脚補強及び落橋防止工事   ４橋脚 
   ・新大正橋    橋脚補強及び落橋防止工事   ２橋脚 
   ・日永跨線橋   長寿命化修繕 橋面舗装 ３，０００㎡ 
   ・慈善橋     橋脚補強及び落橋防止設計   
   ・三郎橋跨線橋  橋脚補強及び落橋防止工事   ２橋脚 
   ・生桑橋     長寿命化修繕 護岸工事     １式 
   ・小生跨線橋   橋脚補強及び落橋防止工事   １橋脚 
 
３．予算額 ３５８，２００千円 （財源内訳）国庫支出金 １９７，０１０千円 
 （前年度 １０４，０００千円）      市   債 １４５，０００千円 
                      一 般 財 源  １６，１９０千円 
 
       塩浜跨線橋              新大正橋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当 都市整備部 道路整備課 
   山口 

℡ ３５４－８２１３ 

防災・安全社会資本整備交付金事業（橋梁長寿命化関係） 

平成 26年度施工箇所 平成 27年度施工箇所



 
 
１．目的 
    市民の生命、財産を守るため、特に改修が必要な準用河川について、自然環境の保

全に留意しながら河川改修を行い、治水安全度の向上を図る。 

 

 

２．内容 
   前年度に引き続き事業進捗を図るもので、米洗川中流及び朝明新川においては、
護岸改修工事を行う。源の堀川では、今後の改修整備に向けた測量調査及び用地買

収を行う。 

 

     米洗川中流        築堤護岸工    Ｌ＝１２０ｍ（左右岸） 

     朝明新川          築堤護岸工    Ｌ＝１２０ｍ（右岸） 

     源の堀川          測量調査・用地買収   １式 

 

 

３．予算額 ２９５，０００千円  （財源内訳）国庫支出金   ９８，３３３千円 
 （前年度 ３１６，０００千円）          市   債             １７７，０００千円 

一 般 財 源   １９，６６７千円 
                                             
 

準 用 河 川 改 修 事 業 

朝明新川 米洗川中流 

担当 都市整備部 河川排水課 
       谷口 
    ℡ ３５４－８２１６ 



 

 

１．目的 

当事業の実施区域を含む中心市街地は、これまで市において都心居住を図るため、

敷地の共同化を促進してきた地域であり、商業の連続性を担保するような優良な建

築物整備をしてきたところである。当該事業においても、都心居住の促進、中心市

街地の活性化を図るため、中心市街地における優良建築物の整備に対して補助を行

う。 

 

２．内容 

  事 業 名：優良建築物等整備事業（中心市街地(サンシ前火災跡地)再開発促進事業） 

  場  所：諏訪栄町地内（地区面積１，０８０㎡） 

  整備内容：延べ面積 約２，４１０㎡（鉄骨造６階建 耐火建築物） 

主な用途 サービス付高齢者向け住宅 等 

住宅戸数 1K：３５戸、2K：３戸 等 

  補助対象：調査設計費、土地整備費、共同施設整備費 

  補助割合：補助対象経費の２／３（国１／３・市１／３） 

  事業期間：平成 27年度～28年度（H27調査設計、H28解体、施設建築工事） 
 
３．予算額 ２８，２００千円    （財源内訳）国庫支出金  １４，１００千円 
（前年度      ０千円）         一 般 財 源  １４，１００千円 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（新）優良建築物等整備事業 

イメージ断面パース イメージ模型 

平成 27年 2月定例月議会 

都市計画課 

当初予算書Ｐ  ～   

担当 都市整備部 都市計画課 

伊藤、磯部 

℡ ３５４－８２１４ 



 
 
 
１．目的 
公共交通の不便地域や空白地域における地域主体のコミュニティバスの導入を
促し、高齢者や学生等交通弱者を初めとした市民の移動の利便性を図るとともに、
持続可能なまちづくりに取り組む。 
 

２．内容 
（１）市民主体のコミュニティバスに対する支援制度の拡充   ４，９８０千円 
ＮＰＯ等が運営する市民自主運行バスに対する制度を改正する。 

 
（２）新たな交通手段導入のための社会実験運行経費      ５，０００千円 
地域が主体となって路線やダイヤ等を決定し、既存の公共交通網を補完する新た
な交通手段導入のための社会実験を行い、実現可能性の検証・推進を行う。 
また、平成２６年度に実施した水沢・桜地区における社会実験の結果を踏まえ、
新規路線実現のための検討を継続する。 
 
３．予算額  ９，９８０千円    （財源内訳）一般財源  ９，９８０千円 
（前年度  ６，２００千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現   行 改 正 案 

運行経費から運賃収入を減じた額の１／２
（限度額３５万円／月） 

運行経費の１／２ 
（限度額５０万円／月） 

担当 都市整備部 都市計画課  
   公共交通推進室 秦、大原 

℡ ３５４－８０９５ 

水沢・桜地区における 
社会実験運行バスの様子 

コミュニティバス支援事業 



 

 
１．目的 
  三岐鉄道三岐線における鉄道の運行サービスの向上及び安全性の強化を図るた
め、鉄道事業者が行うレールの重軌条化、駅構内の分岐器の改良及び橋りょう等の
老朽化対策に対し、国、県、沿線市町とともに協調補助を行い、路線の維持を図る。 
 ※重軌条化とは軌道を強化するためにさらに重いレールに交換すること。重いレールの方が強

度が大きく、軌道狂いや列車の振動も少なく、レール自身の寿命も伸びる。 
 
２．内容 
  三岐鉄道三岐線保々駅及び伊勢治田駅におけるレール・分岐器の重軌条化、曲線
改良、富田第三架道橋など７橋梁の沓座補修や橋梁塗装などについて、鉄道事業者
が行う鉄道施設の更新に対して国、県、沿線市町（２市１町）とともに協調補助を
行う。 
 ①保々駅及び伊勢治田駅 
全体事業費 １８０，０００千円（四日市市負担分 うち１５，０００千円） 

 ②富田第三架道橋など７橋梁 
  全体事業費  ２４，０００千円（四日市市負担分 うち ２，０００千円） 
  
事業費負担割合：国１／３、事業者１／３、県１／６、沿線市町１／６ 
         ※四日市市負担分：事業費の１／１２ 
 
３．予算額 １７，０００千円  （財源内訳）一 般 財 源 １７，０００千円 
（前年度 １５，０００千円） 

                   

 

 

 

 

 
 
   保々駅の重軌条化予定箇所      富田第三架道橋橋梁補修予定箇所 
 
 担当 都市整備部 都市計画課 

   公共交通推進室 秦、蟹江 
℡ ３５４－８０９５ 

三岐鉄道三岐線都市鉄道維持・活性化事業 



 
 
 
１．目的 
平成２７年度から公有民営方式に移行する内部・八王子線について、本市が鉄道
施設や車両を所有する第三種鉄道事業者となる。 
そのため、第三種鉄道事業者としての日々の線路・電路・車両の維持管理等を行
うとともに、国の補助スキームに基づく老朽化した車両の更新やＡＴＳ改良、変電
所の新設、そのほか、マクラギ等の計画的な更新を実施することで引き続き鉄道の
安全運行を図るものである。 
  上記の実施に必要となる経費については、国・県からの補助金や一般財源のほか、
内部・八王子線基金を活用する。 
 
２．内容 

 
３．予算額 ７２０，６３０千円  （財源内訳）国庫支出金 １８９，７１９千円 
 （前年度       ０千円）       県 支 出 金  ９４，８５９千円 
                       その他特財 ２６５，０００千円 
                       一 般 財 源 １７１，０５２千円    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 事業内容 事業費（単位：千円） 

鉄道施設や車両の新設・ 
改良工事 

車両新造１両、改造２両、ＡＴＳ
改良、変電所の新設など 

５３７，８１２ 

鉄道施設や車両の維持・ 
補修工事 

マクラギ交換、車両の定期検査等 ３３，４８６ 

第三種鉄道事業者として 
の保線等に係る費用 

線路・電路・車両の維持管理に係
る委託料等 

８５，８４６ 

あすなろう鉄道㈱への 
補助金 

初年度の定期券駆け込み購入に
よる減収分への補填 

６３，４８６ 

担当 都市整備部 都市計画課  
   公共交通推進室 秦、蟹江 

℡ ３５４－８０９５ 

（新）内部・八王子線運行事業 

新造車両のデザイン（イメージ） 新造車両の内装（イメージ） 



 

 
 
１．目的 
  近鉄四日市駅周辺において、既存の道路空間を有効に維持・活用していくため、
歩行者や自転車利用者の安全に配慮するとともに、障害者や高齢者に配慮した歩道
整備を行う。 
 
２．内容 
  四日市中央線や西浦安島２号線ほか（市民公園周辺歩道）、歩道面が経年劣化に
より損傷等が著しいため、歩道舗装の改修を行う。 
 
  ・四日市中央線    歩道改修工  Ｌ＝３０ｍ Ａ＝２８０㎡ 
  ・西浦安島２号線ほか 歩道改修工  Ｌ＝９０ｍ Ａ＝２１０㎡ 
 
 
３．予算額  ２３，０００千円 （財源内訳） 市   債 １７，２００千円 
  （前年度 ３５，０００千円）       一 般 財 源  ５，８００千円 
 
 
  四日市中央線（北側歩道）          西浦安島２号線ほか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当 都市整備部 道路整備課  
   山口 

℡ ３５４－８２１３ 

街 路 整 備 事 業 



 
 
 
 
 
１．目的 
   都市の美観の向上や道路環境の保全等を目的とする街路樹や、市民の憩いの 
場、遊びの場としての公園・緑地を適正に管理する。 

 
 
２．内容 

市内に４７３箇所の公園・緑地がある中、総合公園などの主要な公園における
清掃、除草等の常駐管理や市内一円の街区公園の除草作業を年間委託するととも
に、遊具や公園灯などの施設修繕、芝生の管理などを適宜実施することで、公園
の美観維持と利用者の安全を確保する。 
また、市の管理する約１万本の街路樹がある中、中央通りなどの植樹帯の清掃、
除草や市内一円の街路樹の剪定作業を委託することで、都市の美観向上や道路環
境の保全に努めるとともに、車両や歩行者の安全を確保する。 

 
 
３．予算額 ３８５，９９４千円  （財源内訳）その他特財  １０，５６７千円 
（前年度 ３５９，１３２千円）       一 般 財 源 ３７５，４２７千円 
   
 

 
南部丘陵公園 

公園施設管理費 

 

担当 都市整備部 市街地整備・公園課 
出口        
℡３５４－８１９７ 



会 計 管 理 室 
 

新年度予算における基本的な方針 
各所属において、法令・規則等に基づいた適正な会計事務の執行や市民の

貴重な財産である公金、金券、備品等の適正管理の徹底がなされるよう、各種

研修や会計実務にかかる情報提供、実地検査などを行う｡ 

また、公金の管理については、「四日市市資金管理運用方針」に沿って、収支

計画の精度向上と金融動向の把握に留意し、安全性を第一に考慮し、流動性を

確保したうえでより効率的な資金運用を行う｡ 

 

１．会計管理事業について 
支出にかかる審査事務や歳入金の収納事務を適正かつ効率的に行うとともに、

各所属に対しては、出納員や実務担当者を対象とした会計事務研修を実施し、

職員のさらなる会計処理能力の向上と厳正で迅速な会計事務の執行を推進する。

また、関係部局とともに所属長を対象とした研修を実施し、適正な会計処理と法

令遵守の徹底を図る。 

さらに、各所属の会計事務の執行や現金・金券・物品等の管理が適正に行わ

れているかの確認及び実務担当者への会計事務に関する相談・支援のため、

実地検査を行う。 

公金の管理については、収支計画の精度向上により運用可能な資金の状況

をより精緻に把握するとともに、厳しい金融環境のもと安全性を最も重視し、支払

いに支障をきたさぬよう資金の流動性を確保しつつ、運用収益の確保に努める。 

 

【主な事業】  会計管理経費  予算額   ２７，７４１千円 
 
 



議 会 事 務 局 
 

新年度予算における基本的な方針 
平成 27 年度は四日市市議会基本条例が施行されて５年目となり、議員任期
の４年が終了し、選挙を経て新体制へと変わる初年度に当たる。議会は、新体
制のもと議会基本条例の見直し等検討を行い、これまで行ってきた取組の一層
の充実を図ることに加え、議会基本条例の基本方針である、市民との情報共有
を図ること、市民参加を推進すること、議員間討議を活性化して政策立案・政
策提言を行うこと、の三本柱に沿った議会改革をさらに推進する。議会事務局
は、この改革の実現に向けてサポートを行う。 
 
１．議会改革の推進について 
議会は、議会基本条例に規定した取組である通年議会、文書質問等を積極
的に活用し、議論の活発化を図ることに努めている。平成 26 年度には議長の
諮問機関として設置された「議会活性化検討会」において議会の活性化策に
ついて議論されたが、平成27年度は同検討会から示された答申を踏襲しつつ、
さらに議会改革を推進していく方針であり、議会事務局はこうした取組に対
しサポートを行う。 
【主な事業】    会議録作製関係経費          ８，０１６千円 

参考人等関係諸経費            ３３２千円 

 
２．市民への議会情報の提供及び議会への市民参加の取組について 
議会は、議会基本条例の基本方針の三本柱として掲げた「市民との情報共有」、

「市民参加の推進」を図るため、議会活動について積極的に情報発信に努めて
いる。平成 26 年度は、各定例月議会における議案のうち、市民サービスに大
きな変化をもたらすような条例や事業に関するものについて、委員会で審査さ
れる前に市民から意見募集を行い、出された意見を全議員で共有し審査の参考
とする取組を開始した。平成 27 年度もさらに「議会の見える化」を進める方
針であり、議会事務局はこうした取組を通して、市民に開かれた議会の実現の
ためのサポートを行う。 
【主な事業】   市議会中継関係経費         １０，５８３千円 

         議会報等作製関係経費         ９，４３５千円 

         インターネット配信関係経費        ９９２千円 

 
 
 



３．議会の政策形成機能の充実について 
議会は、議会基本条例の基本方針の三本柱の一つである「議員間討議の活性
化」を進めるため、議員間討議により集約された意見から政策立案・政策提言
を行うことを目指しており、平成 26 年度には議員提案により、市民自治の実
現を実効性あるものにするため、市民協働の促進を図るしくみを定める「四日
市市市民協働促進条例」を制定した。議会事務局は、こうした議会の政策形成
機能を充実するための取組についてサポートを行う。 
【主な事業】     政務活動費            ２７，７２０千円 

          行政視察関係経費         １３，５４０千円 

          議員パソコン・インターネット経費  ６，７０８千円 

          調査法制関係諸経費         ２，０００千円 



監 査 事 務 局 
 

新年度予算における基本的な方針 
  地方自治法に定められている「住民の福祉の増進に努めるとともに、最少
の経費で最大の効果を挙げる。また、常にその組織及び運営の合理化に努め
その規模の適正化を図る。」との規定の趣旨にのっとり、監査委員が実施する
監査事務の補助を行う。 
 
１．定期監査について 
  財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が、最少の経費で最大
の効果を上げているかに着目し、予算の執行及び財産の管理などが適法、適
正かつ効率的に行われているかについて行政機構別に監査を実施する。 
 
２．行政監査について 
  本市の事務の執行に関し、事務組織その他の執行体制、事務処理の手続き
方法、事務の執行状況、施設の管理運営及びその他の行政運営全般について、
公正で効率的かつ効果的に行われているかについて監査を実施する。 
  テーマを定めた行政監査及び定期監査に併行して行う行政監査を実施する。 
 

３．その他の監査、検査、審査について 
  出資団体監査、財政援助団体監査、公の施設の指定管理者監査、工事監査
や例月現金出納検査、決算審査、基金運用状況審査、財政・経営健全化審査
等を実施する。 

 
 
 
【主な事業】    監査事務一般経費  当初予算額 ２，４３６千円 



教 育 委 員 会 
 
新年度予算における基本的な方針 
 平成２７年４月に改正地教行法が施行されることにより、市長と教育委員会からなる「総

合教育会議」において、本市の教育の目標や施策の根本的な方針となる「教育大綱」策定に

ついての協議・調整を行う。さらに、「四日市市学力向上アクションプラン」を策定し、本市

独自の教育施策の展開につなげていく。 

平成２７年度は、現行の「第２次四日市市学校教育ビジョン」の最終年度となるため、各

施策別に設定した取組指標の目標値達成に向けた取組を強化するとともに、教育委員会の点

検・評価の充実を図る。 

具体的には、本市が目指す子どもの姿「輝く よっかいちの子ども」の実現に向け、学校教

育分野において「段差のない教育」と「途切れのない支援」、「家庭・地域との協働」の３つ

の視点に立った各種施策の充実に努める。 

また、適正な教育環境の確保に資するため、平成２６年度に行った、地域の教育環境課題

等の整理に基づき、課題解決に向けた方策の絞り込みを行う。 

さらに、統合後の小学校における、児童の登下校時の安全を確保するため、通学路の安全

対策に努める。 

文化財・埋蔵文化財については、引き続き国指定史跡久留倍官衙遺跡の整備を実施するな

ど、文化財の保存・活用に努める。 

図書館、博物館等社会教育施設においては、学校との連携の充実に努めるとともに、それ

ぞれの特性を生かした学習機会・情報の提供及び学習活動の支援に取り組む。 

スポーツの振興については、学校体育や地域スポーツおよび競技スポーツの充実に取り組

むとともに、スポーツ施設整備計画に基づき、平成３３年度に開催されるみえ国体を見据え

たスポーツ施設整備に着手する。 
 
 

１．問題解決能力の向上について 

「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解消や基礎学力の定着及び学校生活への適応に向

けて、小中学校において、みえ少人数学級編制を継続するとともに、市独自施策として小

中学校１年生における３０人以下学級編制が行えるよう教員を配置する。 

また、基礎学力の向上、外国人児童・生徒の学校不適応などの教育諸課題の解決を図る

ため、非常勤講師を配置し、少人数指導を行う。 

市内全中学校区で取り組む「学びの一体化」では、就学前と小中学校の連携を強化した

一貫性・系統性のある教育を一層推進する一方、新たな教育課題に対応するため、２中学

校校区を教育実践研究推進校区に指定し、教育委員会との協働のもと実践研究を推進する。 

英語指導については、外国人英語指導員を全小中学校へ派遣し、日本人教員とのティー

ムティーチングによる指導を推進する。特に、小学校においては、外国語活動推進校を指

定して低学年からの指導を充実させ、早期からの英語教育を推進する。 

児童・生徒の理科や科学等への学習意欲の向上を目指し、企業との連携による理科等に



関する体験や実験を取り入れた授業や、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）との連携によ

る「宇宙」を素材にした授業を行う。また、「四日市こども科学セミナー」を実施し、本市

の産業立地の特徴を生かした様々な体験活動を通して、子どもたちの科学への知的好奇心・探

求心を高める。 

教育の情報化においては、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したよりわかりやすい授業づ

くりの推進のために、情報環境の整備と運用支援等を行う。 

さらに、社会人になっても通用する問題解決能力の育成を目指して、その基礎となる確

かな学力の向上に向けた本市独自の教育施策を検討するため、学識経験者をはじめとした

多方面からの委員により構成する会議を設置し、その検討結果を反映した「四日市市学力

向上アクションプラン」を策定する。 

【主な事業】  少人数学級拡充事業            ２３９，４７４千円 
（うち小一・中一３０人学級分  ９６，４３１千円） 

（うち非常勤講師配置分    １４３，０４３千円） 
学びの一体化推進事業            ３３，０１４千円 
学校英語教育充実事業            ７６，７６５千円 
大学及び企業等との連携による教師力向上事業  １，７８３千円 

（うち企業等との連携事業分      ６４４千円） 
          四日市こども科学セミナー事業         ３，１８５千円 

学校教育ＩＴ推進事業             ４０，４６３千円 
教育情報通信システム運営事業        ２１１，１６２千円 
学力向上アクションプラン検討事業          ３０６千円 

 

２．豊かな人間性の育成について 

生徒指導については、いじめや不登校等の未然防止、早期発見、早期対応につなげるた

め、教職員の指導・相談体制等の充実を図るとともに、学級満足度調査等の結果を効果的

に活用していく。併せて、保護者や地域との連携強化等に努める。 

各学校の相談体制については、国・県によるスクールカウンセラー（臨床心理士等）の

配置に加え、市独自での配置を行うことにより、すべての小中学校にスクールカウンセラ

ーを配置するほか、学校からの要請に応じてハートサポーター（臨床心理士等）を派遣す

ることで、学校のカウンセリング機能の充実を図る。 

併せて、新たに、スクールソーシャルワーカー（社会福祉士等）を派遣して、児童生徒

が抱える家庭に起因する福祉的な課題の改善及び解決を図る。 

また、学校の人権教育については、引き続き、教職員自らの人権感覚を磨くための研修

を充実するとともに、発達段階に応じたカリキュラムの整備に努める。各中学校区におい

ては、子ども人権フォーラムを通して、一貫して子どもたちに人権尊重の精神を養い、差

別をなくす実践力を育てる。 

教育上配慮を必要とする地域及び周辺地域においては、引き続き、人権学習、仲間づく

りや体験学習などを通して、基本的人権を尊重する精神と行動力をもった子どもを育成す

るための事業を実施する。さらに、学習環境の厳しい子どもたちの学習習慣の定着と基礎

学力の向上を目指して、学校・家庭・地域が連携して、教員ＯＢなど指導経験者や地域の



方の支援を得て、学力・進路保障の取組の充実を図る。 

読書活動の推進及び学校図書館の活性化については、全小中学校に司書を派遣し、各校

の年間計画に基づき、図書館担当教員への助言及び読書活動への支援、ブックトーク（テ

ーマを設定した読み聞かせ）の実施や図書館を活用した授業支援等を行う。そして、読書

活動推進校に６校を指定し、１分間スピーチを取り入れた学習活動等の充実を図り、実践

事例の公開や発表を行う。また、市立図書館にある学校団体貸出図書「なのはな文庫」の

活用や蔵書の貸出など、市立図書館との連携を進める。また、自然体験活動の一環として

自然教室を実施し、自然に触れる楽しさを味わい、集団生活を通した人間的なふれあいを

深める。 

  【主な事業】    途切れのない指導・支援事業        １８３，８２２千円 
（うち生徒指導・教育相談事業分 ３０，４６１千円） 

いじめ等対策事業               ４，１８６千円 
学校人権教育推進事業             １，７００千円 
子ども人権文化創造事業            ４，１３１千円 

自己実現支援事業               ２，４６４千円 

地域による学力向上支援事業          １，０００千円 

学校図書館いきいき推進事業         ３８，７０２千円 

自然教室事業                ２６，４７９千円              
 

３．健康や体力をはぐくむ教育の充実について 

子どもの運動能力や体力向上のため、小中学校における子どもの運動のあり方や教員の

指導方法などについて検討する。小学校においては、体力向上推進のプログラム（５分間

運動Ｐａｒｔ２）を作成することで、体力向上につながる運動を紹介し、各校での共通理

解のもと実践につなげる。 

また、食育を推進し中学生の健やかな成長につなげるため、デリバリー方式による給食

を家庭弁当と併用して実施する。給食アンケート結果や中学生から募集したレシピを参考

にするなど、今後も継続して給食内容の充実を図るとともに、平成２７年度には「四日市

市中学校給食検討会」を開催し、今後の中学校給食のあり方について検討する。 

【主な事業】  学校づくりビジョン推進事業         ３１，５６１千円 

（うち体力向上事業分    ５４千円） 
中学校給食事業              ２３２，６５１千円 

 
４．特別支援教育の充実について 

不登校や発達障害など課題のある幼児・児童・生徒に対して、一人一人の教育的ニーズ

に応じて専門家を派遣したり、適応指導教室や関係機関との連携を図ったりすることで、

乳幼児期から中学校卒業後を見通した一貫した相談支援体制の充実を図る。 

こども未来部と連携を図り、発達障害等の幼児・小学校低学年児童（４歳～８歳）とそ

の保護者への早期支援（Ｕ－８事業）を充実させ、幼児期からの途切れのない支援を行う。 

幼児・児童・生徒の進級や進学、関係機関との連携の際には、「相談支援ファイル」を有

効に活用する。また、保健所及び医療機関と連携した支援体制（YESnet 等）により、精神



疾患のある児童生徒への早期支援に努める。 

また、障害等のある子どもに対して、一人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援に資

するため、各学校の特別支援教育体制の推進に指導・助言・連絡調整を行う「地域特別支

援教育コーディネーター」のほか、特別支援学級に介助員を配置するとともに、通常の学

級において発達障害等で支援を要する児童・生徒に特別支援教育支援員を拡充して配置す

る。 

また、今後の特別支援教育を推進していく中心的な役割を担う人材を育成するため、専

門的な知識・経験を備えた指導者養成研修を、平成２６年度～平成２８年度の３年計画で

引き続き実施していく。 

    【主な事業】  途切れのない指導・支援事業        １８３，８２２千円 

（うち特別支援教育・相談事業分  ７，４０８千円） 
（うち就学支援委員報酬分       ３２２千円） 
（うち適応指導教室事業等分    ７，１６４千円） 
（うち特別支援教育介助員分  １２５，５５９千円） 

                     （うち特別支援教育支援員分   １２，９０８千円） 
特別支援教育推進事業             ２，２７９千円 

                     
５．時代の変化に対応する教育の推進について 

各学校の「学校づくりビジョン」の実現に向け、創意工夫ある教育活動や職場体験活動、

地域や家庭との協働による活動や土曜日等を活用した教育活動等を推進できるよう継続的

に支援する。また、新たに、「四日市公害と環境未来館」を訪問して取り組む環境学習を実

施する。 

各校の学力面を中心にした状況を把握し、指導改善を一層進めるため、学力の到達度検

査を全校で実施するとともに、全国学力・学習状況調査問題の授業等での活用を推進する。 

外国人幼児・児童・生徒の教育については、日本語指導や学校生活への適応指導、学力

補充、教育相談、進路保障等の充実を図るため、在籍校・園に適応指導員の配置を進める。

短期間で集中的な日本語の初期指導等を行うとともに、定住化により日本の公立高等学校

への進学希望者が増加していることに伴う進路保障に対応するため、教科の授業における

日本語指導の充実をめざした研究を行う。また、小学校６年生と中学生及びその保護者を

対象に、外国人生徒の進学支援を目的とした「高校進学ガイダンス（学校へ行こう）」を開

催する。 

【主な事業】 学校づくりビジョン推進事業              ３１，５６１千円 

       外国人幼児児童生徒教育事業         ６０，５３９千円  

 

６．家庭・地域との協働の推進について 

地域に開かれた信頼される学校づくりのために、各学校に設置した「学校づくり協力者

会議」において、地域住民・保護者と学校が「学校づくりビジョン」の実現や学校運営の

改善に向け、意見交換や学校評価を行う。併せて、保護者及び地域住民等が学校運営へ参

画し、教育活動の充実のために協働するシステムを有する学校を「四日市版コミュニティ

スクール」として指定し、その拡大と取組の充実を図る。 



【主な事業】 四日市版コミュニティスクール推進事業     ２，７４０千円 

 

７．教職員の資質・能力の向上について 

本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」を基にした授業研究に取

り組み、その実践例を小中学校へ示すことにより授業改善を進める。また、ライフステージに

応じた研修講座を実施し教職員の資質・能力の向上を図る。なかでも若手教員研修では、学級

運営や学習指導を中心に指導力の向上を目指す。 
経験の浅い教員等への指導・助言にあたっては、教育アドバイザーを派遣し、指導力の

一層のレベルアップと資質の向上を目指す。また、教師力の向上に向けて、大学や企業と

連携し、専門的な立場からの高い知識と豊かな経験等を教員の研修等に活用する。 

さらに、人権教育については、学校における指導内容の充実を図るとともに、人権教育

の目的や目標の実現に向けた人権学習プログラムを策定するため、小中学校におけるリー

ダー養成を目指した実践的な研修会を行い、深い知識と実践力を備えた指導者を養成して

その活用を図る。 

【主な事業】 教職員研修事業                       ２，１３８千円 

少人数学級拡充事業            ２３９，４７４千円 
（うち教育アドバイザー分    ５，７２５千円） 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業   １，７８３千円 
（うち大学との連携事業分    １，１３９千円） 

学校人権教育リーダー育成事業             ４４９千円 
 

８．学校施設・設備等の整備について 

校舎の改築整備については、笹川中学校の改築工事に着手する。また、良好な学習環境

の確保と長寿命化を図る大規模改修については、水沢小学校及び塩浜中学校の校舎、神前

小学校の屋内運動場の工事を行うとともに、富洲原小学校及び大池中学校の校舎の設計を

行う。 

学習環境を改善するための空調設備については、小中学校の視聴覚室５０室（小学校３

４室、中学校１６室）と音楽室３室への整備を行う。 

小学校における衛生管理強化のための給食室改修については、大矢知興譲小学校の工事

及び笹川東小学校の設計を行う。 

次に、災害対策として、災害時仮設トイレの便槽整備については、桜小学校の公共下水

道接続工事にあわせ、不要となる浄化槽を便槽とするための整備を行う。 

学校施設の安全確保を図るため、地震により割れたガラスの飛散による危険を回避する

ための窓ガラスの飛散防止対策を小学校の特別教室において実施するとともに、小中学校

の屋内運動場等の吊天井崩落対策工事を行う。 

自然災害を未然に防止し、児童の安全を確保するため、四郷小学校の裏山法面の改修工

事及び内部東小学校の裏山法面の復旧工事を行う。 

児童生徒の通学時の安全確保に向けては、通学路における交通安全施設の整備を引き続

き推進する。 

【主な事業】 笹川中学校改築整備事業          ２０３，２００千円 



小・中学校大規模改修事業         ３１９，３００千円 
空調設備整備事業             ２０７，３００千円 
給食室改修事業               ５４，５００千円 

災害用汚水槽整備事業            １１，７００千円 
窓ガラス飛散防止事業            ３６，９００千円 
屋内運動場等吊天井崩落対策事業      １１１，８００千円 

四郷小学校裏山法面改修工事         ６９，０００千円 

内部東小学校裏山法面復旧工事        １６，２００千円 

通学路交通安全施設整備事業         ２４，２００千円 

 

９．文化財の保存・活用・整備について 

国指定史跡久留倍官衙遺跡整備事業を進めるため、ガイダンス施設の展示造作を実施す

るとともに、正殿跡の遺構立体表示工事等の整備等を行う。国指定天然記念物御池沼沢植

物群落については、引き続き環境改善に取り組む。市指定有形文化財（建造物）の旧四日

市市役所四郷出張所については、法面改良工事を行う。また、文化財説明板や案内板の設

置、指定文化財修理に対する補助等を行う。 

一般国道１号北勢バイパス建設にかかる埋蔵文化財発掘調査を国土交通省中部地方整備

局から受託する。 

【主な事業】  久留倍遺跡保存活用事業          １０３，１９１千円 
          天然記念物保存事業              ３，１４４千円 

旧四郷出張所維持管理事業           ８，３４１千円 
文化財維持管理事業              １，０６５千円 
指定文化財保存事業費補助金          ３，５９０千円 
埋蔵文化財発掘調査受託事業         ４１，６６３千円 

 

１０．生涯学習機会の提供について 

図書館においては、利用者のニーズを把握しながら図書を選書し、乳幼児から高齢者ま

でに対応した資料を収集し、読書環境の向上に努める。また、郷土作家コーナーおよび地

域資料室に関係した情報収集にも努め、資料を収集する。 

博物館においては、「リニューアル－再発見」を年間の事業コンセプトとし、日本の美、

郷土の先人などを再発見する展覧会を開催する。また、プラネタリウムでは、新しくなっ

た設備機器の高い機能を生かして、地球環境や天文現象を取り上げた独自の番組などを投

映し、市民の宇宙への興味・関心を高めていく。 

【主な事業】  図書資料整備費               ２８，１００千円 

博物館特別展等開催費            ３５，０９９千円 

プラネタリウム投映事業            １７，７８８千円 
 

１１．スポーツの振興について 

運動施設の整備については、平成３３年度のみえ国体開催に向け、四日市市スポーツ施

設整備計画に基づき、霞ヶ浦緑地公園運動施設と中央緑地公園運動施設に整備予定である



スポーツ施設（体育館、サッカー場、テニスコート等）の設計を行う。また、霞ヶ浦第１

野球場の長寿命化を図るため屋根（観覧席）改修工事を行い、市民が安全に施設を利用で

きるようにするとともに、照明塔塗装工事を行い、老朽化が著しい部分の改修を行う。四

日市ドームでは、施設を快適に利用できるように、遮光ロールスクリーン等各種設備の改

修を行う。 

四日市市運動施設及び四日市ドームの管理運営については、指定管理者制度によって利

用者サービスの向上を図る。また、引き続き地区運動広場の整備を行っていく。 

スポーツの振興については、市民がスポーツに関心を持ち、スポーツに親しむ機会を設

けるため、トップアスリートによるスポーツイベントやプロ野球ウエスタンリーグ公式戦

を実施する。加えて、市民がスポーツを通して「元気な四日市」を実感できるように、四

日市シティロードレース大会やウォーキング大会を開催する。また、競技力向上や各種ス

ポーツ指導者の資質と指導力の向上を図るため、スポーツ指導者の資格取得費用の助成を

行う。 

【主な事業】  霞ヶ浦緑地運動施設整備事業（国体関係）   ２１，６００千円 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業         １９，９００千円 

（うち霞ヶ浦第１野球場夜間照明塔塗装工事分 １０，０００千円） 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業（アセットマネジメント） 

３４，９００千円 

中央緑地運動施設整備事業（国体関係）    ４５，４００千円 

四日市ドーム整備事業            １１，１００千円 

四日市市運動施設指定管理者指定管理料   ２２３，０９７千円 

四日市ドーム指定管理者指定管理料      ６５，９７２千円 

スポーツイベント実施事業            ５，５００千円 

スポーツ指導者資格取得助成金           １００千円 

 
（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業） 

・途切れのない指導・支援事業（うち生徒指導・教育相談事業） 
  新規事業として、児童生徒が抱える家庭に起因する福祉的な課題について、学校内外の

ケース検討会議等の充実とともに学校や行政、地域や家庭との連携・仲介・調整を行いつ

つ、問題行動等の未然防止・改善・解決を図るため、社会福祉士等をスクールソーシャル

ワーカーとして派遣する。 
 
・中学校給食事業 
 平成２５～２６年度に学校関係者や保護者を交えて開催した「中学校給食に関する懇談

会」を発展させ、今後の四日市の中学校給食のあり方について提言をまとめる「四日市市

中学校給食検討会」を平成２７年度に開催する。 
 
 ・体育館トイレの洋式化 

小・中学校の体育館トイレの洋式化を計画的に進めることとし、平成２７年度は小学校

（１３校）について整備する。 



 
・スポーツ指導者資格取得助成金 

  平成３３年度のみえ国体開催に向け、各種スポーツ指導者の資質と指導力の向上並びに

市民のスポーツ振興と競技力向上を目的に新たにスポーツ指導者の資格を取得する際に要

した費用の一部を助成する。 



 

空調設備整備事業 

 

１．目的 

良好な学習環境整備のため、すべての児童生徒が使用できる特別教室（視聴覚室等 53

室）に空調設備を整備する。 
 
２．内容 

○小・中学校の視聴覚室等への空調設備整備工事 

   ・視聴覚室 50 室（小学校 34 室、中学校 16 室）に空調設備を設置する。 

   ・音 楽 室 平成 28 年度に工事を予定している音楽室のうち、３室について前倒し

て空調設備を設置する。 

 

    ※理由   平成 26 年度からの継続事業であることが文部科学省の補助対象事業

としての要件であることから、既に、視聴覚室に空調設備が整備されて

いる学校については、前倒して音楽室に空調設備を整備する。 

   

３．予算額  ２０７，３００千円  （財源内訳）国庫支出金  ４１，８２８千円 
 （前年度  １６２，９００千円）       一 般 財 源 １６５，４７２千円 
 
  平成 27 年度 工事工程 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 

公告日 
 

           

入札期間  
 

          

工事期間   
 

         

 

 

担当 教育委員会 教育施設課 
    広瀬 
    ℡ ３５４－８２４５ 



 

笹川中学校改築整備事業 

 

１．目的 

笹川中学校の校舎の一部については、屋内廊下が無く、ベランダを廊下として使用して

いるベランダ形式校舎であり、教室間の段差によるバリアフリーの問題や便所の配置等、

機能面におけるさまざまな課題がある。改築によらなければこれら課題を解消できないこ

とから、改築整備を行い、学習環境の充実・改善を図る。 

 

２．内容 

  ○笹川中学校改築整備 

   ・改築工事（平成27～29年度） 

     校舎改築 鉄筋コンクリート造４階建て 5,031㎡ 

      普通教室15室、特別支援教室、少人数指導室３室、図書室、美術室、パソコン

室、音楽室、理科室、多目的室、校長室、職員室、保健室、会議室等 

     技術教室改築 鉄骨造平屋建て 288㎡ 

     グランド整備 

     ※全体事業費：１，６４１，８００千円（平成27～29年度） 

 

３．予算額  ２０３，２００千円  （財源内訳）国庫支出金   １８，２３６千円 

 （前年度   ４７，７００千円）        市 債  １２５，０００千円 

                        一般財源   ５９，９６４千円 

                  

４．債務負担行為 

   笹川中学校改築整備事業 

    限度額  １，４０８，５００千円  （総事業費）１，６０７，０００千円 

    期間   平成２７年度から平成２９年度 

   笹川中学校改築整備工事監理業務委託 

    限度額     ３０，１００千円  （総事業費）   ３４，８００千円 

    期間   平成２７年度から平成２９年度 
 

 

担当 教育委員会 教育施設課 

   広瀬 

   ℡ ３５４－８２４５ 



 

スポーツイベント実施事業 

 

１．目的 

市内でトップアスリートを講師に招いたスポーツイベント等を実施して、スポーツ
に親しむ機会を提供するとともに、競技力向上に努める。 
さらに、幅広い目的をもった参加者を対象とした四日市シティロードレース大会等

を開催し、スポーツ振興や競技力の向上、参加者間の交流を図る。 
 
２．内容 

 （１）トップアスリートによるイベント等開催 

    トップアスリートによるスポーツ教室（２回程度）やプロ野球ウエスタンリー

グ公式戦等の開催 

 （２）市内でのスポーツイベント開催 

    シティロードレース大会、ウォーキング大会を行う 

 

３．予算額  ５，５００千円   （財源内訳）その他特財 ５，５００千円 

 （前年度  ５，５００千円）         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

担当 教育委員会 スポーツ課 
上田 
℡ ３５４－８４２９ 



中央緑地運動施設整備事業（国体関係） 

 

１．目的 

平成 30 年度のインターハイ・平成 33 年度のみえ国体開催に向け、中央緑地公園運

動施設に整備予定であるスポーツ施設（体育館、サッカー場）の設計を行う。 

 

２．内容 

・中央緑地公園運動施設設計業務委託 

中央緑地公園運動施設内の現在の野球場に体育館等を、水泳競技場周辺にサッ 

カー場を整備するための設計を行う。 

※全体事業費： １９２，０００千円（平成 27～28 年度） 

 

３．予算額   ４５，４００千円   （財源内訳）その他特財 １１，３００千円 

（前年度        ０千円）        一般財源  ３４，１００千円 

 

４．債務負担行為 

   中央緑地公園運動施設設計業務委託 
    限度額  １４０，２００千円  （総事業費）１９２，０００千円 
    期間   平成２７年度から平成２８年度 
 
＜整備計画図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当 教育委員会 スポーツ課 
大本 
℡ ３５４－８４２９ 

（中央緑地） 

サッカー場
（陸上サブトラック）

第１
サッカー場

新設駐車場 

第２体育館 

第２
サッカー場

新体育館 



霞ヶ浦緑地運動施設整備事業（国体関係） 

 

１．目的 

平成 30 年度のインターハイ・平成 33 年度のみえ国体開催に向け、霞ヶ浦緑地公園

運動施設に整備予定であるスポーツ施設（テニスコート）の設計及び測量を行う。 

 

２．内容 

・霞ヶ浦緑地公園運動施設測量業務委託及び設計業務委託 

    霞ヶ浦緑地公園運動施設内のオーストラリア記念館の跡地にテニスコートを

整備するための測量及び設計を行う。 

※全体事業費：測量業務委託  ９，０００千円（平成 26～27 年度） 

設計業務委託 ４７，１００千円（平成 27～28 年度） 

        

３．予算額   ２１，６００千円   （財源内訳）その他特財  ５，４００千円 

（前年度        ０千円）        一般財源  １６，２００千円 

 

４．債務負担行為 

   霞ヶ浦緑地公園運動施設設計業務委託 
    限度額  ３４，５００千円  （総事業費）４７，１００千円 
    期間   平成２７年度から平成２８年度 
 
＜整備計画図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（霞ヶ浦緑地） 

 
担当 教育委員会 スポーツ課 

大本 
℡ ３５４－８４２９ 



 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業（アセットマネジメント） 

 
１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置づけた運
動施設について、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な予防保全
による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の平準化を図
る。 
 
２．内容 
   長寿命化工事 

霞ヶ浦第１野球場屋根（観覧席）改修工事 
観覧席部分全面の防水改修 
・超速硬化ウレタン防水処理 約1,723㎡ 
・既設ベンチ一時撤去及び復旧 

 
３．予算額   ３４，９００千円  （財源内訳）一般財源  ３４，９００千円 
 （前年度        ０千円）  
 
＜霞ヶ浦第 1野球場観覧席＞  

 
 

担当 教育委員会 スポーツ課 
   尾関 

℡ ３５４－８４２８ 



 

スポーツ指導者資格取得助成金 

 

１．目的 

平成３０年のインターハイ・平成３３年のみえ国体に向け、各種スポーツ指導者の
資質と指導力の向上並びに市民のスポーツ振興と競技力向上を目的に新たにスポー
ツ指導者の資格を取得する際に要する費用の一部を助成する。 
 
２．内容 

  公益財団法人日本体育協会及び公益財団法人日本障害者スポーツ協会が認定する

スポーツ指導者の資格を取得するための受講料及び資料代の１／２（上限額１万円）

を助成する。 

 

３．予算額   １００千円  （財源内訳）  一般財源  １００千円 

 （前年度     ０千円）          

 
 

担当 教育委員会 スポーツ課 
上田 
℡ ３５４－８４２９ 



 生徒指導・教育相談事業 
～途切れのない指導・支援事業～ 

 

１．目的 

不登校、いじめや暴力行為などへの対応の充実及びこれらの未然防止や早期発見・

解決に向けた学校の教育相談機能・体制の充実を図るため、専門的な知識・経験を有

する臨床心理士等の配置や派遣を行う。また、児童生徒が抱える家庭に起因する福祉

的な課題について、学校や行政、地域や家庭と連携・仲介・調整を行いつつ解決を図

るための社会福祉士等の派遣を行う。 

 

２．内容 

（１）スクールカウンセラーの配置 

スクールカウンセラー：臨床心理士等の専門的な立場からの児童生徒及び保護

者へのカウンセリング、教職員への助言、専門機関との連携を図る。 

市費の配置校：小学校 27 校（国・県費の配置校：小学校 11 校、中学校 22 校）  

（２）ハートサポーターの派遣 

ハートサポーター：小中学校から要請のある相談に、臨床心理士等を家庭や学

校へ派遣して、児童生徒及び保護者に直接面接してカウンセリングを行う。 

全小中学校を対象に年間 70 回派遣 

（３）【新】スクールソーシャルワーカーの派遣 

スクールソーシャルワーカー：社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉に関する

専門的な資格を有する者を、家庭や学校、各関係機関に派遣し、学校や行政、地

域や家庭と連携・仲介・調整を行いつつ解決を図る。 
    平成 27 年度から、全小中学校を対象に年間 20 回派遣 

（４）生徒指導上の対策支援 

いじめや不登校等の未然防止、早期発見、早期対応のために、学級満足度調査

を行う。また、児童虐待や緊急扶助、専門機関等からの助言等が必要な児童生徒

がいる学校への支援を行う。 

 
３．予算額  ３０，４６１千円   （財源内訳）一般財源  ３０，４６１千円 

 （前年度  ３０，３２０千円） 
 

 

 担当 教育委員会 指導課 
   加藤 
   ℡ ３５４－８２５６ 



特別支援教育・相談事業 
～途切れのない指導・支援事業～ 

 
１．目的 
 障害のある子どもや発達上課題のある子ども及び不登校等の子どもとその保護者
や教職員への相談支援を行う。 
また、特別な教育的支援が必要な子どもの就学相談、特別支援教育の体制整備や教

職員研修を行い、乳幼児期から中学校卒業後までを見通した途切れのない支援の充実
を図る。 

 
２．内容 
（１）不登校や障害等発達上課題のある子どもに対しては、教育・福祉・保健・医療
等の関係機関と連携しながら教育相談を進める。 
①来所相談者への、相談員・臨床心理士によるカウンセリングや遊戯療法等の実施 
②臨床心理士及びスーパーバイザーによる巡回教育相談の実施 
③保健所、医療機関と連携した、こころの病気等への早期支援(YESnet 等)の実施 
④「相談支援ファイル」の活用などによる、途切れのない指導・支援の推進 

 
（２）教育相談や特別支援教育の体制整備を図るとともに、教職員研修等を計画的に
実施する。 
①特別支援教育推進に関する協議を行う特別支援教育推進協議会、就学に関する審
議や協議を行う四日市市就学支援委員会、四日市市就学相談の在り方検討委員会
の開催 

②地域特別支援教育コーディネーターや通級指導教室担当者等、特別支援教育推進
の中心的役割を担う、専門的な知識・経験をもった指導者を育成するための研修
の実施 

 
３．予算額 ７，４０８千円  （財源内訳）一般財源 ７，４０８千円 
 （前年度 ８，６８９千円） 
 

担当 教育委員会 教育支援課 
   大原 

℡ ３５４－８２８５ 



博物館特別展等開催費 
 
１．目的 
  平成 27 年度は「リニューアル－再発見」をテーマに、日本の美や、郷土の先人、
私たちの暮らしなど、世界的に有名なものから身近なものまでを取り上げ、より深く
楽しめる内容の展覧会を開催して、新しい見方や知識と出会う場とする。 
 
２．内容 
① 北斎とリヴィエール～富士山とエッフェル塔～ (4/18～5/31：39 日間)  
② 鎌井松石と本草学の世界（9/19～10/25：33 日間） 

   ③ 丹羽文雄の美術品～没後十年記念～（11/3～12/13：36 日間） 
④ 昭和の暮らし～北原照久コレクション～（1/5～2/28：48 日間） 
 

 
 
 
 
 
 

②鎌井松石と本草学の世界 

 

 

 
 
 
 
 
 

③丹羽文雄の美術品        ④昭和の暮らし 
 
※展覧会の名称はすべて仮称 

 
３．予算額 ３５，０９９千円   （財源内訳）その他特財 １２，９８０千円 
 （前年度 １０，３５１千円）    一 般 財 源 ２２，１１９千円 
 

担当 教育委員会 博物館 
   廣瀨 

℡ ３５５－２７０２ 

①北斎とリヴィエール 



 

プラネタリウム投映事業 

 
１．目的 
世界最多の１億４千万個の星、約 9,500 個の星の色を再現、８Ｋプロジェクターに
よる高画質映像など、リニューアルで導入した世界最高水準の技術により再現される
宇宙空間を体感し、宇宙への興味・関心を高めていけるよう、地球環境や天文現象を
取り上げた独自の番組などを投映する。 
 
２．内容 

（１）季節番組 

① 一般番組 

４～６月 「アース・メッセージ」オープニング番組 

６～９月 「コズミックフロント」配給番組 

９～12 月 「スペースデブリ（仮）」自主制作番組 

12～３月 「日食ツアー！（仮）」自主制作番組 

３～６月 「赤い惑星 火星が接近！（仮）」自主制作番組 

  ② ファミリー番組 

   ４～６月 「ドラえもん 宇宙ふしぎ大探検２」配給番組 

   ６～９月 「奇跡の地球のふしぎな森」配給番組 

   ９～12 月 「ポケットモンスターＸＹ 宇宙の破片」配給番組 

   12～３月 「おじゃる丸 銀河がマロを呼んでいる」配給番組 

   ３～６月 「ちびまる子ちゃん 星に願いを」配給番組 

  ③ 星空番組 

    通 年 「スペース・ミュージアム（仮）」自主制作番組（５本） 

  ④ 学習番組 

    夏休み期間 「山崎直子宇宙飛行士のスペース・アカデミー」配給番組 

（２）学習投映・・・保育園、幼稚園、小学校、中学校などの団体向け投映 

（３）特別番組・・・宇宙塾（３回）、ライブコンサート（１回）、CD コンサート（１回） 

 

３．予算額   １７，７８８千円   (財源内訳)その他特財 １５，４６０千円 

 （前年度    ３，３０８千円）      一般財源   ２，３２８千円 

 

 

 

担当 教育委員会 博物館 
伊藤 

℡ ３５５－２７０３ 



消 防 本 部 
 
新年度予算における基本的な方針 
 安全で安心なまちづくりに向け、消防力の強化・消防救急体制の充実をはじ

め、総合的な災害対応力の強化を図る。 
 このことから、災害時における初動体制の強化や消防救急体制の充実に向け、

消防救急無線のデジタル化や新消防指令センターの整備を推進するとともに、

本市の南部及び北部地域に新たな消防分署を設置するための整備や老朽化した

消防車両の更新を行う。 
また、救命率の向上を目指して、市立四日市病院に設置した救急ワークステ

ーションでの研修を充実させるとともに、計画的な救急救命士の養成を行うな

ど、救急業務の高度化を推進する。 
さらに、火災予防対策の強化や地域防災力の充実を図るため、石油コンビナ

ート事業所等への立入検査や防火安全指導を強化するとともに、地域防災活動

の中核となる消防団の施設、装備の充実や耐震性貯水槽の整備を行う。 
 
１．消防救急無線デジタル化及び新消防指令センターの整備について 
平成 28 年４月の運用開始に向け、消防救急無線をデジタル化する。平成 26

年度に整備した共通波(全国の消防車と通信可能)に加え、平成 27 年度は活動

波（各消防本部の専用波）の整備を行うとともに、中消防署中央分署に四日

市市、桑名市及び菰野町の３消防本部による共同の新消防指令センターを設

置する。 
【主な事業】 消防救急無線共通波負担金            ５，４９４千円 

新消防指令センター整備事業       １，２８６，６４２千円 
 

２．新消防分署の整備について 
消防車及び救急車の現場到着時間の短縮を図るため、本市の南部及び北部

地域に新消防分署を設置するため、平成 27 年度は（仮称）南部消防分署の用

地取得、造成及び設計に取り組むとともに、北部地域における候補地選定等

の基本調査を行う。 
【主な事業】 新消防分署整備事業             １４２，５５４千円 
 
３．消防団の施設、装備の充実について 
地域防災活動における中核的な役割を果たす消防団員の安全を確保するた

め、「消防団の装備の基準」の改正に伴い、全消防団員に防塵メガネを配備す

るとともに、難燃性能を有した新基準の活動服に更新する。また、消防団の活



動拠点を整備するため、老朽化した消防分団車庫の改築等を行う。 

・羽津分団車庫（設計、改築工事） ・神前分団車庫（設計、改築工事） 

・日永分団車庫（設計） 
【主な事業】 消防団員貸与被服費             １７，０００千円 

分団等整備事業               ５９，５００千円 
 
４．庁舎整備事業（アセットマネジメント）について 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、消防庁舎の計画的な予

防保全による長寿命化及び長期的な経費の削減に取り組む。 

（消防本部･中消防署、北消防署） 
【主な事業】 庁舎整備事業（アセットマネジメント）   １１２，１００千円 
 
５．消防車両の整備について 
  老朽化した消防車両（７台）を、更新計画に基づき最新型の消防車両に更

新する。 
  ・水槽付消防ポンプ自動車 【北消防署】 ・消防ポンプ自動車 【中消防署】 
 ・高規格救急車【南消防署、中央分署】 ・広報車【北消防署】 
 ・軽トラック【中消防署、南消防署】 
【主な事業】 消防車両更新事業             １１９，６５４千円 

 
６．救急業務の高度化について 
平成26年４月から市立四日市病院において本格稼働している救急ワークス

テーションでの研修を充実させるとともに、全ての救急車に救急救命士が１

名以上乗車する体制を確立するため、４名の救急救命士を養成する。 
【主な事業】 救急ワークステーション事業             ７０８千円 

救急高度化事業（救急救命士養成事業）     １０，３７１千円 
 
７．火災予防対策について  
  火災予防対策の強化に向け、コンビナート事業所や防火対象物等への立入

検査や防火安全指導を強化するとともに、市民の防火意識の高揚を図るため、

火災予防運動などの啓発活動を実施する。 
【主な事業】 火災予防関係事業活動費            １，７３３千円 
 
８．耐震性貯水槽の整備について  
  大規模災害時における消防水利を確保するため、地下式耐震性貯水槽（容

量 60 トン）を２箇所（生桑町、ときわ五丁目）整備する。 
【主な事業】 耐震性貯水槽整備事業            ２２，９５０千円 



担当 消防本部 総務課 
   行 方 
   TEL ３５６－２００２ 

 
 
 
１．目的 

平成 28 年４月の運用開始を目指して、消防
救急無線をアナログ方式からデジタル方式へ
切り替えるための整備を行うとともに、併せ
て四日市市、桑名市及び菰野町の３消防本部
による新消防指令センターの整備を行う。 

 
２．内容  
（１）新消防指令センター（活動波基地局及び指令システム）整備【共同整備】 

消防救急無線デジタル活動波基地局、新消防指令システム及び消防情報支援シ
ステムを整備する。（平成 26～27 年度継続事業） 
○新消防指令センター（活動波基地局及び指令システム）整備工事 

        １，０４７，６００千円 （総事業費：１，０４７，６００千円） 
平成 26 年度：０千円、平成 27 年度：１，０４７，６００千円 

○工事監理業務委託     
              ６，３００千円 （総事業費：８，１００千円） 

平成 26 年度：１，８００千円、平成 27 年度：６，３００千円 
 
（２）新消防指令センター（中央分署改修）整備【共同整備】  

    新消防指令システムの整備に併せ、中消防署中央分署の３階部分を新消防指令
センターとして整備するため、改修工事、備品購入等を行う。 

７２，４００千円 
 

（３）活動波移動局整備【単独整備】            
    新消防救急無線のデジタル化における活動波整備として、移動局となる車載無

線機及び携帯無線機等の整備を行う。 
１６０，３４２千円 

【整備スケジュール】 
事業区分 Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 

（１）活動波基地局及び指令
システム整備 

   
 

（２）中央分署改修等の整備    

（３）活動波移動局整備    

既存システム    

  

３．予算額  
１，２８６，６４２千円  （財源内訳）市債      ５５０，７００千円 

（前年度  ２，２００千円）       その他特財   ７１０，６４７千円 
                     一般財源     ２５，２９５千円 
 

消防救急無線デジタル化及び新消防指令センター整備事業 

（四日市・桑名消防指令センター） 

撤去 

試
験
運
用
（
３
月
下
旬
） 

本
運
用5 月～ 改修工事、備品購入 

10 月～   本体工事、工事監理

6月～ 備品購入 



担当 消防本部 総務課 
   行 方 
   TEL ３５６－２００２ 

 
１．目的 
  消防車及び救急車の現場到着時間の短縮に向け、本市の南部及び北部地域に新消防
分署を設置する。 
 
２．内容 
（１）事業概要 
 （仮称）南部消防分署の用地取得、造成工事及び庁舎等の実施設計を行うととも
に、北部地域における候補地等の基本調査を行う。 

 
（２）整備スケジュール 

 
（３）（仮称）南部消防分署について 
  ア 整備場所 四日市市大字泊村字西奥４１８４番地の一部  
  イ 敷地面積 約１，７００㎡ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 事業費 

    ○土地購入費（約１，７００㎡）      ７６，５００千円 
    ○土地造成設計業務委託及び造成工事費等  ４４，２５４千円 
    ○庁舎等実施設計業務委託費        １９，８００千円 
 
（４）（仮称）北部消防分署について 
ア 候補地選定等の基本調査費         ２，０００千円 

     
３．予算額 １４２，５５４千円 （財源内訳） 市債   １０３，９００千円 

（前年度 ２，０００千円）       一般財源  ３８，６５４千円 

施 設 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

(仮称)南部 
消防分署 

基本調査 
候補地選定 

用地取得 
造成工事・設計 

建築工事 開署  

(仮称)北部 
消防分署 

 基本調査 
候補地選定 

用地取得 
造成工事・設計 

建築工事 開署 

新消防分署整備事業 

南部丘陵公園（南ゾーン） 

南部丘陵公園（北ゾーン） 
 

◎(仮称)南部消防分署の概要 
 
・建物構造：鉄骨造２階建 
・建物面積：延べ約５００㎡ 
・建物用途：事務所、会議室、 

仮眠室、車庫など 
・配置車両：消防車１台 

救急車１台 

整備場所

県道 44 号 宮妻峡線 



 
 

１．目的 
  地域の消防防災活動拠点である消防分団車庫のうち、経年により老朽化の著しい消
防分団車庫について整備を行う。 
 
２．内容 
（１）新築・改良工事 
 ○羽津分団車庫 

    昭和 53 年度に建築、築後 36 年が経過し、老朽化が進んでいることから、現
在の車庫を解体撤去し、同場所において改築工事を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○神前分団車庫 
    昭和 54 年度に建築、築後 35 年が経過し、老朽化が進むとともに、隣接する

交差点の安全対策のため、現在の車庫の北側に移転し、改築工事を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
（２）設計業務委託 
   ○日永分団車庫 
     昭和 54 年度に建築、築後 35 年が経過し、老朽化が進んでいることから、改

修等に向けた設計を行う。 
 
３．予算額 ５９，５００千円     （財源内訳） 一般財源 ５９，５００千円 
 （前年度 １１，４００千円） 

分団等整備事業 

担当 消防本部 総務課 
江 藤 

   ℡ ３５６－２００３ 

N 

羽津地区 

市民センター

羽津 

分団車庫 

神前 

分団車庫 

移転場所 

 

 

神前 

小学校

神前地区市

民センター 

神前幼稚園 N 

志

氐

神

社



 
 
 
１．目的 
四日市市アセットマネジメント基本方針に基づき、第２次推進計画に位置づけた消
防庁舎について、維持管理費の軽減や省エネルギー化を図りつつ、計画的な予防保全
による長寿命化を進めることにより、長期的な経費の削減及び財政負担の平準化を実
施する。 
 
２．内容 
○長寿命化工事 

工事名 工事(設備更新)内容 
事業費 

（単位：千円） 

消防本部・中消防署 
空調設備及び換気設備更新工事 

・エアハンドリングユニット 
（大型空気調和機） 

・ファンコイルユニット 
（空気調和機） 

・全熱交換機 

４９，１００ 

北消防署 
空調設備更新工事 

・冷温水発生機 
・ファンコイルユニット 

（空気調和機） 
・全熱交換機 

６３，０００ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
３．予算額  １１２，１００千円   （財源内訳）一般財源 １１２，１００千円 
(前年度     ２３，４００千円）        

庁舎整備事業（アセットマネジメント） 

担当 消防本部 総務課 
   江 藤 

℡ ３５６－２００３ 

消防本部・中消防署ｴｱﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 北消防署冷温水発生機 



広報車 

 
 
 
 
１．目的 
  「安全で安心なまちづくり」に向けて、火災・救助・救急等の各種災害に迅速かつ
的確に対応できるよう車両更新計画に基づき、車両更新を行う。 
 
２．内容 
○水槽付消防ポンプ自動車【北消防署】 
平成 15 年度に配備し 12 年目を迎え、老朽化  
により更新する。 
水槽（容量２，０００リットル）及び消火泡圧 
縮吐出装置（ＣＡＦＳ装置）を装備し、消火能力 
の向上を図る。 

 
 
○消防ポンプ自動車【中消防署】 
平成 15 年度に配備し 12 年目を迎え、老朽化 
により更新する。 
小型水槽（容量７００リットル程度)を装備し、 
機動力の向上を図る。 

 
 
 ○高規格救急自動車【南消防署】【中央分署】 
   平成 20 年度に配備し７年目を迎え、老朽化に 
より更新する。 

   高度救命用資機材を積載し、救命率の向上を図 
る。 

 
 
○広報車【北消防署】 

平成 11 年度に配備し 16 年目を迎え、老朽化 
により更新する。 

 
 
○軽トラック【中消防署、南消防署】 
    平成 13 年度に配備し 14 年目を迎え、老朽化 
により更新する。 

 
 
３．予算額 １１９，６５４千円   （財源内訳）県支出金   ８６，２００千円 
 （前年度  ７１，２００千円）        一般財源   ３３，４５４千円 
                        
                         担当 消防本部 総務課 

   江 藤 
   TEL ３５６－２００３ 

消防車両整備事業 
 

水槽付消防ポンプ自動車 

消防ポンプ自動車 

高規格救急自動車 



  

上 下 水 道 局 
 

新年度予算における基本的な方針 

水道及び下水道は、市民生活に直結する重要なライフラインであり、市民に
信頼される上下水道事業を目指し、計画的に施設整備・更新等を進めるととも
に適正な維持管理に努める。 
水道事業は、節水型社会への移行による影響等から水需要の減少が見込まれ
る状況の中、経営の一層の効率化を図りながら、「安全・安定給水」をより確
実なものにするため、第２期水道施設整備計画に基づき事業を進めるとともに、
鉛給水管の解消等に努める。 
生活排水対策事業では、「水洗化による生活環境の向上」及び「川や海など
の公共用水域の水質保全」を全市的に進めるため、四日市市生活排水処理施設
整備計画に基づき、公共下水道汚水対策事業及び農業集落排水事業の推進とそ
れぞれの施設の適正な維持管理に努めるとともに、合併処理浄化槽の普及と適
正維持管理の促進を図る。 
さらに、「雨に強いまちづくり」を進めるため、総合的な治水対策の一環と
して、公共下水道雨水対策事業を行う。 
 

水 道 事 業 
１．安全・安定給水について         

将来にわたって安全安心な良質の水道水を安定して供給していくため、第２
期水道施設整備計画に基づき、基幹管路や配水池等基幹施設の耐震化事業や経
年管及び施設の更新事業を推進する。 
【主な事業】 第２期水道施設整備事業          1,799,268 千円 

高度浄水処理施設整備事業 
基幹施設耐震化事業 
（導送水管・配水本管布設替、配水池更新） 
経年管布設替事業 
経年施設更新事業 

 

２．鉛管対策について            

水質の一層の安全性を確保するため、鉛給水管の取替工事を進め平成 27 年
度に事業完了を図る。 
【主な事業】 鉛給水管布設替事業             110,000 千円 
 
 



  

下 水 道 事 業 
１．汚水対策事業について 

日永浄化センター第４系統の建設を進め、平成 27 年度中に供用開始すると
ともに、四日市市生活排水処理施設整備計画に基づき事業を進める。 
【主な事業】 公共下水道事業              2,994,000 千円 

日永浄化センター第４系統建設工事 
小古曽汚水 1号幹線管渠布設工事 
 

２．雨水対策事業について 

浸水区域の解消を図るため、都市型水害対策を推進する。 
【主な事業】 公共下水道事業              2,692,000 千円 

新南五味塚ポンプ場下部土木工事（躯体工）、放流渠工事 
吉崎ポンプ場下部土木工事（躯体工）、放流渠工事 
朝日町ポンプ場・新富洲原ポンプ場設備更新工事 

都市下水路事業                 65,000 千円 
朝明ポンプ場ポンプ設備更新工事 

 

３．下水道施設の維持管理について 

  浄化センター、ポンプ場については、適切な維持管理を行い、機能を最大限
に発揮させてより効率的な運転に努めるとともに、施設の耐震対策にも取り組
む。 
管路施設については、計画的な管路調査や清掃を適宜実施するとともに、重
要幹線の耐震対策にも取り組む。 
 

 

農 業 集 落 排 水 事 業 
農村集落の生活環境向上と公共用水域の水質保全を図るため、水沢東部地区
及び和無田地区で平成 27 年度中に供用開始するとともに、施設の適切な維持管
理を行う。 
【主な事業】 和無田地区処理場内施設整備工事       20,000 千円 

         施設維持管理（供用 12 地区）         144,112 千円 
 

 

 

 



  

コミニティ・プラント事業 
生活環境向上と公共用水域の水質保全を図るため、施設の適切な維持管理を
行う。 
【主な事業】 施設維持管理（供用２地区）         51,607 千円 
 

合併処理浄化槽事業 
公共下水道等が整備されていない地域での生活排水対策として、個人が合併
処理浄化槽を設置した場合に補助金を交付する。また、合併処理浄化槽を適正
に管理し、法定検査に合格した場合に補助金を交付する。 
【主な事業】 合併浄化槽整備促進事業            82,530 千円 

合併浄化槽水質浄化促進事業          52,100 千円 
 



 
 
 
 
１．目 的 
  朝明水源系の水源の確保及びより一層安全で安心な水道水の供給を行うため、朝明水
源地に除マンガン処理施設を導入する。 
 
２．内 容 
平成 30 年度の施設稼働を目指し、除マンガン処理施設の設計業務委託を行う。 
（効果） 
朝明水源系についてはマンガンの含有率が高いため、処理施設導入により将来に向
けて安定的な水源の確保を図るとともに、現在休止している朝明４号井からの取水が
可能となる。 

 

内　　　　容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

詳細設計

(築造工事)  稼働
朝明水源地
除マンガン処理施設築造

 

 
３．予算額   ３１，０００千円 （財源内訳）企業債    ９，０００千円 
（前年度        ０千円）      自己財源  ２２，０００千円 

 

                      ≪参考≫ 萩市 除マンガン処理施設 

 

 

（新）高 度 浄 水 処 理 施 設 整 備 事 業 

担当 上下水道局経営企画課 

      川島 

℡ ３５４－８３６９ 



 
 
 
 
１．目的 
  大規模地震に備え、断水等の被害を最小限に抑えて非常時における市民生活への影響
を低減するため、主要施設の耐震化を図る。 
 
２．内容 
基幹管路及び基幹施設の耐震化工事を行う。 
   基幹管路耐震化工事  φ300～600 L=3,300m 
   配水池更新工事    山ノ手配水池（１号池） 
 

３．予算額   ６５７，０００千円 （財源内訳）企業債   １９７，０００千円 
（前年度   ４３０，０００千円）      自己財源  ４６０，０００千円 
 

 

 
 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   （平成 27，28 年度更新施工） 

 

水 道 基 幹 施 設 耐 震 化 事 業 

担当 上下水道局経営企画課 

      川島 

℡ ３５４－８３６９ 

内径 35.7m N 

 

山ノ手配水池 施設配置図 

３号池 

容量 ３５００㎥ 

有効水深 ４．２m 

（平成 21 年度耐震補強完成） 

内径 

23.7m 

1 号池 

容量 ２５００㎥ 

有効水深 ４．２m 

内径 36.0m 

内径 

19.0m

 

２号池 

容量 ３７００㎥ 

有効水深 ４．２m 

（平成 24 年度更新完成） 

 

内径 33.8m 



 

 

 
 
１．目的 
      生活環境の向上及び川や海などの公共用水域の水質保全を図るために、公共下水

道（汚水）施設を計画的に整備する。 
 
２．内容 
  ①管渠整備  小古曽汚水１号幹線の幹線管渠整備を進めるとともに、各地区に

おいて管渠整備（面整備）を進める。 
   ②処 理 場  日永浄化センター第４系統建設工事を進める。 

（平成２７年度中供用開始） 
 
日永浄化センター第４系統（第１期） 諸元表 

処理方式 凝集剤併用型ステップ流入式多段硝化脱窒法＋急速ろ過法 

処理能力 15,000㎥/日 （第４系統全体計画 60,000㎥/日） 

計画処理人口 26,600 人   （第４系統全体計画 109,590 人） 

計画放流水質 ＢＯＤ 15 ㎎/ℓ ， 窒素 10 ㎎/ℓ ， リン 1.0 ㎎/ℓ 

 
３．予算額 ２，９９４，０００千円（財源内訳） 国庫補助金   ７３１，３５３千円 
 （前年度 ５，１６５，０００千円）      企業債   １，９９１，１００千円 
                        自己財源    ２７１，５４７千円 

  
日永浄化センター第４系統（全体完成予定） 

            イメージ鳥瞰図 

 

公 共 下 水 道 汚 水 対 策 事 業 

担当 上下水道局経営企画課 

      川島 

℡ ３５４－８３６９ 

（第 1 期） 



 

 
 
 
１．目的 
      市街化区域の浸水被害の防除を図り雨に強いまちづくりを進める。 
 
 
２．内容 
   ・新南五味塚ポンプ場 下部土木工事（躯体工）、放流きょ工事 

・吉崎ポンプ場    下部土木工事（躯体工）、放流きょ工事 
・朝日町ポンプ場   設備更新工事 
・新富洲原ポンプ場  設備更新工事            等 

 
 
３．予算額 ２，６９２，０００千円（財源内訳） 国庫補助金 １，１８２，８７７千円 
 （前年度 ２，６４３，０００千円）      企業債   １，３６０，８００千円 
                        自己財源    １４８，３２３千円 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

公 共 下 水 道 雨 水 対 策 事 業

担当 上下水道局経営企画課 

川島 

℡ ３５４－８３６９ 

新南五味塚ポンプ場完成イメージ鳥瞰図 吉崎ポンプ場完成イメージ鳥瞰図 



市 立 四 日 市 病 院 
 

新年度予算における基本的な方針 
急性期医療を担う北勢地域の中核病院として、市民、患者に信頼される病院
であり続けるため「第二次市立四日市病院中期経営計画」（平成 25～29 年度）
に基づき、診療機能の充実と安定的な経営体制の確立を図りながら、良質な医
療の提供や地域医療を推進していく。 
当院は、平成 25 年度に新病棟の増築・既設改修工事を終え、昨年末に電子
カルテをはじめとする総合医療情報システムの更新も終えた。さらに新年度に
おいては、今後増加が予想されるがん治療について、最新医療水準に見合う集
学的治療が可能となる高精度放射線治療棟の増築工事に着手するとともに、患
者に安全、安心で高度な医療を提供するため、循環器対応バイプレーンシステ
ムなどの更新を含めた整備を行い、さらなる医療機能の向上を図る。 
 また、引き続き医師、看護師、薬剤師等の医療従事者確保に努めるとともに、
チーム医療の推進、地域の医療機関との連携強化を行うなど、診療機能の充実
と良質な医療の提供に重点的に取り組む。 
 
１．高精度放射線治療棟整備事業について 
がん治療における放射線治療の近年著しい治療技術の進歩に対応した高精
度放射線治療装置の導入を図るため、高精度放射線治療棟を整備するとともに
救急医療の充実、強化のため、２階部分に救急病棟の整備を実施する。 
 
【主な事業】高精度放射線治療棟整備事業      予算額 515,275 千円 
                                         

                 （内訳）増築工事   500,000 千円 
                     監理委託料  15,000 千円 
                     各種申請手数料  275 千円 
 
２．医療機器等整備事業について 
患者に安全、安心で高度な医療を提供するため、既存機器の更新を含め、循
環器対応バイプレーンシステムや手術用顕微鏡、ミニＣアームＸ線診断装置な
ど医療機器等の整備を図る。 
【主な事業】循環器対応バイプレーンシステム、手術用顕微鏡、ミニＣアー

ムＸ線診断装置ほか購入 
    予算額 500,000 千円 



 
 
１．目的 

 がん治療の大きな柱である放射線治療については、近年の著しい治療技術の進歩
に対応した放射線治療装置の導入が望まれており、日本でも放射線治療と化学療法
の比率が高まることが予測されるため、高精度放射線治療棟を整備する。 
 また、救命救急センターの機能の充実、強化をはかるため、２階部分に救急病棟
を整備する。 
平成 26 年度に実施設計、27 年度に工事着手、28 年度には高精度放射線治療機

器を導入し、完了する。  
 
２．内容 
  高精度放射線治療棟増築、治療機器の導入 
 
３．予算額  ５１５，２７５千円  （財源内訳）企業債 ５００，０００千円 
（前年度   ３０，０００千円）       自己財源 １５，２７５千円 

                        
整備予定位置図         １階平面計画の概要       ２階平面計画の概要 
予定位置 

 
 
 
 

高精度放射線治療棟整備事業 

担当 市立四日市病院施設課 
     小 林 
   ℡ ３５４－１１１１ 



医療機器等整備事業 
 
１．目的 
   患者に安全、安心で高度な医療を提供するため、既存機器の更新を含め、医療機器
等の整備を図る。 

 
２．内容 

（１）循環器対応バイプレーンシステム 
（２）手術用顕微鏡 
（３）ミニCアームX線診断装置ほか 

     
    
３．予算額   ５００，０００千円  （財源内訳）企 業 債 ４００，０００千円 
 （前年度 １，５８１，６０４千円）       自己財源 １００，０００千円 
 
 
循環器対応バイプレーンシステムのイメージ 

 

 

担当 市立四日市病院総務課 
      田 中 
   ℡ ３５４－１１１１ 



（単位　千円）

自主防災組織活性化事業 28,900 自主防災組織の結成及び防災活動に対する補助

防災減災人材養成事業 11,107
防災大学(女性向け含む)や防災大学修了生向け、家族向け講座の開催による人材育成
等

総合防災拠点整備事業 12,700
災害対策本部との連携や救援物資の受入れ、受援の拠点、応急仮設住宅用地として長期
間占有可能な総合防災拠点の整備に向けた調査・測量等

防災倉庫整備事業 51,300 災害時に指定避難所へ迅速に救援物資を配送するための拠点となる防災倉庫の整備

避難施設等整備事業 36,800
磯津公会所を津波避難施設として活用とするための附帯施設を整備
長期の避難所生活に備える防災井戸の整備やマンホールトイレの配備

防災システム整備事業 231,753 防災行政無線（固定系）の整備や危機管理センター防災システムの改修

住宅等耐震化促進事業 127,996
木造住宅の耐震診断、補強計画策定及び耐震補強工事等に対する補助
耐震シェルター設置に対する補助

防災倉庫管理事業 10,319 指定避難所併設の防災倉庫における食料等の備蓄

非常用電源等対策事業 244,130 津波被害を避けるため、市庁舎及び総合会館の非常用電源等について移設・増設を実施

市庁舎等整備事業 35,200 総合会館ピロティの吊天井崩落対策工事及び市庁舎の吊天井崩落対策工事（設計）

文化振興課 文化会館等施設整備事業 17,600 文化会館第１ホールの吊天井崩落対策工事基本設計

道路橋梁費 道路整備課
防災・安全社会資本整備交付金事業
（橋梁長寿命化関係）

358,200 塩浜跨線橋耐震工事、三郎橋跨線橋耐震工事、新大正橋耐震工事等

都市計画費 都市計画課 近鉄四日市駅等耐震化促進事業 181,366
鉄道事業者が行う駅等の耐震化事業に対し、国・県とともに協調補助を実施
近鉄四日市駅　１０１柱　　近鉄名古屋線高架橋　１３本

住宅費 市営住宅課 曙町市営住宅建設事業 612,705 建替えによる市営住宅の耐震化

消防費 消防費 消防救急課 消防水利整備事業 22,950 耐震性貯水槽の整備（2ヶ所）

総務管理費総務費

土木費

平　成　２　７　年　度　　防　災　・　減　災　事　業　（　地　震　分　）　に　つ　い　て

事　　　業　　　概　　　要事業名所属
27年度
予算額

項会計

一般会計　

款

管財課

危機管理室



（単位　千円）

平　成　２　７　年　度　　防　災　・　減　災　事　業　（　地　震　分　）　に　つ　い　て

事　　　業　　　概　　　要事業名所属
27年度
予算額

項会計 款

窓ガラス飛散防止事業 36,900 窓ガラス飛散防止フィルム貼り工事

屋内運動場等吊天井崩落対策事業 47,600 屋内運動場等の吊天井崩落対策工事

災害用汚水槽整備事業 11,100 公共下水道接続工事に伴い、不要となる浄化槽を災害時に使用できる便槽として整備

屋内運動場等吊天井崩落対策事業 64,200 屋内運動場等の吊天井崩落対策工事

災害用汚水槽整備事業 600 公共下水道接続工事に伴い、不要となる浄化槽を災害時に使用できる便槽として整備

社会教育費 社会教育課 埋蔵文化財保護事業 7,300 文化財整理作業所の耐震補強工事

2,150,726

競輪事業特
別会計

総務費 総務管理費 けいりん事業課 競輪場施設整備事業 15,895 四日市競輪場のメインスタンドﾞの耐震化工事に向けて補強計画及び実施設計を作成

15,895

水道基幹施設耐震化事業 657,000 基幹水道施設(配水管、配水池等)の耐震化

下水道施設地震災害対策事業 442,000 雨水幹線、汚水管渠、ポンプ場、処理場の耐震化

市立四日市病院 医療消耗備品費 34,679 入院患者用ベットサイドテーブル（ストッパー付）購入　（494台）

1,133,679

3,300,300合　　　　　　計

一　般　会　計　小　計

企　業　会　計　小　計

上下水道局

特　別　会　計　小　計

企業会計

小学校費

教育施設課

中学校費

一般会計　 教育費



（単位　千円）

防災会議委員報酬 64 防災会議の委員報酬

国民保護協議会委員報酬 32 国民保護協議会の委員報酬

防災システム事業 30,630 防災機器の維持管理、災害情報の提供等

防災対策事業 9,117 防災啓発、防災訓練等

地域防災計画推進事業 135 地域防災計画の推進に係る委員報酬

楠防災会館管理運営費 849 楠防災会館の管理運営

楠避難会館管理運営費 835 楠避難会館の管理運営

土地改良施設維持管理適正化事業 4,535 機能診断に基づき、楠町内南・北排水機場の修繕整備を実施

井堰、樋門維持管理費 382 井堰、樋門の維持管理を地元の施設利用者へ委託

南・北排水機場維持管理事業 13,651 楠町内南・北排水機場の維持管理

水産業費 海岸保全事業 170,000 老朽化等により機能低下している磯津漁港の海岸堤防の防災機能の向上を図る

準用河川改修事業 295,000
米洗川、朝明新川、源の堀川の３河川に事業を集中し、効果的に治水安全度の向上を図
る

治水度ジャンプアップ事業 5,000 溜池への洪水調整機能の付加増強により、大矢知新川流域の治水安全度の向上を図る

普通河川三鈴川河川改良事業 20,000 三鈴川の護岸を改良し、治水安全度の向上を図る

平津川河川改良事業 30,000 平津川の河川断面の拡大整備により、流下能力の向上をさせ、治水安全度の向上を図る

河川排水課土木費 河川費

平　成　２　７　年　度　　　防　災　・　減　災　事　業　（　地　震　以　外　分　）　に　つ　い　て

款 項 事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

会計 所属

総務管理費総務費

危機管理室

市民生活課

事              業              名

農林水産業費

農地費

一般会計

農水振興課



（単位　千円）

平　成　２　７　年　度　　　防　災　・　減　災　事　業　（　地　震　以　外　分　）　に　つ　い　て

款 項 事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

会計 所属 事              業              名

土木費 河川費 河川排水課 河川等改良事業 170,000 河川改良事業、排水路改良事業

分団等整備事業 59,500 消防分団車庫の老朽化に伴う改修等

新消防分署整備事業 142,554 （仮称）南部消防分署の用地購入及び造成工事等、北部地域の基本調査

消防車両購入費 119,654
水槽付消防ポンプ自動車、消防ポンプ自動車、高規格救急自動車２台、広報車、軽トラッ
ク２台の整備

消防活動用機器整備費 5,393 消防用ホース、化学防護服、水難救助資機材等の整備

危機管理室 水防事業 1,532 既設水防倉庫の維持管理等

1,078,863

企業会計 上下水道局 公共下水道雨水対策事業 2,430,333 ポンプ場建設等

2,430,333

3,509,196

消防費 消防費

合　　　　計

一　般　会　計　小　計

企　業　会　計　小　計

総務課（消防）一般会計



○一般事業 （単位　千円）

子ども医療費 735,200 通院分の医療費助成の範囲を小学生から中学生までに拡充（27年9月診療より）

一人親家庭等医療費 122,100 ひとり親家庭等の保護者及び18歳以後最初の3月31日までの児童に対する医療費助成

不妊治療費 44,250 不妊治療に係る医療費の一部補助

不育症治療費 500 不育症治療に係る保険適用外医療費の全部または一部補助

ひとり親家庭等日常生活支援事業 1,854
ひとり親及び寡婦家庭が、一時的に日常生活に支障が生じている場合に、生活支援を行うために家庭生
活支援員を派遣

母子家庭自立支援給付金事業 20,324
母子家庭の母及び父子家庭の父が適職に就くために必要な技能や資格を取得するための教育訓練講座
費用の一部補助

病児・病後児保育事業 18,424 病気療養中または回復期の児童を預かることにより、保護者の子育てと就労の両立を支援

ファミリー・サポート・センター事業 11,502 子育てを地域で支援するため、育児の援助を受けたい者と提供できる者からなる相互援助活動

子ども・子育て支援事業計画推進事業 479 子ども・子育て関連法に基づく「四日市市子ども・子育て支援事業計画（H27～H31）」の推進

子育て支援センター管理運営費 11,351 橋北・塩浜子育て支援センターの管理運営

子育て支援センター事業 1,371 公立子育て支援センターでの育児相談や子育て講座など、子育て支援事業の実施

父親の子育てマイスター事業 2,199
子育て世代の男性を対象に講座を開催し、修了者を「父親の子育てマイスター」に認定するとともに、父親
の子育て相談事業等を実施し、男性の子育て参画を促進

学童保育事業 285,767 運営委員会が設置・運営する学童保育所の運営等に対する補助等

地域子育て支援拠点事業費補助金 48,413 民間の子育て支援センターで行う子育て支援事業に対する補助金

児童館管理運営費 10,878 市内４か所の児童館の管理運営

児童館自主事業 1,819 児童館の主催事業や移動児童館などの実施

児童発達相談経費 3,402 発達に課題のある児童の支援業務に伴う経費

児童虐待防止対策事業 2,040
児童虐待の早期発見、早期対応、未然防止に向けて虐待防止ネットワーク事業を実施。また、養育支援
が必要な家庭に対する家庭訪問支援の実施

一般会計 民生費

児童福祉費

こども
保健福祉課

こども
未来課

事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

社会福祉費

平　成　２　７　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て

款会計 所属項 事業名

こども
保健福祉課



○一般事業 （単位　千円）

事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

平　成　２　７　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て

款会計 所属項 事業名

プロジェクトＵ－８事業 2,736
発達障害等の幼児・小学校低学年児童（４歳～８歳）とその保護者への早期支援体制を構築し、幼児期か
らの途切れのない支援を実施

園巡回発達相談事業 2,277
保育園・幼稚園等に巡回支援員を派遣し、障害のある子どもや、発達上の課題のある子どもとその保護
者・担任・関係各課等との相談や、指導、助言等を実施

母子・父子福祉センター管理運営費 4,696 ひとり親家庭及び寡婦の生活の安定と自立を促進する施設である母子・父子福祉センターの管理運営

障害児通所事業 388,813
通所利用の障害児へ、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応、生活能力の向上の
ための訓練等を実施する事業所に対し、その費用を支弁

児童手当 5,423,700 中学校終了までの児童を養育している保護者に対する手当の支給

児童扶養手当 1,043,700 母子・父子家庭等の18歳以後最初の3月31日までの児童を対象に支給

子育て世帯臨時特例給付金給付事業 123,900 平成27年6月分の児童手当受給者に対する臨時特例的な給付。（特例給付受給者は対象外）

母子生活支援施設事業 32,600
母子の自立促進を図るため、配偶者のない女子及びその児童を母子生活支援施設に措置し、その費用
を支弁

子育て支援ショートステイ事業 984
保護者が疾病や出産などで児童の養育が困難になった場合に、一時的に児童養護施設や母子生活支援
施設などで必要な保護を実施

第二種助産施設事務費事業費 4,300 入院・助産を必要とする妊産婦を経済的理由により助産施設に措置し、その費用を支弁

子育て支援事業補助金 1,080 地域住民が実施する未就園児の子育て支援事業に対する補助金　（下野、富洲原地区）

幼稚園事務費事業費 21,776 新制度に移行した私立幼稚園へ、園児が教育を受けるために必要な費用を支給

私立幼稚園就園奨励費補助金 335,300 世帯の所得状況に応じて行う、私立幼稚園児の保護者に対する補助金

私立幼稚園第３子以降保育料補助金 14,200 小学校６年生から数えて、第３子以降に該当する私立幼稚園児の保護者に対する補助金

私立幼稚園保育料補助金 24,500 私立幼稚園児の保護者に対する補助金（年額8,700円）

私立幼稚園一時預かり事業費補助金 1,342 新制度に移行した私立保育園が実施する在園児の一時預かり事業に対する補助金

妊産婦乳幼児健康診査事業 333,890
疾病等を早期に発見し、適切な支援につなげるため、妊婦及び４か月、10か月、１歳半、３歳児を対象に
健康診査を実施

妊産婦乳幼児保健指導事業 3,985 育児学級、育児相談、訪問指導等を実施することにより、乳幼児の健全な発育を支援

一般会計

衛生費 保健衛生費

民生費

保育
幼稚園課

こども
保健福祉課

こども
保健福祉課

児童福祉費



○一般事業 （単位　千円）

事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

平　成　２　７　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て

款会計 所属項 事業名

衛生費 保健衛生費
こども

保健福祉課
こんにちは赤ちゃん訪問事業 9,068

子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を行うため、生後４ヶ月までの乳児のいる全ての家庭
を訪問

土木費 住宅費 都市計画課
郊外住宅団地（モデル団地）子育て世帯
住み替え支援事業

10,820
子どもを持つ市外在住者が、郊外住宅団地の中古住宅（空き家）を購入する際のリフォーム補助、あるい
は、借家する際の家賃補助を実施

保育
幼稚園課

園づくり支援事業 3,628 公立幼稚園の園づくりの推進及び、未就園児対象の園開放や保護者への子育て相談等を実施

特別支援教育・相談事業 7,408
障害のある子どもや発達上の課題のある子ども及び不登校の子どもとその保護者や教師への教育相談
を実施。また、就学相談を巡回教育相談に位置づけて実施

適応指導教室事業 6,710
適応指導教室に通う不登校児童・生徒の集団生活への適応等のための支援並びに相談を行い、児童・生
徒の学校復帰や社会的自立を支援

不登校児童生徒支援ボランティア事業 454 不登校児童生徒に対し、大学生のボランティア等が家庭訪問等を実施

社会教育課 子どもの読書活動推進事業 16 絵本に触れ合える環境をつくる機会として「本のあるまち」において、「絵本の読み聞かせ会」等を開催

図書館 子どもの読書活動推進事業 101 子どもにとって本が身近となるための環境整備の推進

親と子どもの豊かな育ち事業 3,073
子どもの生活リズムの向上を目指した取組、有害情報等から子どもを守る取組、「家庭の日」の啓発活動
を推進し、家庭教育を支援

青少年相談員研修 312 青少年相談員の相談活動が充実するための研修会を開催

青年リーダー研修 449 子ども会活動・地域活動にかかわる中高生リーダーの養成講習会を開催

子ども広場整備費補助金 4,187 自治会等が設置・管理する子ども広場の整備に対する補助金

子どもと若者の居場所づくり事業 3,635 青少年健全育成と非行防止を更に進めるために、主に中高生を対象とした居場所づくり事業を推進

9,135,513

国民健康保
険特別会計

保険給付
費

出産育児諸費 保険年金課 出産育児一時金 136,920 被保険者が出産した際の、出産前後の諸費用と家計負担の軽減のための補助金

136,920

9,272,433

教育総務費

教育費

教育支援課

特　別　会　計　小　計

合　　　　　計

青少年
育成室

一　般　会　計　小　計

社会教育費

一般会計



○保育所関係事業 （単位　千円）

保育所事務費事業費（児童一般分） 2,626,000 民間保育所へ園児が保育を受けるために必要な費用を支給

保育所事務費事業費（市単民間施設加算） 164,385 ３歳未満児の保育機能強化のため、児童数に応じて必要な費用を加算して支給

地域型保育事業 80,896 ０～２歳児を対象とした小規模保育を実施する事業者へ、園児が保育を受けるために必要な費用を支給

民間保育所運営費補助金 44,000 正規職員の給与改善及び研修経費に対する補助金

民間保育所園児健康診断料等補助金 12,878 園児の健康診断費用に対する補助金

民間保育所障害児保育事業補助金 1,956 特別支援保育の担当保育士の配置等に対する補助金

民間保育所乳児保育促進事業費補助金 20,300 年度内の乳児数の変動に対応するため、乳児担当保育士を確保するための補助金

民間保育所延長保育事業費補助金 36,278
開所時間を超え、延長して保育を実施する民間保育所に対する補助金
実施園　　私立 23園

民間保育所一時保育事業費補助金 18,300
保護者のパート就労や疾病等に対応するため、一時保育を実施する民間保育所に対する補助金　　実施
園　　私立 13園

民間保育所休日保育事業費補助金 6,000
日曜、祝日に働く保護者のために保育を実施する民間保育所に対する補助金
実施園　　私立 ２園

家庭支援推進保育事業費補助金 2,442 家庭環境に特に配慮が必要な児童に関与する担当保育士の配置等に関する補助金

民間保育所地域活動事業費補助金 4,200 地域の実情に応じた保育事業に対する補助金

認可外保育所受入支援事業費補助金 1,132 待機児童の受入れや夜間保育を実施している認可外保育施設及び利用者に対する補助金

認可外保育施設職員健康診断料補助金 205 認可外保育施設の職員の健康診断費用に対する補助金

3,018,972

12,291,405

27年度
予算

所属 事業名

一　般　会　計　小　計

総　　　　　　　　　　計

平　成　２　７　年　度　　　子　育　て　関　係　事　業　に　つ　い　て

一般会計 民生費 児童福祉費
保育

幼稚園課

会計 款 項 事　　　業　　　概　　　要



（単位　千円）

管財課 ＬＥＤ化推進事業 36,200 市庁舎に設置している照明器具のＬＥＤ化（１階～５階）

市民生活課 防犯外灯ＬＥＤ新設補助金 49,736 自治会が管理する防犯外灯のＬＥＤ灯設置に対する補助金

環境学習推進事業 37,452 子ども及び一般を対象とした公害・環境に関するワークショップやイベント、講座等を実施

エコパートナーシップ推進事業 8,067 市民等との協働による環境学習、環境活動の充実を図るため、エコパートナーシップ推進事業を実施

四日市公害と環境未来館展示管理運営費 15,027 常設展示、特別展示の維持管理、運営に要する経費

環境計画推進事業 699 環境計画に基づき、地球温暖化防止の啓発のためのグリーンカーテン事業やエコドライブ講習会等を実施

自然環境保全推進事業 3,100 自然海岸の環境保全活動や外来生物の調査、特定外来生物の捕獲等を実施

新エネルギー等導入奨励金 11,100 市内の個人又は中小企業等による新エネルギー等設備の導入に対する奨励金

中小企業省エネルギー設備更新等事業費補助金 43,000 市内で事業を営む中小企業等による省エネルギー設備への更新等に対する補助金

生ごみ処理機購入費補助金 750 市民の生ごみ処理機購入に対する補助金

集団回収活動奨励費交付金 18,000 住民団体が行う再生資源の集団回収活動に対する交付金

エコステーション設置促進事業費交付金 1,600 NPOや自治会等が市内小売店舗駐車場等において行う資源ごみの拠点回収に対する交付金

廃棄物対策事業 27,002 不法投棄・野外焼却・空地雑草等の監視・指導、不適正処理事案対応

農地の守り手づくり事業 1,800
優良農地の復元や市民菜園の整備を支援することで、荒廃農地の解消を促し、農地の多面的機能の発揮
や農地の有効活用を図るとともに、自然とのふれあい、憩いの場としての市民のニーズに応える

環境保全型農業直接支払事業 2,920 有機農業など環境保全効果の高い営農活動に取り組む農業者を支援

農地費 多面的機能支払交付金事業 65,854 農業の多面的機能の維持・発揮のための取り組みを行う地域団体を支援

土木費 都市計画費 都市計画課 里山保全事業 4,100 里山など身近な民有緑地を地域住民が市民緑地として整備し、市民へ開放

教育振興一般経費
　〔環境教育の充実〕

1,706
市内小学校第３学年児童に社会科副読本「のびゆく四日市」を改訂・配布し、四日市の環境の歴史を学び将
来への展望を持てるような「環境学習」を推進

学校づくりビジョン推進事業費
　〔環境教育の充実〕

6,600
市内小学校第５学年児童を中心として、「四日市公害と環境未来館」を訪問し、四日市の環境の歴史を学び
将来への展望を持てるような「環境学習」を推進

市税 軽自動車税 市民税課 電気自動車に対する税の減免
電気自動車（電気のみを動力とする軽自動車税対象車両）について、環境負荷軽減に寄与するものとして、
軽自動車税を減免

334,713

平　成　２　７　年　度　　　環　境　関　連　施　策　に　つ　い　て

会計 事              業              名所属項 事　　　業　　　概　　　要款
27年度
予算

合　　　　　計

一般会計

総務費 総務管理費

保健衛生費 環境保全課

農水振興課農林水産業費

衛生費

教育費 教育総務費 指導課

農業費

生活環境課清掃費



（単位　千円）

中小企業新規産業創出事業 8,077 市内中小製造業者が行う新商品・新技術の研究開発にかかる経費の一部を支援

ものづくりエキスパート育成事業 10,000
三重県、三重県産業支援センター等との連携のもと、ものづくり分野における人材育成事
業や、中小企業の課題解決・販路開拓支援等を実施

産学連携事業推進費 3,300
企業と大学との連携を推進する機関の活動を支援し、産学連携を促進することで、市内中
小製造業者の競争力を強化

産業展出展促進事業 3,300
市内企業の販路拡大・新規需要開拓を支援するため、見本市へ出展する際の出展費用
の一部を補助

企業立地奨励金交付事業 794,000
市内立地企業の新規設備投資の促進や、新規産業を誘致するため、企業の新たな設備
投資に対して奨励金を交付

民間研究所立地奨励金交付事業 86,000
市内立地企業が実施する研究開発機能の充実やマザー機能の集積を支援し、地域産業
の競争力を強化

中小企業ものづくり活力創造事業 7,353
中小製造業者のものづくり技術等を支える人材確保や海外展開の支援、創業を目指す個
人又は創業後間もない事業者を支援するビジネスインキュベータ事業を推進

中小企業海外販路開拓支援事業 4,300
市内中小製造業者等の経営基盤の強化・活性化を図るため、海外で開催される見本市等
への出展費用の一部を補助

日本貿易振興機構負担金 2,000 企業の海外でのビジネス展開を専門的に支援する団体の活動に対する負担金

土木費 道路橋梁費 道路整備課 産業支援・生活拠点道路再生事業 105,600
自動車交通及び地域住環境への影響が顕著化している路線（特に産業支援に特化した路
線）の再舗装工事（石油貯蔵施設立地対策等交付金事業9,000千円を含む）

1,023,930合　　　　　計

一般会計

平　成　２　７　年　度　　　産　業　活　性　化　関　係　事　業　に　つ　い　て

会計 事              業              名所属項 事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

商工費 商工費 工業振興課

款



（単位　千円）

市美術展覧会開催費 4,101 四日市市美術展覧会の開催

市民文化祭等開催費 6,570 四日市市民芸術文化祭（郷土が誇る芸能大会を含む）の開催

文化の駅推進事業 6,300 中心市街地における文化活動の発表や体験、交流ができる拠点の創出

四日市音楽コンクール開催事業 6,500 「家族」と「絆」をテーマに、音楽ジャンルを問わない全国公募の音楽コンクールの開催

文化功労者表彰経費 254 四日市市文化功労者および四日市市民文化奨励賞の表彰

文化団体運営費補助金 1,498 四日市市文化協会が行う事業への補助

文化振興事業支援補助金 3,446
文化振興基金活用事業（全市的事業・地区事業）
民間文化施設活用事業、文化部活動全国大会等参加費補助金

地域の文化遺産の保存・継承支援事業 2,900
地域の文化遺産の保存・継承の支援
「鳥出神社の鯨船行事」について、ユネスコ無形文化遺産への登録推進への取り組み

芸術文化活動の場づくり事業 49,600
旧三浜小学校を活用した芸術文化活動・生涯学習の場などの施設整備にかかる基本設
計・実施設計

文化会館等管理運営費 251,846 文化会館及び茶室泗翠庵の指定管理料

文化会館等施設整備事業 24,600 文化会館の老朽化する設備等の更新工事を実施

文化会館等施設整備事業
（アセットマネジメント）

77,300 文化会館の施設の長寿命化を進める更新工事等を実施

観光対策推進事業 11,997 四日市観光戦略に基づき、観光大使などを活用して、四日市市の観光を推進

宮妻峡周辺環境整備事業 2,003 宮妻峡周辺の環境整備（遊歩道・登山道の整備、公衆便所の管理など）

大四日市まつり事業費補助金 21,500 大四日市まつりの実施

四日市花火大会事業費補助金 22,500 四日市花火大会の実施

四日市サイクル・スポーツ・フェスティバル事業 18,500 四日市サイクル・スポーツ・フェスティバルの実施

なんでも四日の市事業 800 なんでも四日の市の実施

レジャー施設事業 64,493 伊坂ダムサイクルパーク、四日市スポーツランドの運営及び維持管理

四日市観光協会事業 17,511 四日市観光協会へ観光案内所の運営を委託

項

商工費 商業勤労課

総務費 総務管理費 文化振興課

一般会計

商工費

平　成　２　７　年　度　　　文　化　・　観　光　・　ス　ポ　ー　ツ　事　業　に　つ　い　て

会計 事              業              名所属 事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

款



（単位　千円）

項

平　成　２　７　年　度　　　文　化　・　観　光　・　ス　ポ　ー　ツ　事　業　に　つ　い　て

会計 事              業              名所属 事　　　業　　　概　　　要
27年度
予算

款

さくらまつり等事業費補助金 2,100 地域が自ら主催する、さくらまつりなどの花をテーマにしたイベントを支援

産業観光事業 191 工場夜景サミットへの参加旅費及び負担金

コンベンション機能推進事業 7,023
「四日市・観光コンベンション協議会」へ負担金及び、コンベンション補助金を活用し、本市
でのコンベンション開催に対するインセンティブを確保する取組みを実施

宮妻峡ヒュッテ管理運営費 5,961 宮妻峡ヒュッテの管理運営

観光施設整備事業 21,200 もみじ谷周辺道路整備及び伊坂ダムサイクルパーク休憩施設整備

三重県観光連盟負担金 1,771 三重県観光連盟への負担金

北伊勢広域観光推進協議会負担金 350 北伊勢広域観光推進協議会への負担金

三重の観光営業拠点運営協議会負担金 1,200 三重の観光営業拠点運営協議会への負担金

土木費 都市計画費 市街地整備・公園課 公園緑地整備単独事業 19,800 国体開催に向けた、中央緑地スポーツ施設整備にかかる測量業務及び設計業務委託

地域スポーツ活動振興事業 3,448 各種スポーツの大会・教室・講習会の実施

四日市市民スポーツフェスタ開催事業 1,408 幅広い市民が参加できる四日市市民スポーツフェスタの実施

スポーツ指導者資格取得助成金 100 スポーツ指導者の資格取得費用を助成

全国大会等出場選手激励金 5,500 国際大会・全国的な大会に出場する選手及び引率者に対する激励金

スポーツイベント実施事業 5,500 四日市シティロードレース大会、四日市ウォーキング大会等の実施

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業（国体関係） 21,600 三重国体に向けて、運動施設（テニスコート、野球場）の整備に係る設計

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業 19,900 霞ヶ浦第１野球場照明塔塗装工事・霞ヶ浦第１野球場トイレ改修工事等

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業
（アセットマネジメント）

34,900 霞ヶ浦第１野球場屋根改修工事

中央緑地運動施設整備事業（国体関係） 45,400 三重国体に向けて、運動施設（体育館、サッカー場）の整備に係る設計

四日市ドーム整備事業 11,100 四日市ドーム電動ロールスクリーン修理工事（南北）、四日市ドーム発電機修繕工事等

802,671

商工費 商業勤労課

合　　　　　計

保健体育費 スポーツ課教育費

一般会計

商工費




